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　ごちそうさまでした、と言って去っていく人物に、キッチンカウンターの中から笑え顔がおを返した七なな生お遥はるかは、ふと室内を見み渡わたして瞬まばたきをした。


「ナナちゃーん、さっきの人で終わりっぽいよ～」


　ほぼ同時に、皿を積んだトレイを手に遥の許もとへやってきた青年が、にこにこと屈くつ託たくのない笑顔を見せる。自分たちの他ほかに人がいなくなった空間に、遥は「そうみたいだね」と相づちを打った。


　差し出された空の皿を受け取り、洗い途と中ちゆうだった食器たちの中にそれらも重ね止めていた手を再度動かし始める。すると青年は遥の横に並んで、布ふ巾きんを手に取った。


「ケータリングって初めてでちょっと心配だったけど、料理、結構ハケてよかったね～」


「紺こんが逐ちく一いち説明してあげてたのがよかったのかもね。特に女の子たちには」


　少し高い位置にある青年の顔を見上げながら遥が言うと、彼は、えーそうかなあ、と嬉うれしそうに笑みを浮うかべた。


　百七十センチジャストの自分よりも六、七センチほど高い、伊い勢せ谷や紺というこの青年は若じやつ干かん細身で脚あしが長く、そのモデルのような体型が目を惹ひく。遥よりふたつ年下で二十六歳になるはずだが、衒てらいのない態度や笑顔が印象に残る、明るい青年だった。その人ひと懐なつこさから遥の経営するカフェの店員として、主に接客を担当してもらっている。だが割と器用になんでもこなすので、遥のアシスタント的な役割を担になってもらうことも多かった。


「でもさあ、オンナノコたち、ナナちゃんのことも、かわいいですねって言ってたよ？」


「紺、それあんまりいらない情報だったかも……」


「えー？　あ、キレイですねっても言ってた」


「余計いらないよ……」


　遥が洗った皿を丁てい寧ねいに拭ふいていく紺との嚙かみ合わない会話に、肩かたを落とす。実は紺とは高校の先せん輩ぱい後こう輩はいの仲だったこともあり、昔から少し天然の気があった彼とのこんな会話は、いつものことではあった。


「だからナナちゃん効果もあるんじゃないかなと思うけど。あ、もちろん美味おいしいってのが一番だと思うけどね」


　ナナちゃんのごはんほんと美味しいもんねえ、と言う紺に、ありがと、と笑って返した。


　確かに自分は、どちらかというと中性的でやわらかい印象を与あたえる容姿をしているから、他人から言われるのは、「かわいい」か「きれい」がダントツに多い。「かっこいい」なんて言葉は、滅めつ多たになかった。


　二十八歳にしては若く見えるらしく、大たい抵てい歳としを言うと驚おどろかれてしまう。一いつ般ぱん的な二十代男性より、外見は多少華奢きやしやかもしれないが、これでもそれなりに精神的には大人だと自分では思っていた。


　十歳の時に母が亡なくなってから、父親と二人で暮らすようになり家事全ぜん般ぱんを覚えた。その中でも群を抜ぬいて得意だったのが炊すい事じで、やればやるほど上達していき楽しくて仕方なくなった。それから高校を卒業する頃ころには、いつか自分の店を持つ、という夢ができあがっていて、専門学校に行くよりも、早く働いてその資金を貯ためる方を選んだ。


　飲食店に勤めながら調理師免めん許きよを取って、勉強と経験を積み、ようやく去年、自分のカフェを開くことができた。


　料理を作ることが本業とはいえ、接客も仕事のうちだし、それが店の印象を左右することもあるから、遥自身両方とも手を抜くことはない。だから、比ひ較かく的警けい戒かい心を抱いだかせないような自分の雰ふん囲い気きに、好印象を持ってもらうことはありがたかった。


　それでも、そもそも「料理を作る」ことが好きな遥にしてみれば、そちらを褒ほめられることが一番嬉しい。


　カフェに来てくれるお客さんも、最初は紺に見み惚とれたりしながらそわそわしていることが多いが、料理が目の前にくるとそちらに興味を持ってくれるようで、帰りには、ほんとに美味しかったです、と言ってくれることがほとんどだった。それが本当にそう思っているような笑顔だということは遥にもわかって、日々の糧かてになる。


　そうやって少しずつリピーターを増やしながらやってきて、そろそろ一年が経たとうかという先週、一件の電話があった。


　遥が直接取ったその電話は、ケータリングを頼たのめないか、というものだった。初めてのその依い頼らいに、最初戸と惑まどった遥だったが、興味を惹かれたのも本当で、とりあえずどういった形態が希望なのかを詳くわしく聞き、結果的に引き受けた。


　一ヶ月間、週一で会社のランチケータリングをということだったが、社員の数が二十人と聞いて、回数的にそう多くないことも手伝い、やってみたい、という気持ちの方が勝った。


　それに普ふ通つうケータリングと言ったら、店で作った料理を会場なり部屋なり、客の希望する場所に運び振ふる舞まう形式を思い浮かべる。だが今回の依頼は、その会社に赴おもむいて直接そこで調理をする、というものだったのにも気を惹かれた。


　そして、決定的な理由がもうひとつあった。電話をしてきた人物が、以前食べさせて頂いた料理がとても好きだったので、と言ったその言葉が嬉しかった。美味しい、と言われることが多い感想の中で、好き、という言葉で伝えてくれたことが思いのほか心を打ったのかもしれない。


　低いけれど穏おだやかなやさしい声こわ音ねが印象的だったその人物は、果たしてそういえばどのひとだったのだろうか、とさっきまでの光景を思い出すが、わかるはずもなかった。


　今日、教えてもらった住所を紺と訪おとずれ、シンプルでスタイリッシュな外観の三階建ての建物に少しだけぽかんとした。社員が二十人だというからもっとこぢんまりとした、どこかのビルにでも入っている小さな会社かと思っていたら、予想以上に立派だった。


　そういえば住所にビルの名前も階数もなかったと今いま更さらながら思い当たって、やはりまるまるこの建物が会社なのか、と感心した。高層ビルを所有するほどの大だい企き業ぎようではないにしても、なかなかすごい会社なのかもしれない。


　一階のエントランスに、【NS Co.Ltd】と記された大理石のプレートがあるのを目に留とめて、首を傾かしげた。だがすぐに、聞いていた会社名【株式会社　ネットワークソリューション】のＮＳか、と納なつ得とくする。


　横で紺が「このシーオーエルティーディーってなに？」と訊きいてくるのに、確か英語で株式会社のことをそう略表記するんじゃなかったかなと教えていると、インターホンに応答があった。それから応対してくれたのは若い女性社員で、電話の主とは違ちがったし、その後は準備に追われていたから、気にする暇ひまもなかった。


　そろそろ本格的に寒さが増してくる十一月の一ヶ月間、毎週木曜日のランチケータリング、というのが依頼された内容だった。メニューはお任せということだったが、計四回分なので組み合わせを考えるのも苦にはならない。


　その第一回は、反省する点がないといえば噓うそになるが、おおよそうまくいったのではないだろうか。さっき紺が言ったように、用意した料理はほとんどなくなったし、食べてくれた社員の反応もなかなかだった気がする。


（……けど、不思議な会社だな）


　遥たちが案内されたのは、三階だったが、そこはフロア一面食事をするための場所だった。広さは学校の教室ふたつ分ほどあるが、普通わざわざこんなスペースを作るだろうか。立派なキッチンもあるし、まるでどこかの高級マンションのリビングのようだ。まあそれはそれで、ケータリングを提供する側の自分にとっては都合がいいのだけれど、やはり少し珍めずらしかった。


「あ、ねえナナちゃん。俺、ちょっと屋上行ってきていいかなあ？」


「屋上？」


　粗あら方かた片付けが終わったところで、紺が言い出したことに遥は首を傾げる。


「そ。そっちにもいっこドアあるじゃん。そこから上行けるんだって。なんかちょっとした喫きつ煙えんスペースみたいのもあるって言うからさ。それ聞いたら煙草たばこ吸いたくなっちゃって。あとで上がってみてもいいですかって社員のひとに訊いたら、いいですよーって」


「へえ」


　そんなものまであるのか、と思いながら相づちを打った遥は、紺に笑みを返した。


「いいよ、行っといで」


「ナナちゃんは？」


　普通の休きゆう憩けいスペースもあるらしいよ、と煙草を吸わない遥を誘さそう。だが「俺はいいよ」と首を振ると、あっさりと「そう？」と頷うなずいた紺は、軽いフットワークで屋上に続くのだというドアを潜くぐっていった。懐なつっこいのに引き際ぎわがいいのは紺の意外な部分かもしれない。


　店に帰ってから賄まかないの予定の自分たちは、まだ昼を摂とっていないから、紺も空腹が我が慢まんできなくなった頃には戻もどってくるだろう。今のうちに反省点や改善点など思いついたことを書き留めておこうと、自分のかばんからいつも使っているノートを取り出した。


　どうも自分はアナログな人間らしく、あまりパソコンなどの機械類が得意ではなかった。契けい約やく農家とのやりとりや仕入れ、帳ちよう簿ぼのこともあるので一応店にノートパソコンも置いているが、あまり使いこなせてはいない。なのでメニューはもちろん、こういう個人的な課題に関しても手書きがほとんどだった。


　テーブルと椅い子すを拝借してノートを開きながら、そういえばこの会社は、ネットワーク、とつくくらいなのだからやっぱりパソコン関係の仕事をしているのだろうか、と思う。ケータリングに業務内容は関係ないので詳しいことは聞いていないが、たぶん聞いたとしてもどのくらい理解できるかはわからないだろう。


　実は店のホームページを作りたいと思っているのだが、いかんせん自分で作るにはわからないことが多すぎてなかなか進まずにいた。有料で作成してくれるサービスがあると聞いたこともあるのだが、この会社はそういうことはしていないのだろうか。


　そんなことをつらつらと考えていると、ふいにドアの開く音がする。それは紺が出て行った屋上へ続くものではなく、最初に自分たちが入ってきたドアの方だった。


　もしかしてもう退出しなければいけない時間だっただろうかと思い焦あせったが、職しよく業ぎよう柄がら遥は普ふ段だん腕うで時ど計けいをしていないので咄とつ嗟さにはわからない。だが、顔を上げ慌あわてて立ち上がった所に届いた声に、遥は瞬まばたきをした。











「あれ？」


　小さく声を上げてドアから顔を覗のぞかせた人物が、遥を見つけて、ほんの一いつ瞬しゆん目を瞠みはったように思えた。だがすぐにその青年は、するりとドアのこちら側に身体からだを滑すべり込ませ、まっすぐ遥の方へと歩み寄ってくる。


「すみません。もしかしてもうランチ、終わっちゃいましたか？」


　そう訊たずねる青年の声に、遥は、（あ、やっぱり）と心の中で呟つぶやいた。この少し低い、けれど穏やかさの漂ただよう声は。


（電話の人）


　そう確信して、同時に目の前で遥を見つめている青年に、意外な想おもいを抱いた。


　電話口で感じた印象は落ち着いたものだったが、なんとなく若い気はしていて、その予想通り、目の前の青年は、遥と同じくらいか少し上くらいに見える。だが想像よりもずっと、整った容姿をしていた。


　ひどく綺き麗れいな形の目が印象的で、甘い雰囲気を醸かもし出している。だがその瞳ひとみに湛たたえられた穏やかさの奥に、どこか力強さを感じることができるまっすぐな視線と、きりりとした眉まゆが男性的で、どきりとさせられた。


　鬱うつ陶とうしくないほどに整えられた黒くろ髪かみは、無造作に見えてきちんとセットしてあるようだし、グレイ系の色でまとめられたカットソーとラフなジャケットに、オフホワイトのパンツという、シンプルながらセンスのいい出いで立ちから、ノーブルな雰ふん囲い気きも感じられる。


　身長は、この見上げた角度から紺と同じくらいか少し高いくらいかもしれない。脚あしも長い。だが全体的に、紺よりもしっかりした骨格をしているように思えた。


　なんだかやたらと男前な社員だな、と思いながらその整った貌かおを見ていた遥は、青年がふっと笑えみを浮うかべたのに気付いて、はたと我に返った。問いかけに返事もせず、ぼんやりと見み惚とれてでもいたような自分の反応に、急激に恥はずかしさが滲にじんでくる。


「っ、す、すみません……」


　なにに対しての謝罪なのか自分でもわからずに呟く遥に、青年は、いえ、とまた小さく笑って、視線を返してきた。やわらかく細められた目がひどく優やさしく見えて、またなぜかどきりとしてしまう。そんな自分に戸惑って思わず視線を逸そらした。


　だがふと、さっきこの青年が口にした、ランチ、という言葉を思い出して、まだ彼が食事を摂っていないのだということに気付き、慌てて顔を上げた。


「あの、すみません、もう皆みなさん終しゆう了りようされたと思って、片付けてしまって」


「ああ、やっぱりそうですか。……ちょっと遅おそかったか」


　遥の説明に、青年は気分を害した様子はなかったが、少し残念そうに笑って、小さく呟きを漏もらした。その声に見えた落らく胆たんに、一瞬だけ迷って、遥は、あのっ、と口を開く。


「少しだけ、……十分待って頂けませんか？」


「え？」


「ランチ、用意しますから」


　遥の言葉に、こちらを見返す青年が小さく驚おどろいたように瞬またたいた。


「でも、いいんですか？　もう片付けまで終わってるのに」


　それに頷うなずいて、遥は青年を見返す。


「ちゃんと確かく認にんしなかったこちらの落ち度ですし、……それに、せっかくウチの料理、好きだって言ってもらったから」


　そう言うと、青年は更さらに驚いたように遥を見返した。それに遥は、小さく笑みを浮かべる。


「電話、くださった方ですよね」


　ええと、と遥は依い頼らいを受けた際のメモを脳のう裏りに返した。名前は確か……。


「久く我が、さん。お時間が大だい丈じよう夫ぶなら、ぜひ、食べていただけるとうれしいんですけど」


　下の名前は聞いていないが、そんな名字だったはずだと思い出し、そう言って久我の反応を窺うかがう。すると久我は、じっと見つめる遥に、ふっとまたさっきのようなやわらかな笑みを浮かべた。


「ありがとうございます。じゃあ、お言葉に甘えさせてもらいます」


　丁てい寧ねいな了りよう承しようの返事に、ほっとした遥は、「じゃあちょっと待ってくださいね」とキッチンスペースへと戻った。


「あ、久我さんは、煮に込みハンバーグはお好きですか？」


「はい、好き嫌きらいはないので」


　笑みと共にそんな返事が返ってきて、頭の中で練っていたメニューが決定した。


　残ったものを詰つめていた密みつ封ぷう容器を開いて、目的のハンバーグの残りを見つける。それから保冷バッグにしまっていた卵と、使い残しのレタスを取り出した。準備を進めていると、ふっと向かいに影かげが差す。


　顔を上げると、アイランド形式になっているキッチンカウンターを挟はさんで、久我が立っていた。


「見てたら気が散ります？」


　なんだ？　と思った遥は、そう訊きかれて瞬きをすると、「あ、いえ」と首を振ふった。店でもキッチンはオープンだから、料理をしている時の他人からの視線には慣れている。


「なら、ここで見ててもいいですか？」


「構いませんけど……」


「俺、人が料理を作ってるのを見るの、好きなんですよね」


　そう言ってにこりと笑った久我は、椅子を持ってくるとカウンターの前に腰こし掛かけた。正直変な趣しゆ味みだなとは思ったが、そうなんですか、と相づちを打って、水を張った鍋なべを火にかける。


　だが、もうひとつ小鍋を並べ、元々煮込み用に作っていたハンバーグを温め直すためにケチャップを足しながら、遥はつと内心で首を傾かしげた。


（……なんか）


　構わないとは言ったものの、なんだか妙みように、久我からの視線に居い心地ごこちが悪い気がするのは気のせいだろうか。料理をしている過程を見られるのには慣れているつもりだったけれど、普ふ通つうの人は、そこまであからさまに見てくるわけではないからかもしれない。


　だが久我の視線は、やわらかい癖くせになにか強い意志のようなものに思えるというか、どこかむずむずしてしまうようなものを感じて仕方がなかった。


　自意識過か剰じようだと思おうともしたが、どうにも気になって視線を上げてみると、ばちっと目が合ったことに驚いて、咄嗟にまた逸らしてしまう。


「綺麗な手ですね」


　あからさまに視線を避さけてしまったことに焦っていると、ふいに久我のそんな言葉が耳に届いた。それに、は？　と顔を上げる。


「あの美味おいしい料理を作り出すのが、その繊せん細さいな指先だと思うと、出来上がりがますます楽しみになって」


　笑みを浮かべてそんなことを言う久我に、なんと答えていいのかわからない。確かに自分の手は、男にしては指が細く甲こうも薄うすいから華奢きやしやに見えるかもしれなかったが、そんな褒ほめられ方をしたのは初めてだった。


　甘い容姿のせいなのか、久我の言葉は嫌いやみには聞こえない。純じゆん粋すいに褒めてくれたのだろうということはわかったが、正直、歯の浮くようなセリフだと思わずにはいられなかった。


　なのに、かああ、と頰ほおに集まる熱を自覚して、遥は自分の反応に自分で驚いた。なんだこれ、と思って、それが恥ずかしさだと気付く。今まで、手が綺麗だね、と褒められたことがないわけではないのに、どうしてこんな気持ちになっているのだろうか。


「っ、あ、あの、久我さんは、いつウチの料理、食べてくださったんですか」


　だがその自分の反応を指し摘てきされたくないと、遥は咄とつ嗟さに、ずっと疑問に思っていたことを口にして話題転てん換かんを図はかった。それにおかしそうに小さく笑った久我だったが、素す直なおに、ああ、と思い返すように視線を天てん井じようへ向ける。


　見み透すかされていることにむっとする気持ちと、話の方向を変えることができたことにほっとする気持ちが混ざって、なんだか複雑になった。だが突つっ込まれて困るのは自分なのだとわかっているので、気にしないようにして、料理の続きに取りかかる。


　湯が沸ふつ騰とうし始めた鍋に、卵をそっと入れる。これで七分ほど茹ゆでるとちょうどいい具合に、半熟の温泉卵ができるのだ。キッチンタイマーをセットする遥に、久我が口を開く。


「少し前に、友人がテイクアウトしてきたものを分けてもらったんです。かぼちゃのキッシュと、あと、野菜がたっぷり入ってたポトフだったかな」


　その久我の説明に、遥は先月少し寒くなった折にメニューに復活したポトフのことかと思い出した。ごぼう、れんこん、大根などの根菜を中心に人にん参じんや長ネギ、玉ねぎなどの野菜もたっぷり入れて、豚ぶたロース肉と一いつ緒しよに白ワインとコンソメスープで煮込むのだ。


　テイクアウトをという要望も以前から多かったので、持ち帰りによさそうな容器を手に入れることができたのもあり、よく出ている。もちろん今もメニューに加えたままだった。


　かぼちゃのキッシュはクリームチーズを使っているから、甘めの優しい味に仕上がっていて、遥自身も好きなものだ。


　なるほどそれを食べてくれたのか、とうれしくなって、さっきまでのよくわからない羞しゆう恥ち心しんが薄れた遥は、久我に笑いかけた。


「それなら今もメニューにあるので、今度は店の方にも食べにいらしてください」


「はい、ぜひ」


　だが、笑え顔がおで頷うなずく久我の瞳ひとみは、相変わらずどこかどきりとするような色で、まっすぐに遥を見つめている。久我はどこか育ちのよさを思わせる雰囲気もあり、だから会話をするときには相手の目を見なさいと教わってきたのかもしれない。そう思うが、また少し速い鼓こ動どうが戻もどってきてしまった。


　それでもその妙な感覚に囚とらわれている場合ではないと気持ちを切り替かえ、作業を進める。そしておよそ申しん告こく通りの十分ほどでできあがった料理を、久我の前に置いた。


「お待たせしました。どうぞ」


　カウンターでも食事ができるようなスペースがあったので、プレートの横にスプーンを添そえる。そこで、本来なら待ってもらっている間にお冷やかドリンクでも出すべきだった、と思い当たって反省しながら、なにか飲みますか？　と訊たずねた。


「あ、水でいいですよ。……これ、名前はないんですか？」


「名前？」


　レモンスライスを入れた水をグラスに注いで出しながら、遥は、久我の問いに、きょとん、としてから、小さく笑みを浮うかべた。名前というと、つまりメニューに載のせている料理名のことだろうか。なんだかすごく意外なことを訊かれた気がする。


　だがすぐに、確かに料理の説明をしていなかったなと、プレートに視線を落とした。


「そうですね、……ロコモコ風煮込みハンバーグプレート、温たまのせ、かな」


　ライスも既すでに炊すい飯はん器から他ほかの容器に移していたので、オーブンでの肉料理に使ったパセリバターを使ってバターライスを作った。少し深みのある大きめの器うつわにそれをよそって、レタスと煮込みハンバーグを載せ、その上に更さらに、温泉卵を載っけた、ワンプレートごはんだった。


　残った料理を密封容器に移し替かえながら、賄まかないで作ろうと考えていたものだったので、簡単ではあるが、手は抜ぬいていない。


「なんで、こう、ぐちゃってかき混ぜながら食べちゃってください。その方が、バランスよく味が混ざって、美味しいと思います」


「わかりました。……いただきます」


　遥の説明に笑みを浮かべて、きちんと手を合わせる久我に、やっぱりちゃんとしてる、と育ちのよさを再さい認にん識しきする。


　それから言われた通りごちゃ混ぜにしたハンバーグごはんを、スプーンで掬すくって口に入れた久我は、わずかに目を瞠みはってみせると、遥を見て笑みを深めた。


「……すっごい、うまい、です」


「ん、よかった、です」


　そのまっすぐな反応に、思わず嬉うれしくなって、自然と顔が綻ほころぶ。それまで丁寧だった久我の口調が、美味しい、ではなく、うまい、と若じやつ干かん砕くだけたことで、そこに噓うそがないことがわかった。


　それから、品のある食べ方ながらも青年らしくぺろりと平らげた久我が、またきちんと、ごちそうさまでした、と手を合わせる。


「お粗そ末まつさまでした」


「いや、ほんとに、すごいうまかったですよ。ハンバーグって久しぶりに食べたけど、がつがついけましたね。バターライスもいい味で、ハンバーグとすごく合ってたし」


「ほんとですか？　バターライスのバター、自家製なんですよ。俺が自分で育てたパセリを混ぜて作ったやつだから、そう言ってもらえると嬉しいです」


　久我の前から引いた器を洗いながら、遥は、自分でも気分が上じよう昇しようしているのを感じていた。やっぱり、料理を褒めてもらえることが、一番嬉しい。食べたひとが、美味しい、と言って笑ってくれると、それだけで、じんわりと心が満たされるのだ。その瞬しゆん間かんのためにこの仕事を選んだと言ってもいい。


　上じよう機き嫌げんで食器洗せん剤ざいの泡あわを洗い流し、皿を水切りかごに置いた時、ふっと近くに気配を感じた。と同時に、「遥さん」と呼ばれて、え？　と顔を上げる。


（名前）


　なんで知ってるんだ？　あ、でも電話くれたのこのひとだったから、それで？


　さっと思考を疾はしった疑問と予想は、けれど一瞬で霧む散さんした。


（……なに……？）


　視界が塞ふさがっているのがなぜなのかわからなくて、けれどすぐに、覚えのある感かん触しよくに遥は目を瞠った。遥の口唇くちびるを覆おおっていたやわらかいものが、そっと離はなれる。


「……遥さん、って呼んでもいいですか」


「……え……？」


　吐と息いきを感じるほどの至近距きよ離りでそう訊きかれるが、内容はまったく頭に入ってこず、ただ掠かすれたような声が漏もれた。それよりも頭の中は、さっき己おのれの口唇に触ふれたもののことでいっぱいになっている。


　キッチンのカウンターを挟はさんで、こちらに身体からだを伸のばした久我に、今。


（……キス、された？）


　え？　どういうことだ？　と混乱ばかりが漂ただよう頭の中では、疑問が浮かんでもその答えは出てこない。


　ただ、目の前にある、深い色をした瞳に吸いこまれそうな気持ちになった、その時だった。


「……あれ、俺戻ってくんの早かった？」


　がちゃ、というドアを開ける音と共に、紺の場ば違ちがいなほどのんびりした声がした。


「……っ！」


　途と端たんにはっと我に返った遥が、久我を押しのける前に、整った顔が離れていく。久我は体勢を元に戻すと、紺の方を振ふり返って、いえ、と笑みを浮かべた。


　まるで何もなかったようなその態度に、一瞬自分の方がおかしいのかと思う。


「名残なごり惜おしいんですけど、そろそろ俺も仕事に戻らないとなんで、失礼しますね。……遥さん」


「……え、え？」


「今度は直接、店の方に会いに行きますね。……ごちそうさまでした」


「……っ」


　そう言った久我の笑みが、どこか意味深に思えて、息を呑のむ。首筋の方から熱が集まっていて、自分がきっと真っ赤になっているだろうことはわかった。


　そうして遥が混乱の中なにも返せないでいるうちに、久我の姿はドアの向こうに消えた。











　ナナちゃん、と呼びかけられて、遥は、いつの間にかまた沈しずんでいた思考から引き上げられた。


「帰り、俺が運転するよ」


　ケータリングに使用した道具一式を車に積み込み、運転席のドアに手を掛かけたところだった。そう言った紺が、己を指さして笑みを浮かべている。


　ね、と首を傾かしげるように提案されて、遥は、え、と瞬まばたきをした。戸と惑まどっている間に、遥の手にあったキーを攫さらった紺は、さっさと運転席に収まる。エンジンがかかる音を聞いて、慌あわてて遥は助手席に回り車に乗り込んだ。


　じゃあ帰るよー、と言って車を発進させた紺をちらりと見て視線を戻した遥は、若干気まずい思いで窓の外を眺ながめる。


　どう考えても紺が運転を代わると申し出たのは、遥が動どう揺ようを抱かかえたままだと気付かれているからに違ちがいなかった。……さっきの唐とう突とつな出来事が、油断するとすぐに頭の中に思い返されて、すぐに思考を支配してしまう。あれが一体なんだったのか、まるで整理がつかないままの頭では、確かに運転は紺に任せて正解だっただろう。


　あれから紺は、いつもと同じテンションで帰る準備を遥に促うながしたが、果たして、どこから見られたのかも気になった。……キス、されたところはどうかわからないが、必要以上に距離が近かった自分と久我はばっちり見られたはずだ。


「それにしてもさあ、ナナちゃん」


「……え、あ、なに？」


　見なかったことにしてくれているのだろうか、とぐるぐる考えていると、ふいに運転席から話しかけられ、思わずそちらを見み遣やる。


「すごい人に見み初そめられちゃったねえ」


「……え？」


「なんかチョー迫せまられてたじゃん。俺びっくりしちゃった」


「っちが、あれはあっちがなんかいきなり……っ」


　どうやら見なかったことにしてくれていたわけではなさそうだ。些いささか愉たのしそうに揶や揄ゆされて、思わず反論しかけた遥は、ふと口を噤つぐんだ。浮うかんだ疑問に、つと眉まゆ根ねを寄せる。


「ていうか、すごい人、ってなに？　紺、あの人のこと知ってるの」


「えっ、ナナちゃん知らないで迫られてたの？」


「ちょ、好きで迫られたみたいな言い方しないでくれる……知らないよ、あの人が誰だれかなんて。そりゃ、ケータリングの依い頼らいしてきたのあの人だったから、名字くらいは知ってるけど、それだけだし」


　あそこの社員じゃないの、とあえて淡たん々たんとした口調で呟つぶやくと、紺は、そーなんだ、と相づちを打つ。それから、えーとね、となにかを思い出すように一瞬視線を上に向けた。


「俺もあの人の顔見て思い出したんだけど。友達ん家ちに置いてあった雑誌で、前見たことあんだよね俺。確かねー、大学在学中に起たち上げてからずっと黒字経営とかで、その手しゆ腕わん？が業界でも注目されてるとかなんとか」


「え、ってちょっと、待って紺。それなんの話？……起ち上げたって、まさか会社？」


「うん、そう」


　目的語のない紺の説明を理解しようと、遥が向けた問いに、紺はあっさりと頷うなずく。


「……さっきの、久我さんが？」


「そうそう！　久我さん、えーっと、久我……ソウスケ、とかじゃなかったっけ。漢字はねえ、確か、あのー、……壮そう行こう会かいの壮そう？　に介かい助じよの介かい、だったと思う」


「久我、壮そう介すけ……」


　今いま更さら知ったフルネームを呟いていると、紺は「すごいよねー」と続ける。


「歳も若くてさあ、俺の一個上とかでびっくりしたのと、すげーイケメンだったから、なんか覚えてた」


　ということは二十七歳か。同年代だろうとはわかったが、年下だったのかと思うと余計に衝しよう撃げきを受けた。


「だからさあ、あんなイケメン社長に迫られるなんて、ナナちゃん相変わらずモテんなあって思って」


「別にモテないよ……」


　単なる揶揄だとわかっているのに、なんとなく本音の滲にじむような声が出てしまった。


「あれ、好みじゃなかった？」


「紺」


　だが更さらに突つっ込んで訊いてくる紺を、思わず咎とがめるように呼ぶと、「……ごめん」と少ししゅんとした声が返ってくる。


「だってさー……ナナちゃんもうだいぶそういうのないじゃんか。俺的にはさ、ナナちゃんせっかく綺き麗れいで魅み力りよく的で、自じ慢まんの先せん輩ぱいだから、もったいないと思うんだよね、やっぱ……」


「……めんどくさいの、もう。そういうの」


　小さく息を吐はいてそう呟く。


　久我に迫られていたことに対して、偏へん見けんじみた驚おどろきもなく話をする紺は、遥の性せい癖へきを知る数少ない人間のひとりだった。───遥はそもそも、女性に対して興味を持ったことがない。恋れん愛あい対象は、いつでも、同性ばかりだった。


　自覚した頃ころには相当な葛かつ藤とうもあったが、どうあがいても否定しようのない自分の心に気付いて、受け入れようと決めたのは、高校三年生、十八歳の時だった。それが同じような性癖を持つ人間の中で、遅おそいのか早いのかはわからなかったけれど、自覚から時間がかかったことは確かだ。


　それまでなんとなく抱いだいたことのある淡あわい憧あこがれでなく、恋こいとして、人を好きになった。それが、性癖を認めることになったきっかけだった。


　相手は、高二、高三と同じクラスになり、なんとなく話すだけの、同級生だ。


　その彼は、容姿がずば抜ぬけていいわけではなかったけれど、雰ふん囲い気きが明るくて友達が多い、華はなやかなタイプの人間だった。騒さわがしい場所があまり得意でない遥は、そのグループと行動を共にすることはあまりなかったから、彼にとっては、単なるクラスメイトのひとりという認にん識しきだっただろう。


　だから、自分の気持ちなんか言うつもりもなかったのに、ぽろりと零こぼしてしまった。けれどすぐさまその想おもいは否定された。気持ち悪がられて、それまでの交流などなかったかのように、距きよ離りを置かれたのだ。


　しかもその後少しだけ、遥の性癖の噂うわさも流れた。それがどういうことかもすぐにわかった。


　答えを求めて言ったわけではなかったし、報むくわれたいと思ったわけでもなかったけれど、現実に偏見の目を向けられるのはこういうことか、と実感したのはその時が初めてだった。


　ショックは大きかったが、怖こわい、というよりは、悲しく寂さびしい気持ちが募つのるばかりで、どうしようもなかった。


　噂はそれほど広まったわけでもなかったし、とりたてて酷ひどいいじめに遭あうとか、そういうことはなかった。けれどやはり、時折すれ違う男子学生に、あからさまに嫌いやそうな顔をされたりすることや、揶揄されるようなこともあった。


　遥の容姿が、どちらかというと線の細いものだったこともあったのかもしれない。冗じよう談だんでおもしろがりながら、遥ちゃん今度俺とやってみる～？　などと言われ、ぎゃはぎゃは笑われた時には、無視しながらもひどく傷付いた。


　揶揄からかいだけならまだしも、半ば本気でなにか色めいたものを含ふくんだ目を向ける人間もいたし、まだ自分の性癖をやっと認めたばかりで、しかも失しつ恋れんしたばかりの遥には、少しだけ疲つかれた時期だった。


　ただ、他ほかのもう少し深く親しかった友人たちは、変わらずに遥に接してくれていて、予想したほど酷い環かん境きようになることはなかった。


　紺はその中にいた後こう輩はいのひとりだった。彼も噂のことを知っていたらしいが、ふとある時、ずっと片想いをしている幼なじみがいるという突とつ拍ぴよう子しもない話を始めた。しかも切なそうに笑った紺は、「幼なじみ、男なんだー」と遥に打ち明けたのだ。


　そこから紺との付き合いはずっと続いていて、お互たがいよき相談相手であり友人でありながら、今では雇やとい主と従業員だ。


　それから遥自身は自分から誰かを好きになることはなかったが、同じ性癖を持つ人間にはそれがわかるらしく、声を掛かけられることが多くなった。おっとりとして見える華奢きやしやな外見から、ということもあるだろうが、その後今まで、何人か付き合った人間とは、相手から迫られてそうなったパターンばかりだったと言ってもいい。


　けれど結局、遥の気持ちがついていかずすぐに別れたり、向こうから告白してきたにも拘かかわらず浮うわ気きされたりと、長く続いた例ためしがなかった。それでもひっきりなしにかけられる誘さそいに、経験だけが増えていったが、気持ちのほうは反比例するようにどんどん冷めていった。


　初めて人を好きになった気持ちと、それを否定された痛み。あの時の切なさは、誰と付き合っても、セックスをしても、遥の中には二度と生まれてこなかった。


　好きだよと囁ささやかれても、俺もと返したことはきっと一度もない。好きだから付き合っているはずなのに、より虚むなしさが増していくばかりだった。


　いつの間にか遥の中では、恋愛は、面めん倒どうで疲れるもの、という認識になっていったのだ。


　折しも貯金が貯たまってきて、少しずつ、自分の店を持つという夢に手が届きそうになると、更に恋愛の優先順位は下がる一方だった。そうしてもう、三年くらいは、誰とも付き合っていない。その気がないから、そういう誰かを惹ひき付けるような魅力も少なくなっていて当然だろうと思っていた。


　なのに今更あんな風に誰かに迫せまられることがあるなんて、予想もしていなかった。……紺は、そんな遥を見てきて逆に、恋愛を推すい奨しようしたいらしい。


　心配してくれてるのはわかるんだけどね、と紺の横顔を見て、遥は小さく苦く笑しようを浮かべた。


「紺がそうやって気に掛けてくれるのは嬉うれしいよ。でも俺、別にもう、生活の中に恋愛がなくてもいいやって、思っちゃってるから」


「……まあ、好きになろうって思って好きになるわけじゃないから、ナナちゃんがあの社長さんにピンと来なかったなら仕方ないけどさあ」


「来るわけないでしょ。初対面だよ？」


「初対面でもさー、ほら、どきっとしたり、なんかこう気になったりってあるんじゃないの？」


　流れでだろうが、そのまま続けられる会話で紺から出た問いに、思わずどきりとする。


　ふいに近付いた体温や、間近で見つめてきた深い瞳ひとみ、微かすかに感じた香こう水すいと煙草たばこの匂におい、それから、奪うばわれたキスを、思い出した。唐とう突とつすぎたその衝撃だけで、キスされた実感は正直あまりない。なのに、合わさった久我の口唇くちびるから感じたものが甦よみがえってしまう。


　食事を終えたばかりだった久我のキスは、微かに遥自身が作ったハンバーグとバターライスの味がした気がして、それだけが、妙みようにリアルに、遥の中に残っている。


　まったくロマンチックでもないその印象が、久我の持つノーブルな雰囲気からかけ離はなれているだけに、忘れられなくさせているような気がした。


（けど、……いきなりキス、なんて、どう考えたって、本気なわけない）


　紺が言うには、大学時代に自分で会社を起たち上げた、注目の若手社長で、あんな男前で、……そんな人間が、遥に惚ほれる理由がない。


　揶揄われたという方がよっぽどしっくりくるくらいのことなのに、思い返して鼓こ動どうを跳はねさせてしまった自分が嫌で、遥は首を振ふった。


「……ないよ。俺、一ひと目め惚ぼれとかするタイプじゃないの、知ってるでしょ、紺」


「知ってるけどさあ」


「紺だって、一いち途ずにずっとひとりを好きなんだから、そういうのあり得ないってわかってるんじゃないの？」


　恋はするものじゃなく落ちるものだ、とはよく言うけれどそれだって、出会ってすぐさま落ちるわけではないだろう。ちゃんと過程があって、いつの間にか想いが募って、そしてある日、自分の気持ちがどこに向かっているのかを、すとん、と納なつ得とくするのだ。少なくとも、十八歳のあの時遥が自分からした恋は、そうだった。


　遥の言葉に、未いまだに幼なじみが好きな紺は、「そうだけどお……」と呟つぶやく。それに、この話はもうお終しまいとばかりに、ＦＭラジオをオンにした。車内に流れ出す洋楽に耳を傾かたむけながら、再度窓の外の景色へと目を遣やる。もうそろそろ、店に着きそうだ。


「でもさあ、ナナちゃん、社長さん、今度店の方に会いに来ますって言ってなかった？」


「……言ってた、けど」


「しかもあと三回、あるじゃん、ケータリング」


　そういえばそうだった、と思い出した遥に、紺は見えてきた店の敷しき地ち内へハンドルを切りながら「ってことはー」と続ける。


「一目惚れじゃない恋に落ちるかも、だね」


　なにかいいことでも見つけたように笑う紺に、遥は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまって、けれどすぐに笑えみを浮うかべた。


「紺、今日賄まかない抜き」


　言って停車した車のドアを開けて降りる遥に、「ええっ」と紺の驚いた声がする。酷いよナナちゃん、と騒さわぐ紺に、ひとのこと揶揄うからでしょ、と返してから「冗談だよ」と撤てつ回かいしてやった。揶揄ってないもん、と言いながらも紺は胸を撫なで下ろしている。


　車から降ろした荷物を店へ運び入れながら、紺に言われたことがふと頭を過よぎった。


（……今いま更さら、恋こいになんて、落ちるわけない）


　けれど妙なふうに胸が騒ぐ感じが、何かを予感しているようで、それを振り払はらうように遥は片付けに取りかかった。
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　遥のカフェは、至ってこぢんまりとしたもので、店自体も、少し路地を入ったあまり目立たない所にある。だが、それもそもそも遥が物件を探す際に、条件のひとつに入れていたものだった。散歩途と中ちゆうの人がふと見つけて入ってきてくれたり、たまたま通りかかった人が気に入ってくれたりして、そこから口コミで広がるような店にしたかった。


　店の名前は、温かくて、ゆっくり、ほっとできる場所になればいいなと、そういう想いとイメージから、【cafeカフエ　lampランプ】にした。内装はその雰ふん囲い気きを出したくて、白しら壁かべに、古木のフローリング、ほわんと暖かみのある橙だいだい色いろの照明にしている。椅い子すやテーブルも抑おさえた色合いの木を使ったものでまとめて、食器類はそれに映はえるようにシンプルな白が多かった。


　普ふ段だんの営業時間は、日曜から木曜の間が十一時から二十二時まで、金、土が一時間延びて二十三時までだ。水曜が定休で、それ以外は毎日ランチもやっているが、ケータリングを受けた木曜日だけ、このひと月、夕方、十七時からの営業に変へん更こうしている。


　最後に残っていたカップルが、ごちそうさまでしたと笑みを見せて去っていくのを見送って壁の時計に目を遣やると、あと十五分ほどで二十二時という所だった。閉店間ま際ぎわのこの時間になれば、もう客は来ないだろう。


「ねえナナちゃん、これ見てこれっ」


　食器を引いてきたと思ったら、紺がカウンターの下からなにやら取り出して遥の前に広げる。どうやら雑誌のようだ。なんでこんな所にそんなもの隠かくしてんのと言おうとした遥は、広げられたページを見て、「これ……」と、つと眉まゆ根ねを寄せた。


「ほら、この前言ってた雑誌。まだあるっていうから借りてきてみた」


　そう言って紺が指す先には、五センチ四方くらいに小さくなった久我の姿があった。久我の名前とプロフィール、会社の概がい要よう、それからちょっとしたインタビューが載のっている。たった一ページだけのものだったが、それだけでも充じゆう分ぶん、すごいのだろう。


「つうか、社長さんほんとにイケメンだよねえ。俳優さんみたい。こんな顔いいのに会社まで作っちゃうなんてすごいね」


「……会社やるのに顔は関係ないでしょ」


　先日間近で見た整った顔を、目の前の写真でまた思い出してしまい、遥はばさっと雑誌を閉じた。あっ、と紺が小さく声を上げるが取り合わずシンクを指差す。


「そんなことより紺、食器洗ってて。俺、下降りて看板下げてくるから」


　わかった？　と問うと、はーい、と少しだけ不服そうな返事が返ってきたが、素す直なおに紺は洗い物にかかる。それに密ひそかに息を吐はいた遥は、店の入り口から外へ出るとそこから続く階段を降りていった。


　カフェがあるのは三階建ての小さな建物だった。とは言ってもそのうち一階は、遥の車を置いておく駐ちゆう車しや場になっていて、二階が店てん舗ぽ、そしてカフェの上の三階は、遥の居住スペースという造りになっている。


　自分の店を持つ前にカフェで働いていた当時、そこの常連客として知り合った人物が不動産業をやっていて、仲よくなったその人から紹しよう介かいしてもらった物件だった。建物自体はそう新しいものではなかったが、二階は多少のリフォームで大だい丈じよう夫ぶそうだったし、三階はそのまま住居として使えそう、おまけに立地も遥の希望に近いということで、賃ちん貸たいよりも、と購こう入にゆうすることに決めたのだ。


　その二階の店舗入り口へ続く、一階の階段の上がり口には、黒板式の看板を置いている。片面にランチのメニュー、もう片面に夜のお勧すすめメニューを書いたもので、遥が降りてきたのはこれを片付けるためだった。


（……ったく、なんでわざわざあんなもの持ってくるかな、紺は……）


　紺の行動に心の中でまたひとつため息をついた。


　あのケータリングの日から三日経たっている今日は日曜日で、それもあと二時間ほどで終わる。あの日、今度は店に、などと言っていた久我はまだ遥の前には現れない。どのみち、また木曜になれば顔を合わせることになる確率が高いのだけれど。


　なぜだかすぐにでも訪ねてくるんじゃないかと、少し警けい戒かいしていた自分に気が付いて、自己嫌けん悪おに陥おちいった。どれだけ自意識過か剰じようなのだと自分が嫌いやになる。


　普ふ段だん滅めつ多たなことでは苛いら々いらしたりしないし、人のせいにすることもないというのに、なんだか妙に久我に対して腹が立った。


（……やめやめ。考えるだけ損）


　思考を振り切るように、階段の手すりに設置した看板を照らすランプのスイッチをかちり、と消す。今度のケータリングの時に会ったとしても、完全に何事もなかったかのように接しようと決めて顔を上げた遥は、ぎくんっと動きを止めた。


「……ああ、やっぱりまた一歩、遅おそかったみたいですね、俺」


「……久我、さん」


　直前まで思考を支配していた人物が、遥の前に立っていた。


　シャツにツイードのジャケット、ジーンズと、カジュアルさとシックさをうまく取り入れたセンスのいい出いで立ちは、うっすら二階の窓から降ってくる心こころ許もとない光と外灯の中でも、彼のスタイルのよさを引き立たせていた。やはり、思わず視線を奪うばわれてしまうような雰囲気が、久我にはある。


（……って、なにまた見み惚とれそうになってんの）


　慌あわててふるふると心の中で首を振ふった遥が、視線を逸そらすと、久我が小さく息を吐くのが聞こえた。


「店の閉店時間には間に合うようにと思って、急いで来たんですけど、よく考えれば、ラストオーダーはもっと前ですよね」


「……一応、三十分前までには、お願いしてますけど」


　そっか、そうですよね、と笑った久我は、遥をじっと見る。


「遥さんに会いたい一心で、そこまで頭が回ってなかった」


　その相変わらずまっすぐな視線にどきりとした自分に戸と惑まどった瞬しゆん間かんに、そんなことを言われ、遥は固まってしまった。どこからそんなセリフが出てくるのだろうか。


「今度はもう少し早く来ます。片付け、邪じや魔ましてすみませんでした」


　だがそれ以上は踏ふみ込んでこずにあっさりと引き下がり、踵きびすを返そうとする久我の持つかばんに、ふと気が付いた。大きめのスタイリッシュなそれは、きっと仕事用だろう。


「……もしかして、お仕事の帰り、なんですか」


　思わずそう訊たずねた遥に、久我は一瞬わずかに驚おどろいたような顔をしたが、ゆったりと瞬まばたきをしてから、はい、と頷うなずいた。


「じゃあ、夕飯は……」


「今日はまだ、ですね」


「……久我さん、自じ炊すいは？」


「ああ、俺は料理がてんで駄だ目めなんで」


　しません、と言う久我に、じゃあ今日はどうするのだという目を向ける。どうして自分はこんな質問をしているのだろうという思いが思考の端はしを過ぎるが、職しよく業ぎよう柄がらとでもいうのか、他人の食生活が気になってしまう癖くせが遥にはあった。


　すると久我は、遥の言いたいことがわかったのか、ああ、と若じやつ干かん気まずそうな表情を見せた。遥の生業なりわいを思い出して、失礼だと思ったのかもしれない。


「その辺のコンビニででも、適当に買って帰ろうかなと」


「……もしかして、お昼も、普段はそんな感じなんですか」


「そう、ですね。昼は片手間に摂とれる感じの、パンとか、おにぎりとか」


　半分予想通りの回答に、遥は、心の中にあるむずむずするような葛かつ藤とうと一瞬だけ向き合ってから、小さく息を吐いた。


「……上がってください」


「え？」


「俺の晩ごはんもこれからだから、久我さんの分も一いつ緒しよに作ります」


　この前のランチに、ひとり遅おくれてやってきた時もきっと、ぎりぎりまで仕事をしていたのだろう、という予想はたぶん、間ま違ちがっていない気がした。


　朝から晩までハードなスケジュールで働いている人間なんてゴマンといるだろうし、自分だって、店の営業は十一時からとはいえ、その何時間か前から仕入れや準備にと活動している。久我だけが休日出勤なわけでも、忙いそがしいわけでもないとわかっているのに、なぜか放ほうっておけない気になってしまった。


　その自分の気持ちが自分でもわからなくて、混乱もしているのに、なぜだろう。


　言われるこっちが恥はずかしいような言葉を臆おく面めんもなく言い、初対面でキスするような強ごう引いんさがあるくせに、妙みようなところで遠えん慮りよするからだろうか。


　だがそんな所が気になるなんて、まるで、久我を引き留めたいみたいだと思って、遥は、慌てて心の中で否定した。


（……だから、単に、ひどそうな食生活が気になるだけだってば）


　自分に言い訳をするようだと思いながらも、そう結論づける。そうして、どうぞ、と久我を店へ促うながし背を向けた。


　久我がこの前、なぜあんなことをしたのか、どんなつもりなのか、まだわからないことばかりなのが気がかりではある。けれど店にはまだ紺もいるし、二人きりになるわけでもないから、大丈夫だろう。


　後ろからついてくる、久我が階段を上る足音を聞きながらそんなことを思いつつ、店のドアを開け中に入った。するとそこにいた紺の格好に、遥は小さく目を瞠みはる。


「紺。もう帰るの？」


　紺は既すでに帰る準備万ばん端たんの出で立ちだった。遥の問いに、ん？　と首を傾かしげた紺は、被かぶったニット帽ぼうの下から覗のぞく黒目がちな瞳ひとみを瞬またたかせる。


「あれ？　俺言ってなかったっけ？　今日、夜の賄まかないはいらないよーって。友達ん家ち行く用事あるから」


「え、あ、そうだっけ……？」


　そういえば、そんなことを聞いた気もする。すっかり忘れていた自分にため息をつきたくなっていると、紺は、ひょこっと首を伸のばして遥の背後を覗き込むようにした。


「あ、社長さん」


「先日はお世話になりました」


　紺の妙な呼び方にも動じず、笑えみを浮うかべた久我は会え釈しやくを返す。どしたの？　と視線を向けてくる紺に、遥は、えーと、と口を開いた。


「看板下げに行ったら、ちょうど会ったの。で、ごはんまだだって言うから……」


「そうなんだ。あ、どぞどぞ～、カウンターでいいですか？」


　斜ななめがけのかばんまで提さげた完全なオフモードの格好で、普ふ段だんと変わらないテンションの接客をする紺に、ありがとうございます、と久我は礼を言ってカウンター席についた。背の高い椅い子すに腰こし掛かけても、充じゆう分ぶんに長い脚あしのせいでひどく様になっている。


「ナナちゃんナナちゃん」


　わずかにひそめたような紺の声に呼ばれて、遥は思わずまた久我を見ていた自分に我に返った。慌てて紺の方を振り返り、なに？　と相づちを打つと、ちょいちょい、と入り口付近に招かれる。すると顔を寄せてきた紺が、あのさ、と小声のまま遥を見た。


「やな時はちゃんと抵てい抗こうすべきだと思うんだけどさ」


「は？」


「たまには流れに身を任せてみるのもいいかもしんないよ」


　ねっ、と笑う紺に、遥はなんのことだと問いそうになってから、はたと思いついて、深い息を吐はいた。


「なに馬ば鹿かなこと言ってんの……」


「えー、そろそろ心の鍵かぎ、オープンにしてもいいんじゃないかと思うんだけどなあ」


「……こーんー」


「はーい、さっさと帰りまーす。社長さーん、ごゆっくりどうぞ～。お先失礼しますね～」


　遥の視線ににへらっと笑ってドアに向かいかけた紺は、声のトーンを元に戻もどすと、久我に向かって間延びした挨あい拶さつを投げた。それに久我がまたちらりと頭を下げて挨拶を返すと、紺は「じゃまた明日ねナナちゃん」と言って出て行った。


　閉まったドアから視線を外し振り返った遥は、こちらを見ていた久我と目が合い、思わずどきりとする。意図せずまた二人きりになってしまった。けれどあまり警けい戒かい心を覗かせるのも、意識しているようで嫌いやだと、ポーカーフェイスを装う。


　久我は遥を見つめたまま小さく笑った。


「元気な人ですね」


「……すみません、失礼な呼び方しちゃって」


「いえ、気にしませんから。それに仲もいいみたいで」


「高校の後こう輩はいだから、付き合いが長くて。……あ、上着」


　椅子の背にある久我のジャケットに気付いて、遥は壁かべ際ぎわに設置しているコート掛かけからハンガーを取った。


「あ、わざわざすみません」


　礼を述べる久我に、いえ、と返してジャケットを受け取るとハンガーに掛かける。形的にはあまりかっちりしていないラフなデザインだが、質のよさそうなしっかりした生き地じだった。


「無造作に椅子の背に掛けたりしないで、ちゃんと扱あつかった方がいいですよ」


　そう言ってまた壁のコート掛けの方へ戻ろうとした遥は、ふいにびくっと肩かたを揺ゆらした。


「……遥さん」


「っ、ちょ、なに……っ」


　ふいに背後から伸びてきた手が、遥の腕うでを摑つかんでいた。それだけでなく、背中と耳元に感じる温ぬくもりに、心臓が鼓こ動どうを速める。


「……俺がこの前したこと、覚えてます？」


　さっきまでよりも少し低くなった声が、背後からそう遥に囁ささやいた。息を呑のんだ遥は、なにも答えられない。だがそれは、肯こう定ていしているも同然だと、久我もわかっているだろう。


　ふっと息を吐いた久我の、よかった、と小さく笑みを含ふくんだ声が聞こえる。それに遥は、なにがよかったなのかと、訝いぶかしげに首を捻ひねって久我を振ふり返った。


「……キスしたの、なかったことにされてるのかと思った」


　間近で合った視線に鼓動が跳はねる。それから言われたことの意味を理解したが、またどう答えていいのかわからずになにも返せなかった。すると久我は、小さく笑みを浮かべる。


「だって遥さん、警戒心の欠片かけらも見せないで、俺のこと招き入れるから」


「……っ警戒もなにも、久我さんが一体俺になにをしたいのか、わかりません」


　いきなりキスなんかして、何事もなかったように去っていったのは久我の方だ。どこか揶や揄ゆするような色も含んだ眼まな差ざしに、引き留めたことを今いま更さら後こう悔かいしながら、思わずそんなふうに返す。


　久我は遥の言葉に、わずかに目を瞠ってから、その綺き麗れいな形の目を細めた。


「そうか、俺、ちゃんと言ってませんでしたね。……遥さん」


「……なん、ですか」


　じっと見つめてくる瞳から、視線を逸そらすことができない。じわじわと這はい上がってくる予感に、余計なことを言わなきゃよかったとまたひとつ後悔するが、遅おそかった。


「───俺、遥さんが好きです。一ひと目め惚ぼれしました。付き合ってください」


「……っ」


　なにを告げられるのか、半ば予想していたにも拘かかわらず、あり得ないくらいに心臓が跳ねる。そのままの勢いで鳴りやまない鼓動に動どう揺ようしながら、遥は、なんとか口を開いた。


「……すみませんけど、俺、一目惚れなんてあり得ないと思ってますから」


「信じてもらえないってことですか……？　俺の気持ち」


「ちょ……っ」


　きゅ、と腕を摑む久我の手の力が強くなって、引き寄せられる。より近くなる距きよ離りに、慌あわてて遥は身体からだを捩よじった。


「久我さん……っ」


　だが、カウンター横の保冷棚だなに、遥の身体を挟はさんで両りよう腕うでをついた久我に囲われてしまい、焦あせった声しか出ない。ばさっとハンガーごと久我の上着が手から落ちてしまったが、もちろん拾う余よ裕ゆうなどなかった。


　そういえば今まで、自分を口説いてきたのは年上が多かったから、こんなふうに強ごう引いんに迫せまられるのは初めてかもしれない。こういう状じよう況きようにブランクがあることに加え、余計にどう対処していいのかわからなかった。


「……名前」


「え……？」


　すると、ふと呟つぶやいた久我が、遥を見つめて続ける。


「久我さん、じゃなくて、名前で呼んでください」


「は……？」


「それと、俺の方が年下なんだから、敬語もやめてくれませんか？　俺もやめますから」


　一体いきなりなんの話だと混乱が深まるが、なんとかこの状況を抜ぬけ出さなければと久我を見返す。


「……なんでそんな話になるんですか。無理です。第一、俺、あなたの名前、聞いてませんから」


　厳密には紺からは聞いているが、今遥に思いついた反論材料はこれくらいしかなかった。だが、ひょいと眉まゆを上げた久我は、小さく笑えみを浮かべる。その意味深な笑みにどきりとすると、「でも」と久我の視線が、ちらりとカウンターに向けられた。


「……そこにある雑誌、俺が載のってるやつですよね」


「っ」


　その言葉に、思わず、あっ、と目を瞠みはってしまう。ちゃんと持って帰ってよ、と紺を恨うらむが、おかしそうに笑った久我に、馬鹿正直に雑誌を見たことをばらしてしまったと気が付いた。


　しらを切ればよかった、と今更後悔するが、久我は遥を囲ったまま更に顔を近づけてくる。


「……遥さん、呼んで？　俺の名前」


「……っ」


「じゃないとこのまま、キス、するよ」


　つ、と顔を傾かたむけた久我の整った貌かおの焦しよう点てんが、もう少しで合わなくなりそうな位置でそんな囁きを落とされ、思わず口を開いた。


「……っ、壮介……っ」


　混乱する思考の中から記き憶おくを掘ほり返して久我の名前を思い出し、口にする。


「……くん」


　だが呼び慣れずそんな敬けい称しようを続けると、久我は瞬まばたきをひとつして、目を細めた。


「……かわいい、遥さん」


「え？……っ、ん……っ！」


　呟きとほぼ同時に、久我との距離がゼロになった。厚めの久我の口唇くちびるが、遥のそれを覆おおって、やわく吸う。ちゅ、と濡ぬれた音がして、口唇に痺しびれが疾はしった。


「……っん、ぅ……っ」


　この前の触ふれるだけのキスではなく、しっかりと感かん触しよくと温度が、伝わる。だが、一いつ瞬しゆん混乱に陥おちいった思考は、すぐにぱっと我に返って、遥はぐいっと久我の身体を押しのけるように腕を突つっ張った。


「っ……はぁ、……呼んだらしないって、言ったくせに……っ」


「……呼ばないとするとは言ったけど、呼んだらしないとは言ってないよ」


　離はなれた口唇に手の甲こうをあて、久我を睨ねめ付けると、そんな言葉が返ってきた。


「……っへりくつ……」


「遥さんがあんまりかわいいから、つい」


　なにそれ、と文句を言う遥に、久我は小さく笑って続けた。


「それくらい遥さんに惚ほれてるってことなんだけど、やっぱり信じられない？」


　いつの間にか敬語が抜けている久我の言葉に、どきりと鼓動が音を立てる。少し濡れたように見える久我の口唇が、さっきの行こう為いを思い出させるようで、遥は視線を逸らした。


「……二回しか会ってないのに、こんなことする方が、信じられない」


　そんなふうに返すと、少しの間があってから、ふっと視界が遮さえぎられ遥は目を瞠った。抱だきしめられたのだとわかって、慌てて抵てい抗こうすると、すぐにあっさりと腕は解ほどける。


「じゃあ、遥さんが信じてくれるまで、こういうことしない」


「え？」


「だから、会いに来てもいい？」


　遥から一歩下がり、触れないということを証明するように手を広げてみせた久我は、まっすぐにこちらを見つめて、そんなふうに伺うかがいを向けてきた。


「ちょっとぎりぎりになるかもしれないけど、今日よりは早めに店に来るから、遥さんのごはん、食べさせて」


　綺麗な目で捉とらえられ、そう乞こわれると、じく、とどこか胸の奥の方が疼うずいた気がした。


　さっきまで隙すきさえあれば距離を縮めようとしていたというのに、急にシフトチェンジするなんて、わけがわからない。そのあっさりと引いてしまえる行為は、やはり揶揄からかっているからじゃないのか。


「駄だ目めかな……？」


　そう思うのに、そうして若じやつ干かん揺らぐ目を見てしまうと、更に胸の痛みが増した気すらする。遥はぐっと一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せてから、小さく息を吐はいた。


「……いいよ」


「え？」


「ウチはカフェなの。ごはん食べたいって人に、来るななんて言えるわけないでしょ」


　あくまで許可したのは食事という点においてだと強調するように、そう言うと、久我はゆったりと笑みを浮うかべた。その滲にじむような笑みに、なぜかまた鼓こ動どうが跳はねる。


「ありがとう、遥さん」


　お礼を言われるようなことなんかしてない、とそう思うのに、言葉にして返すには躊躇ためらいが勝ってしまう。


　なぜ頷うなずいてしまったのだろう。久我の言った言葉が本気なのかどうかもわからないし、二回もキスされているというのに。


　そうして自分に疑問を向けてみても、やっぱりわからないまま、ただ胸の中のもやもやが増えるだけだった。
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　それから、久我はほとんど毎日カフェの方に現れるようになった。申しん告こく通りオーダーストップぎりぎりくらいか、少し過ぎるくらいが多く、仕事帰りに寄っていることがほとんどのようだった。


　夜ランチと称しようして提示しているお勧すすめのセットがあり、大たい概がいはそれと単品、アルコールを注文して閉店までいる。


　そして二回目に会ったあの日以来、久我は本当に、遥には触れてこない。そもそも二人きりになる状況というのが、あれ以降そうそうないのもあるが、それでも意図的な接せつ触しよくはやはりなかった。


　だが、ふっとなにかを感じて視線を上げると、久我の綺き麗れいな目に捕とらわれていることがひどく多い。それは気のせいではない、だろうと思う。証しよう拠こに久我は、遥と目が合うとその目を細めて蕩とろけるような色を浮かべ、笑みを刻むのだ。


　そのたびに不覚にも鼓動が跳ねる自分に、戸と惑まどいを覚えながらもどうしていいのかわからずにいた。


　それに、行動に移さない分、最初からなかった臆おく面めんが、さらになくなった。紺がいたとしても、恥はずかし気もなく、遥を口説いてくる。最初はまだ少し躊躇いも含ふくみながらあしらっていたが、そのうちに段々と遥の返事にも遠えん慮りよがなくなってきた。


　久我の視線が、まっすぐに見つめ返すには少し勇気がいるほど、熱のこもったものに思えて、つい逸そらしてしまう。だから、それを誤ご魔ま化かすように余計に口調も素っ気なくなるのも一因かもしれない。


（……って、なんでまた思い出してるの、俺は）


　ここの所、ふっと久我のことを考えてしまう自分に気付いて、遥は慌あわててひとり首を振ふった。


　きっと、今まであれほど強ごう引いんに迫せまったうえ、拒きよ否ひされてもあきらめずに近付いてくる人間がいなかったからだ。これまでどちらかというと年上の人間から迫られることが多かったし、その誰だれもがスマートな態度で、引き際ぎわもよかった。


　だからこんなふうに、好きです好きですと直球でぶつかってくる相手に、免めん疫えきがない。


（……なびかない人間を攻こう略りやくするのが、好き、とか……？）


　なぜ好き好んで男の自分なんかを口説くのだろうと思うのだが、そう考えればまだ少しは納なつ得とくできる気がした。ただ、だとしたら、余計に頷いたりはしないだろうけれど。


　数日前に二回目のケータリングを終え、週が明けて今日は月曜日だ。なんだか、久我と出会って、まだ十日ほどしか経たっていないなんて思えない。


　あれほどの勢いでこちらに入りこんでくる人間は、初めてだった。


『社長さんてさー、今までにないタイプだよね』


　ふと、紺が言っていたことを思い出した。遥が今までどんな相手と付き合ってきたのかを知っている紺から見ても、久我はやはり違ちがうらしい。


　穏おだやかで紳しん士しなのかと思えば、初対面で合意も得ずにキスしたり、あっさりしていそうなのに、あきらめるなんてことは考えない、よく言えばねばり強さがあるというか……。


（あの歳としで会社の代表だし、自信家……？　お金もあるだろうし、たぶんモテるだろうし、今まで、欲しいと思って手に入らなかったものなんか、なかった、とか）


　開店の準備を進めながら、再度思考が久我のことばかりになるのに、遥は気付いていなかった。心の中で、まだよくわからない部分も多い久我のことを、分ぶん析せきでもするように思いつくまま呟つぶやいていく。


（……でも、なら、そういう人は、すぐに飽あきる、ような気もするし）


　しばらくすれば、ふいっと他ほかに興味を移して、いなくなるかもしれない。それを、おとなしく待つのが、一番の得策なのだろうか。


（……それに、あの呼び方……）


　今まで、遥さん、なんて呼ばれたこと、ほとんどなかった。その耳慣れない音が、遥にどこかくすぐったいような、もやもやした感覚をもたらして、困る。羞しゆう恥ちのようなそれを気付かれたくなくて、なにも感じていないように振る舞まってはいるけれど……。


　その甘い声を思い出して、やっぱり相当遊んでる人間に違ちがいない、と妙みような確信を抱いていると、ピーッピーッ、と電子音が店内に響ひびいた。あ、と顔を上げる。オーブンのチーズケーキが焼き上がった音だ。


「……ん、いい色」


　こんがりと表面が淡あわいきつね色に焼けたベイクドチーズケーキに、ひとり笑えみが零こぼれる。いつもならここで紺が、俺のおやついっこキープしといてね！　と横から声を掛かけてくるのだが、今日は店の中はいたって静かだ。


　というのも、紺は今日夕方からの勤務で、開店前の今店には遥ひとりしかいないからだった。


　月曜日は休み明けということもあって、他の日に比べると、いつも比ひ較かく的お客さんの数が少ない。夜はそれなりに客足も増えるが、昼間は特にその傾けい向こうが強かった。そんな理由もあり、紺が水曜以外で休みを取るのは、月曜の昼間が多い。


　なので、普ふ段だんより少しゆったりとした空気の中で、他の料理の準備も進めていると、開店時間の十一時になった。


　いつものように、本日のランチを書き込んだ黒板式の看板を、一階の階段脇わきに置いて戻もどってくる。するとあまり間を置かず、店のドアが開いた。


「いらっしゃいませ……」


　顔を上げて声をかけた遥は、小さく目を瞠みはる。


「おはよ、遥さん。もう開いてるんだよね？」


「壮介くん？」


　今日一番目の客は、にっこりとさわやかな笑みを浮かべて、店内に入ってきた。驚おどろきできょとんとしながら、その名前を呼ぶと、久我はカウンターに近付く。


「どうしたの？　今日仕事は？」


「今日は休み」


　遥の疑問にそう答えた久我は、店内を見回して続けた。


「一日休みなのって久しぶりで、せっかくだから遥さんとこに行こうと思って。仕事の邪じや魔まはしないでおとなしくしてるから、いてもいい？」


　そうわざわざ訊きくからには、ランチを食べてすぐ帰るというつもりではないのだろう。だが、強引に居座るのではなく、そんなふうに窺うかがわれてしまうと、無下に駄だ目めだとも言えなかった。


「……いいけど」


「ほんと？　よかった。ありがとう、遥さん」


　嬉しそうに笑う久我に、きゅっとどこか胸の奥の方が縮んだような感覚がして、思わず視線を逸らす。こんなことを了りよう承しようしたくらいで、そんなにいちいちお礼を言うほど自分は久我をぞんざいに扱あつかっているだろうか。


（……そりゃ、表だって歓かん迎げいは、してないけど）


　なんだかこちらが悪いことをしたような気になり、久我のペースにはまってしまったようで少し悔くやしい。だが、実際こうして久我と接するようになってわかったことがあった。


　自分は、強引な押しには徹てつ底ていして否いなを突つき返すことはできても、ねだるように答えを待つ姿勢を低くされてしまうと、断ることができないらしい。


　こう見えて久我は遥よりも年下だから、そういう意味でも、甘えのようなものを見せられてしまうと、きっぱりと首を振ることができなくなってしまうのかもしれなかった。


　久我の気持ちを受け入れる気もないのに、それでは駄目だろうとも思うけれど、性しよう分ぶんのようなそれは、なかなか直すことができない。


「遥さん、俺、あそこの席座っていい？」


　つと久我が指したのは、カウンターから見て右手の壁かべ際ぎわにある、二人席だった。ひとり掛け用のソファを二脚、テーブルを挟はさんで向かい合わせに置いている。いつもはカウンターに陣じん取どる久我だが、長時間いる気なら、座り心地ごこちのいい楽なソファの方がいいのだろうと、頷うなずいた。


「いいよ、好きな所で。それより、お昼どうする？　食べるんでしょ？」


　まだ一応十一時過ぎたばっかだけど、と訊くと、久我は席につきながら笑みを返してくる。


「食べる。実は俺、今日起きてからまだなにも食べてないんだよね」


「朝ごはん、食べてないの？　っていうか、何時に起きたの」


「起きたのは八時くらいなんだけど。冷蔵庫見たら、おもしろいくらいなんもなくて。さすがに朝からビールってわけにもいかないよなって思って、水飲んだくらいかな」


　その言葉に、改めて久我の普段の食生活の貧困さが窺えた。


　朝起きて水を飲むのは、睡すい眠みん中に失われた水分を補えるし、血液の流れをよくしてくれるから、その点ではいいかもしれない。だが、健康な働き盛りの成人男子が、水だけでは栄養もなにもあったものではない。


　はあ、と小さく息を吐はいて、遥は深めの皿を手に取った。珍めずらしく土ど鍋なべを使って作ってみた料理をよそって、レモン水を注いだグラスと一いつ緒しよにトレイに載のせると久我の前に置く。


「とりあえず、これでも食べてて」


「なんか、すごいいい匂においだね。生姜しようが？」


　そう、と頷く。今日のランチにつける予定のスープだったが、久我にはランチ用より少し大きめの器うつわで出してみた。手羽元と長ネギをコンソメで煮に込んだもので、千切りに細かく刻んだ生姜もたくさん入れてみたから、香かおってくる匂いが食欲をそそる。


「生姜は疲ひ労ろう回復にもいいし、鶏とりのダシが出てる割にあっさり食べられるから、空すきっ腹にもいいと思うよ」


　へえ、と相づちを打った久我は、いただきます、といつものように手を合わせてスープをひと口飲んだ。途と端たんに笑みを浮うかべて、久我は傍そばに立つ遥を見上げる。


「遥さん、これすっごいうまいよ。……鶏もなんか、めちゃくちゃやわらかいし」


　手羽元も齧かじってみて、そのとろとろの食感に久我は感かん嘆たんしたような声を上げた。こうして料理を口にする時、いつもの余よ裕ゆうのある久我ではなく、少しだけ年下らしい面が見えるような表情になる所は、ちょっとだけ気に入っているかもしれない。


「……美味おいしいならよかった。でも、忙いそがしいのはわかるけど、なら余計に、きちんとごはん食べないと保もたないよ」


　自じ炊すいはしないと言っていたから、バランスよく、というのは難しいかもしれないが、せめてちゃんと三食摂とるくらいはした方がいい。けれどそう言ってから、なんだか説教臭くさいかもとちょっと後こう悔かいしていると、つと久我がスープから遥に視線を移した。


「……なに」


　思わずどきりとして訊くと、久我は、眦まなじりを細めて笑みを浮かべる。


「遥さんて、いい奥さんになりそう。かわいいのに綺き麗れいで、優しくて、料理もうまいなんて、すごい理想だよね」


「……っ、……そういう冗じよう談だんばっかり言うなら、帰ってもらうからね」


「冗談じゃないんだけどなあ」


「尚なお悪いよ、馬ば鹿か」


　ふいっと顔を背そむけて、カウンターに戻る。愉たのしそうに笑う久我の声が聞こえて、やっぱり揶揄からかってるんじゃないかと内心で憤いきどおっていると、「遥さん」と名前を呼ばれた。


　無言で視線を向けると、テーブルに頰ほお杖づえをついた久我と目が合って、その甘いとしか言いようのない色に、心臓がどきりと跳はねる。


「───遥さん、俺と結けつ婚こんして？」


「……っな」


「もちろんこれも、本気だよ、俺。遥さんが頷いてくれたら、俺、絶対に遥さんのこと、幸せにする自信ある」


　なにをまた馬鹿なことを言い出すのだと返す前に、ひた、とこちらを見つめる久我の瞳ひとみに捉とらえられて、動けなくなった。


　けれど、その甘い色の中に見えるものがなんなのか、それを理解してしまったら、いよいよ逃にげられなくなってしまうような焦しよう燥そう感かんに駆かられる。


「俺、こう見えても一いち途ずだよ？　遥さん以外絶対に好きにならないし、もちろん遥さんが他ほかに目を向ける暇ひまもないくらい、愛せるよ」


「……っちょ、待って」


「待ったら、ちゃんと俺のこと考えてくれる？」


　今まで向けられたこともないような言葉を、止めどなく言いそうな勢いの久我に、ついていけずに戸と惑まどった声を上げると、そんな問いが返ってくる。


「……それ、は」


　思わず返事に詰つまると、久我はふっと笑みを浮かべた。


「なんて、強制することじゃないか。……ただ、遥さん」


　どうやら逃のがしてくれるらしいとわかって、内心で安あん堵どしていると、再度名前を呼ばれて、そろりと視線を返した。


「本当に俺、今言ったこと全部本気だから。それだけは、覚えといて？」


　その変わらずまっすぐに見つめてくる瞳に、どう答えればいいのかまた迷っていると、店のドアが開く音がして、遥は肩かたを跳ねさせた。


　今までそこにあった空気が、ぱちん、と弾はじけたように霧む散さんする。慌あわてて「いらっしゃいませ」と遥は入ってきた客に声を掛かけた。


　席に案内した若い女性二人連れの客は、ランチにデザートセットをつけて注文すると、きゃっきゃといろんな話に花を咲さかせているようだった。


　彼女たちのランチを用意しながら、久我の分はなにを作ろうかと思案する。さっきの会話の終わり方が終わり方だったから、話しかけにくいことこの上ないのだが、やはり食べたいものを本人に訊きくのが一番だろう。


　女性客たちの席にドリンクを持っていき、そのついでに久我の所へ寄ると、メニューを差し出した。


「……なに食べるか、選んでて。それと、先に、彼女たちの分、用意してからでもいいかな」


「うん？　いいよ、俺は後でも。スープもあるし。他のは、遥さんが作ってくれるなら、基本的になんでもいいんだけど」


　久我の態度はさっきまでとそれほど変わっていない。いつもの調子でそんなことを言う久我に、内心でなぜかほっとしながら、遥もなんでもないように装った。


「なんでもいいっていうのが、一番困るんだってば。馬鹿なこと言ってないで、ちゃんと選んでてよ」


　そう言い置いて、カウンターに戻もどった。すぐにランチの続きにかかって、できあがったものをテーブルまで運ぶ。


「お待たせしました。ランチになります」


　笑えみを浮かべてプレートをそれぞれの前に置いて、ごゆっくりどうぞと会え釈しやくをする。すると、「あの」と二人のうち髪かみの長い方の女性に話しかけられ、はい？　と返事を返した。


「あのー、ちょっとお訊きしたいんですけど」


「はい、なんですか？」


「……あっちにいる人、店員さんのお友達ですか？」


「え？」


　あっち、と小さな仕草で女性が指したのは、久我のいる方だった。その指は、たぶん久我の方からは遥が盾たてになって見えないだろう。


「……ええ、まあ、はい。そうですね、知り合いですけど、……どうかされましたか？」


「あ、いえ、あの、さっき、すごく仲よさそうに話されてたから」


「二人ともすてきだねって言ってたんです」


　ね、と笑い合う二人に、なんと返していいものか迷って、無難に「ありがとうございます」と笑ってみせた。


（……二人とも、っていうか）


　どう考えても、彼女たちが本当に「すてき」だと思っているのは久我だけだろう。見た目だけなら本当に、非の打ち所のないようなルックスをしているし、物もの腰ごしや雰ふん囲い気きに余裕があるから、女の子にはひどく魅み力りよく的に映るに違ちがいなかった。


「あの、後で話しかけちゃったりしても、だいじょぶですか？」


　案の定、そんなことを口にする彼女に、俺に訊かれても、と思うが、返事に迷う。正直、話しかけたいなら勝手に話しかけてくれて構わないが、どうぞ、と頷うなずくには、どこかで躊躇ためらいのようなものが生じてしまった。


「遥さん」


　それがどうしてなのかを考える前に、ふいに名前を呼ばれ、遥はそちらを振ふり返った。久我が手招きをしているのに、遥は彼女たちに「すみません」と断りを入れる。


「呼ばれてるので、ちょっと失礼しますね」


　もう一度、ごゆっくりどうぞと告げてから、久我の方へ歩み寄った。


「食べたいの、決まったの？」


「うん。これがいい。フィッシュフライのタルタルサンド」


「ん、わかった。じゃあ、ちょっと待ってて」


　久我がメニューから指したものに頷いて、去ろうとすると、再度「遥さん」と呼ばれ顔を向ける。すると久我は、ちょっと遥の方に身体からだを寄せて、ひそめたような声を出した。


「……遥さん、逆ナンされてもちゃんと断るんだよ？」


　何事かと思えばそんなことを言われて、遥は、じっと久我を見返した。ん？　と視線を返してくる久我に、「んなことされるわけないでしょ」と息を吐はく。


　今度こそ背を向けカウンターに戻りながら、逆ナンされそうなのは、俺じゃなくて壮介くんの方だっての、と心の中で呟つぶやいた。


　結局彼女たちは、始終話しかけたそうではあったが、デザートまで済むと、そう時間を置かずにおとなしく店を後にした。呑のみ会場なわけでもなし、ひとりでくつろいでいるイイ男に自分たちから声を掛ける勇気は出せなかったらしい。


　ちょっとカフェにいるだけでも目を惹ひくのだから、普ふ段だんどれだけ声を掛けられたり誘さそわれたりしているのか。きっと、遥の想像もつかない数に違いない。


（……って、俺には関係ないけど）


　またどこかよくわからない所へ流れていきそうな思考を、我に返ってばっさりと切る。この際久我のことは極力放ほうっておこうと決めて、遥はちょうど入ってきた客に意識を向けた。











　ランチのピークと、おやつの時間も過ぎて十六時頃ごろになると、店内に久我以外の客はいなくなった。月曜は特に、こんなふうにぽかっと空く時間帯があることが多いから、ひとりでやっていても充じゆう分ぶん賄まかないを摂とる余よ裕ゆうがある。


　食器を洗い終えて、カウンターの前に回った遥は、保冷棚だなの中のスイーツの残りを確かく認にんした。夕方からの営業用に、もう一度チーズケーキは焼いておいた方がいいかもしれない。


　そういえば、客足が少ないとは言ってもそれなりの忙いそがしさに追われて、久我のことは本当に放っておいたままだった。持参してきたらしい本を読んだり、ノートパソコンを開いてなにやら作業をしていたのを時折確認はしていたのだが。


（……なんか、デザートとお茶でも出してあげるかな）


　食後にコーヒーは呑んでいたが、甘いものでもいるだろうかと振り返った遥は、つと動きを止めた。小さく目を瞠みはって、そろ、と足を踏ふみ出す。


　そっと久我のいるソファ席まで近寄って、遥はまじまじと視線を送った。


（……寝ねてる……）


　いつの間に久我の目が閉じられたのかはわからないけれど、ほとんど寝息も立てずに、静かに眠ねむる姿を、思わずしげしげと眺ながめてしまう。


　相変わらずセンスのいいデザインの、Ｖネックニットの下にある厚い胸が、微かすかに上下しているのが、唯ゆい一いつ、呼吸をしている証あかしだった。


　店内には、特に音楽も流していないし、客もそうそう大きな声で話す人たちはいないとはいえ、眠ってしまった人間は初めてだ。


（……よっぽど、疲つかれてるのかな）


　どことなく、目の下に隈くまがあるような気もする。やはり、忙しいのだろう。昨夜彼が何時に就しゆう寝しんしたのかは知らないが、自己申しん告こくによれば八時には起きたというし、せっかくの休みなのだから、家でゆっくり寝ればいいのに。


　そんなことを考えながら、久我の目を閉じた姿を初めて見た遥は、思わずそのまま観察してしまう。


（……綺き麗れいな造り、してる）


　起きている時にはまっすぐ前を見み据すえている瞳ひとみが閉じられていると、長い睫毛まつげに縁ふち取どられ、より綺麗な流線を際きわだたせている。そういえば、彼が笑みを浮うかべて目を細める時、驚おどろくほどにそこに甘さがプラスされることからわかるように、大きな瞳をしていた。


　きりりとした眉まゆは今は穏おだやかな線を描えがいていて、形のいい鼻の下の少し厚めの口唇くちびるは、わずかに開かれている。


　───この口唇に、キス、されたんだ。


　ふいにそんなことが頭に浮かんで、遥ははっとすると、慌あわてて久我の顔から視線を逸そらした。眠っている人間を前に、ひとりでなにを思い出しているのだと、ひどく恥はずかしくなる。


（……なんか、ブランケットでも持ってこよう）


　そんな自分を誤ご魔ま化かすように、このまま寝かせておくのはいいが、風邪かぜでも引いたらと踵きびすを返そうとした。だがふと、久我の膝ひざの上に、読みかけのまま置いてあった本が滑すべり落ちそうになるのを目に留めて、咄とつ嗟さに手を伸のばす。


「……っ」


　遥のいる方ではなく、壁かべの方へ落ちそうになった本を拾おうとしたら、ふいに身体のバランスが崩くずれた。やばい、と思う暇ひまもなく、そのまま久我の方に倒たおれ込んでしまう。


　咄嗟にソファの肘ひじ置きに手をついたこともあり、そんなに勢いがあったわけではなかったが、とん、と久我の左ひだり肩かたの下辺りに顔を埋うずめるような形になって、一いつ瞬しゆん息を止めた。


「……、遥、さん？」


「っ、あ、ご、ごめ……っ」


　案の定、そんな衝しよう突とつを受けて目を覚まさないわけがなく、頭上で久我の怪訝けげんそうな声がする。それに慌てて起き上がろうとすると、肩と腰こしに手が回ってきた。


「なにこれ。夢？」


「っ違ちがう、現実……っ」


　きゅ、と抱だきしめられて、身体が熱くなる。誤解だと、抱き込まれた久我の胸に手をついて、無む理り矢や理り身体を離はなした。


「……遥さん？」


「いや、あのね、だから、膝の本が、落ちそうになって、それで」


　どくどくと脈打っているうるさい鼓こ動どうが邪じや魔まで、思考がすぐに冷静にならない。しどろもどろになりながら、状じよう況きようを説明しようとしていると、久我は、ああ、と頷いた。


「ごめん、俺、いつの間にか寝てたんだ。本が落ちそうになったの、遥さん、拾ってくれようとして」


「ん、そう。拾おうとして」


「俺に触ふれたくなった？」


「っ、ちがっ」


　頷きかけて、慌てて首を振る。するとおかしそうに笑った久我は、わかってるよと遥を見た。揶揄からかわれただけのことにもうまく対処できないなんて、相当動どう揺ようしているようだ。性格悪い、と久我を小さく睨にらんで、遥は心の中でゆっくり深呼吸した。


　こんなにあたふたしていては、本当はなにかやましいことでもあったのではないかと思われてしまいそうだ。


「遥さん。怒おこらないでよ？」


「え？」


　ふいに久我が言ったことの意味がわからず、視線を返す。すると久我は、小さく笑えみを浮かべた。


「目が覚めた瞬しゆん間かん、遥さんが俺の腕うでの中にいて、起きたはずなのに夢かなって思って、思わず抱きしめちゃったけど。今のは遥さんから俺の方に来たんだからね？」


　不ふ可か抗こう力りよく、と久我は軽く両手を上げてみせる。


　それが、遥が久我の気持ちを信じるまで触れない、と約束したことを言っているのだとはすぐにわかった。遥は、小さく息を吐く。


「……わかってる。そんなの。俺が自分で転んだんだから」


「よかった」


　頷うなずいた遥に、そう笑った久我は、店内を見回してから、自分の腕時計に視線を落とした。


「早いな……もう四時か」


「……あ、帰る？」


「待って遥さん。やっぱり怒ってる？」


「え？」


　わずかに眉を下げた久我に、きょとん、と視線を返した。それから、その質問の意味を汲くみ取って慌てて首を振ふる。


「違うってば。そうじゃなくて、こんな所で眠るくらい疲れてるんなら、家に帰ってちゃんと休んだ方がいいんじゃないかって思っただけ」


　別に帰れと言ったわけじゃないと説明すると、久我は遥を見つめて破顔する。


「……なに？」


「ん？　いや、遥さんてやっぱり、そういうとこいいなあって思って、惚ほれ直してた」


「なに言って……」


　そういうとこってどういうとこだと思いながら視線を返したら、久我は笑んだまま続けた。


「なんだかんだ言いながら、絶対にそうやって気き遣づかってくれたり、心配してくれてたりするよね。そういう、自然に人を思いやれる所も、好きだよ」


　ふいにそんなふうに、揶揄いのない言葉を向けるから、久我はずるいのだと遥は思う。真っ正面からそんなことを言われても、どうしていいのかなんてわからない。


「……買いかぶりすぎだよ。ていうか、別に、壮介くんを特別心配してるわけじゃないからね」


「なんだ、残念。俺、遥さんに愛されてるなあって思ったのに」


「どれだけ都合のいい解かい釈しやくなの……」


　呆あきれたような視線を返しながら、それでも遥は、流れを変えるような軽口に乗ってまた冗じよう談だんのような雰ふん囲い気きに戻もどる久我に、彼はなにかを見み透すかしているのだろうかと思う。


　さっきもそうだったけれど、遥が本気で戸と惑まどうと、察知したように、逃にがしてくれているような気すらした。ぎりぎりまで迫せまるのに、追いつめてはこないその姿勢は、気まぐれのようにも、余よ裕ゆうがあるようにも思える。


　それがひどく悔くやしいのだけれど、逃げ道があることに安あん堵どしている自分がいるのも本当だった。


「ね、だから遥さん。誰だれ彼かれ構わず、優やさしくしないでよ？」


　一体久我も自分もどうしたいのだろうと、まだ答えの見えないことをぼんやり考えていると、そんなことを言われる。遥の顔を下から覗のぞき込むように見る久我に、なんの話だと視線を返した。


「遥さんみたいな人に、優しくされたら、女の子たちだってすぐ誤解しちゃうからさ」


「……まだそれ言ってんの」


　どうやら昼のあの彼女たちのことらしい。それこそ誤解も甚はなはだしいと思っていると、久我は遥を見たまま小さく笑みを浮かべた。


「不安材料はなるだけなくしとかないとね。遥さん綺き麗れいで優しいから、絶対モテそうだし。でもなんか警けい戒かい心薄うすいところとかあるからさ、心配なんだよ？　俺」


　じっ、と見つめてくる久我の瞳ひとみに、どきっとしてしまう。だが、この条件反射になりつつあるような反応はよくない気がすると思いながらも、自分ではどうすることもできなかった。


　そして久我のそれは、本当にいらない心配だ。彼女たちの興味は自分ではなく久我にあったのだし、そもそも自分は女性に興味は……。


　そこまで考えて、遥ははっと、自分が同性愛者であることを、久我には言っていないのだということに気が付いた。それどころか、始まりが唐とう突とつすぎて、久我がどうなのかということも知らない。けれど、今ここで自分の性せい癖へきを言って、あなたはどうですか、なんて確かく認にんができるわけもなかった。


　それに、綺麗とか優しいとか、久我はよくそんなふうに遥のことを言うけれど、本当はそうじゃない。久我は、遥が今までどんな恋れん愛あいをしてきたのかを、知らないのだ。……もちろん、だからといってそんなことをわざわざ話す気もない。


　そう思うと胸の奥が少しちくりと痛んだ気がして、けれどそれがどうしてかを、なぜか考えたくはなかった。


「遥さん？」


　考え込んでしまった遥に、久我が呼びかけてくる。それにはたと意識を戻しながら、遥は口を開いた。


「……そういう、壮介くんの方がモテそうだと思うけど。第一、あの彼女たちだって、俺じゃなくて壮介くんに話しかけたかったみたいだし、女の子は、壮介くんみたいなタイプが好きなんじゃないの」


「ん？　そんなことないよ。女の子って、俺みたいに仕事ばっかりやってる男にはすぐに飽あきるものだし」


　そんなことをしれっと言う久我に、つまりモテることに違ちがいはないんじゃないかと思いながら、ふうん、とただ相づちを打ってカウンターへと踵きびすを返した。背を向けることで、この話はもう終わりだと、半ば一方的に決める。


（……そうだろうとは、思ったけど）


　久我の言葉は、今まで付き合ってきたのは、ちゃんと女性ですと言ったようなものだ。久我は、彼は至って普ふ通つうの嗜し好こうをもった人間なのだ。


　それがなにをどう間ま違ちがって、自分なんかに一ひと目め惚ぼれだなんだと迫る気になったのか。


　やっぱり、本気には思えない。こんな頼たよりない容姿でも、自分は男だ。その、正しよう真しん正しよう銘めい同じ男と付き合うことがどういうことなのか、きっと久我はわかっていない。


　そんな覚かく悟ごが、あるわけがない。


　そんなことを思いながら、ふっと時計を見ると、あと十五分もすれば紺が出勤してくる時間になっていた。午後からの場合、紺は十六時半頃ごろにはやってくる。


（……なんか疲つかれた）


　今日一日で、なんだかもやもやしたり、慌あわてたり、普ふ段だんはなりをひそめている感覚に振り回された感じがある。たいした出来事は起こってないはずなのに、なんだかいろいろ考えすぎたような気もした。その全部が、久我がいたから、というわけではないだろうけれど。


（早く紺、来ないかな……）


　そうすればようやく、久我と二人きり、という状じよう況きようになることはないのだと思うと、なんだか安あん堵ど感かんすら浮うかんで、ひどく紺の姿が待ち遠しくなった。











　明くる日も、久我はやはり仕事帰りに遥の店に寄ることを欠かさなかった。自分が関係しているとは言っても、よくもまあ、毎日毎日本当に飽きないな、と思う。


　ただ、変化というほどではないが、ここへ通ううちに、久我は、すぐに紺とも馴な染じんだようだった。


　気が付くと紺は久我を「壮ちゃん」などと呼んでいて、まるで友達かというやりとりを交かわしている。どうやら紺は久我のことを気に入ったらしい。紺は元々人ひと懐なつこい性格だが、久我もフランクに対応していて、一見なんの共通点もなさそうな二人が和わ気き藹あい々あいと喋しやべっている光景は、少し不思議だった。


（……会話、弾はずんでる……）


　正反対に見える紺と久我だが、どうやら映画やら本やら旅行やら服やら、音楽の趣しゆ味みも合うらしい。遥にはまるでわからない話で、ひとしきり盛り上がっている二人を、ぼんやり見つめた。


「壮ちゃんてさー、意外性の男だよねえ。見た目すっごい優等生そうなのに、俺と趣味被かぶってるってすごいよ」


「そう？　でも俺も、こんな所でこれだけ趣味の合う人間に会うとは思わなかったけど」


「でしょでしょ～。しかも壮ちゃん何気にいろいろ詳くわしいしさ、今度他にも教えてよ」


「いいよ」


　久我が頷うなずくと、やった、と笑った紺は、ズボンのポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出した。


「んじゃケー番とアドレス交こう換かんしよー」


　そう言う紺に、あっさり頷いた久我も自分の電話を取り出した。それを見て、遥は思わずついっと視線を逸そらす。さくさくと赤外線通信で番号とアドレスを交換した二人は、また話の続きを始めたようだ。


（……頑かたくなに拒こばんだ俺が、固いのかな）


　遥は、久我の番号もアドレスも知らない。あんな迫られ方をして、間違っても歓かん迎げいなどしていない相手に、携帯番号とアドレスを訊きかれても、頷けるわけがなかった。


　それが普通だろうと思うのに、あんなに気軽に目の前で番号の交換をされてしまうと、なんだか自分がずいぶんと融ゆう通ずうの利きかない人間のように思えてしまう。紺と久我が、遥と久我の関係とはまったく違ちがうとは言っても、なんだかもやもやしたものが心の中を覆おおって、すっきりしなかった。


　もしかして久我は、遥のことを、もったいぶっているとか、プライドが高いとか、思っているだろうか。


（いや、俺は普通のはずだよね……友達なわけじゃないんだし）


　そう思いながらも、再度話が尽つきない様子のふたりに視線を移し、なんだか複雑な気分になる自分を持て余していた。


　すると、ふとこちらを見た久我とばちっと視線が合って、驚おどろいた遥は、思わずまたふいっと顔を逸らした。


「遥さん？」


「……なに」


「遥さん。今度一いつ緒しよにライブ行かない？」


「そうそう、ナナちゃん一緒に行こうよ！　ほら、俺がずっと好きだって言ってたミュージシャンいたでしょ。その人ね、壮ちゃんの知り合いなんだって！」


「俺はいいよ」


　だから、と興奮した様子で続けようとした紺の言葉を切るようにそう返事をして、遥は、はっとした。思った以上に平へい坦たんな言い方になってしまった自覚があって、慌てて、驚いている紺に笑えみを返す。


「ほら、俺はその人の音楽聴きいたことないし、わかんないし、だから、二人で行ってくれば？　どのみち俺は店もあるし。紺がそのライブに行くんなら、休みはあげるから」


　それだけ言うと、ちょうど席を立った客のレジをするために二人に背を向けた。


　ごちそうさま、また来ます、と笑顔をくれた女性客二人に、お待ちしてます、と笑みを返しながら、内心で自分の態度を悔くやむ。どうしてあんな返事をしてしまったのだろう。考えようとするともやっとしたものが胸を覆って、気持ちが悪かった。


　紺は純じゆん粋すいに、遥に歓よろこびをわかちあってほしかっただけに違いない。それに、ライブくらい付き合っても別に支障はないはずだ。店は、一日くらいなら臨時休業にしてもいい。


　紺は、こんな不安定な仕事をする自分についてきてくれて、いつも文句も言わず働いてくれているのに。


（……最悪）


　久我はたぶん、二人を見ていた自分に気付いて、よかれと思って誘さそってくれたのだろう。それはわかる。けれどなぜだか、そこを考えると、妙みようにむかむかして仕方なかった。


　紺に対しては申し訳ない気持ちがいっぱいなのに、久我に対しては、まるで腹が立っているような気分なのは、どうしてなのだろう。


　複雑な気持ちを抱かかえながら、皿を片付けようと今まで客がいたテーブルへ足を向ける。それでさっきの客が最後だったのだと気が付いて、今日はどこかぼんやりしていた自分に、また少し嫌いやになった。


　紺は、あの歳としの青年にしては、本当にひどく性格のいい子だから、別に怒おこってはいないかもしれない。けれど、せめてもの罪つみ滅ほろぼしに今日の賄まかないは彼の好きなものにしてあげよう、と思っていると、ちょん、と肩かたをつつかれた。


　振ふり返ると、「ナナちゃん」と紺が立っている。


「え、あ、なに？」


「あのさ、ナナちゃん前に、ここのホームページ作りたいって言ってなかった？」


「え？」


　予想もしなかった所から話題を振られて、唐とう突とつなそれに些いささかぽかんとしてしまう。確かに前、紺にも言ったことがあった。けれど、「ネットくらいならできるけど、ホームページ作んのとかはわかんない」と紺もコンピューター関係には疎うといことを知っただけだった。


　さっきの気まずさも忘れて、なんで今その話？　と思っていると、紺は、あのね、と笑う。


「壮ちゃんとこの会社、そういうのもやってるんだって」


「？……そういうの？」


「えーと、なんつってたっけ……」


「サイトリノベーションだよ」


　こてんと首を傾かしげ眉まゆ根ねを寄せる紺の後ろから、久我の声がそう割って入った。


「サイト運営のコンサルティングなんだけど、代行して作成もやってるから」


「それそれ。それやってるんだって」


　久我の説明に頷いた紺は、だから、と遥を見る。


「壮ちゃんに頼たのんで、ホームページ作ってもらえば？」


「え？」


「もうお客さんいないし、店閉めてさ、相談乗ってもらいなよ」


　ね、と笑みを浮かべる紺に、遥は話の内容を理解したはいいがやはり戸と惑まどって、視線を返した。だが、もしかしたらこれは紺なりに、遥がさっきの言動を後こう悔かいしていることを汲くみ取ってのフォローをしてくれているのかもしれないと思うと、即そく座ざに嫌だとは言えない。


　少しだけ思考して、どのみちホームページを作りたかったのは本当だし、と頷いてみせた。


「……そうだね、じゃあ、そうしようかな」


「ほんと？　そんじゃ俺、今日は片付け終わったら帰るね」


「え？」


　あっさりそう言う紺に驚いて視線を返すと、逆に不思議そうな顔をされる。


「え、だって、俺いても役に立たないし。ごはんは適当に食べるから心配しないでいいよ」


　それはそうだけど、と思っていると、遥の手から食器を攫さらった紺は、てきぱきと片付けを始めてしまう。慌あわてて自分もカウンターに戻もどりながら、でも、と口を開いた。


「ていうか、壮介くんは、いいの、時間。明日も仕事でしょ」


「俺は大だい丈じよう夫ぶだよ」


　遥の問いに、久我はあっさりと頷く。カウンターに肘ひじをつき遥を見つめながら、ふっと笑みを浮うかべた。


「遥さんのためなら、次の日が仕事でも大だい歓かん迎げい。むしろ一晩中一緒でもいいけど？」


「おっ、壮ちゃん大だい胆たん～」


「……馬ば鹿かじゃないの」


　相変わらず砂を吐はくようなことをさらっと言う久我と、はやし立てる紺に、やっぱり了りよう承しようしなきゃよかった、と思いながら呟つぶやく。紺が帰ってしまうというのなら、尚なお更さらだ。


　だがそんな後悔をしても遅おそく、片付けが終わると、さっさと帰り支じ度たくを済ませた紺は、手を振って去ってしまった。


（……また、二人きりになっちゃった）


　その姿を出入り口で見送りながら、心の中で息を吐く。なぜだか妙な緊きん張ちようが襲おそってきた。


　だがそれを悟さとられるのも嫌で、なるべくなんでもないようにと装いながら、振り返ると、こちらを見ていた久我と目が合う。それもあの日と同じだと思うと、鼓こ動どうが大きくなった気がしたが、気付かないふりでカウンターに回った。


「とりあえず、コーヒーでも淹いれようか。飲むでしょ？」


「いいの？　片付けたのに」


「これくらいたいした手間じゃないから。なにがいい？」


　じゃあラテ、と言う久我に頷うなずいて、自分の分も一緒に淹れる。そこが指定席になりつつあるカウンターの端はしに腰こし掛かける久我の前に、ひとつカップを置いた。もうひとつもその隣となりに置いて、フロアの方に回る。変にひとつ空けて、というのは意識しているように映るかもしれないと、敢あえて隣の椅い子すに腰掛けた。


「……ていうか、今いま更さらだけど、俺、ほんとになにもわかんないからね」


「大丈夫。こういうの載のせたいとか、イメージとか、漠ばく然ぜんとでも構わないから言ってくれれば、こっちで補足するから」


　用語とか言われてもわかんないよ、と言う遥に、笑みを返して久我は、いつものかばんの中からノートパソコンを取り出した。電源を入れ画面を立ち上げると、インターネットのブラウザを開く。


「どういうのがいいって、ある？」


「どういうの……なんか、シンプルで、この店の雰ふん囲い気きと似た感じとか、かな……」


「そっか。じゃあ店内の写真とか、メニューの写真とかも撮とって、それも使ったら効果的だと思うよ。シンプルに、けど温かみのある感じってとこかな」


　そう言いながら久我が画面に表示させたページは、どこかのホームページのようだった。飲食関係ではないみたいだが、シンプルでセンスのいいデザインが目を惹ひく。


「これ、俺が担当してるサイト。デザインから運営まで一任してもらって、俺も気に入ってるんだけど」


「え、これ、壮介くんが作ったの？」


「そう、俺ウェブデザインもやってるから。これは音楽事務所なんだけどね。あと、ショップとかもあるよ」


　タッチパッドで操作しながら、いくつか、久我の会社が請うけ負ったのだというサイトを見せてくれる。その中でも久我が制作したというページは、特に遥の感性を刺し激げきした。


「どう？　どれか気に入った雰囲気のあった？」


「……ひとつ訊きいてもいい？」


「うん？」


　首を傾げる久我に、少しだけ迷ってから、遥は口を開いた。


「……壮介くんと、他ほかの人が作ったのじゃ、料金に違ちがいってある？」


　その遥の質問に、一いつ瞬しゆんきょとんとした久我は、すぐに表情を崩くずした。


「遥さん、俺のデザイン、気に入ってくれたの？」


「……質問に、答えてくんないかな」


「デザインする人間で料金の違いは発生しないよ。そもそも指名制じゃないしね」


　あ、そうなのか、と思っていると、久我は更さらに笑えみを深めて、遥の顔を覗のぞき込んでくる。


「でも、遥さんが俺がいいって言ってくれるなら、俺がやるよ。っていうか、言われなくても俺がやらせてもらうつもりだったけどね」


「……なら訊かなきゃいいでしょ」


「遥さんの口から聞いたら、更にやる気になれる」


「……俺がいいって思ったのは、壮介くんの、デザイン、だからね」


　ひどく嬉うれしそうに笑う久我をまっすぐに見ていられなくて、視線を落としてそう強調する。


「デザインでもなんでも、俺から発生したものを遥さんに好きになってもらえただけで、嬉しいよ。なんなら個人的に作ってもいいんだけど」


「なに言ってんの。それは駄だ目め」


　自分だけそんなことをしてもらうなんてできないし、第一他のクライアントにも失礼だ。それにはきっぱり首を振ふると、久我は小さく笑って「そう言うと思った」と言う。


「なにそれ。俺が融ゆう通ずう利きかないって？」


「違ちがうよ。遥さんらしくて好きだなって思っただけ。純じゆん粋すいで、まっすぐな心を持ってるんだなって、ますます好きになった」


「……っ」


　いつもいつも、よくそんなに衒てらいもなく言えるなと、かああ、と頰ほおに熱が集まるのがわかった。だが同時に、また胸の奥が小さく痛む。


「……そういうこと、簡単に言わないでよ」


「簡単になんか言ってないよ、俺。……まだ俺のこと、信じられない？」


　ふっと眉まゆ根を寄せた久我の目が切なそうに細められて、きゅ、と胸の奥が絞しぼられるように更に痛くなった。だが、それに頷くことはできず遥は顔を俯うつむける。するとさっき胸の中にあったもやもやが甦よみがえってきて、そのまま口を開いた。


「……っ俺らしいとか、そんなに壮介くん、俺のこと見てないくせに、よく言う……」


「え？」


「俺のことを、壮介くんはなにも知らないから、そういうこと言えるんだよ。それに、紺との方が話も弾はずんでたし、ほんとに俺に会いに来てんのって思ってもしょうがないって……」


　そこまでするすると吐き出して、遥ははっと口を噤つぐんだ。


　今自分はなにを言った？　これではまるで……。


「……遥さん、それ、嫉しつ妬と？」


「……っちが、っ！」


　心の中を読まれたかのように問われて、否定しようと顔を上げた遥は、息を呑のんで固まった。目の前に、久我の整った貌かおがある。ひどく近くて、吐と息いきさえ感じそうな距きよ離りは、あの日以来だった。


「……遥さん」


　名前を呼ばれて、ぴくんっと肩かたが震ふるえる。どうしよう、と頭の中はぐるぐると混乱しながら、どこかで、今どんな状じよう況きようなのかということは理解している気がした。


　このまま近付いてくるだろう久我の口唇くちびるを予測して、けれど、どうすればいいのかはわからない。……動けない。


（……？）


　けれどすぐに、触ふれることなくすっと引いた影かげに、遥はゆったりと瞬まばたきをした。焦しよう点てんが合ってはっきりした久我の表情が見える。


「……俺、今日はもう帰るね」


「え……？」


「このままここにいたら、俺、約束破りそう」


　そう言った久我の眦まなじりがわずかに歪ゆがんだ気がして、はっとする。


「ほんとは今すぐ、遥さんのこと抱だきしめて、キスして、それで俺のこと信じてもらいたいけど、そうじゃない方法で信じてもらうって約束したからさ」


　けれどすぐに笑みを浮うかべると、パソコンを閉じてかばんにしまい、椅子から降りた。


「サイトのことは、またちゃんと細かく打ち合わせさせてもらうから。……じゃ、ごちそうさまでした」


　いつもの場所に掛かけてあるジャケットを取った久我は、そのままドアを開けて外へと出て行った。


　ばたん、と静かに閉まったドアを見送って、遥は、視線を店内に戻もどし、それからそろそろとてのひらで口元を覆おおう。


（……俺、期待してた……？）


　久我が触れずに離はなれたのだとわかった時の、胸がひやっとするような感覚。それは、浅ましい願望が、胸にあったからじゃないのか。


　決して、久我が、自分から言い出したことをすぐに破ってしまうような人物だと思っていたわけではない。なのに、あそこでキスされるんじゃないかと、そう思った。


　それで肩すかしを喰くらったような気分になるなんて、一体自分はどうしたいのか。そんなこともわからないくせに、どうして取り残されたような気持ちになっているんだろう。最低だ。


（……壮介くんは、なんで、俺のことなんか）


　ふとそんなことを、今いま更さら思う。


　一ひと目め惚ぼれなんて言葉が信じられないのは、変わっていない。だから、冗じよう談だんでも揶揄からかいでもないのに、好きだなんて簡単に言えるのが何故なぜなのか、本当にわからないのだ。


　軽い気持ちになら、すぐに否いなを返せる。だけど、久我の目は、そうじゃない。なにか簡単には受け止めきれないようなものがある気がして、だから余計に、受け入れることも逃にげることもできないのだ。


　せめてさっき、あのままキスしてくれていたら、噓うそつきだと言って、拒きよ否ひできたのに。


　自分がどうしたいのかもわからない。久我の気持ちも、わからない。


　ただはっきりしているのは、このままではきっと駄目なのだという、それだけだった。











　次の日の夜遅おそく、ゆったりと風ふ呂ろに浸つかり、温まった身体からだをベッドに投げ出したところで、遥の携けい帯たい電でん話わが震えた。始終バイブレーションにしている電話は、見てみないと着信だかメールだか判断がつかない。


　ベッド横に置いているサイドテーブルから震えるそれを取って、画面を見ると、知らない番号が表示されていた。どうやら着信のようだが、登録している人間からなら名前が出るはずだし、と首を捻ひねる。


　取るべきかそのまま無視するか迷ったが、間ま違ちがい電話ならそう教えてあげた方がいいかもしれない、と思って、まあいいかと通話ボタンを押した。


「……はい、もしもし」


『───遥さん？』


　すると、聞き慣れた声に名前を呼ばれて、遥は目を瞠みはった。


「壮介くん？」


　どうして久我が、自分の携帯電話にかけてくるのだろう。昨日番号もアドレスも久我に教えていないことに、妙みようなわだかまりのようなものを感じたばかりだ。もちろんその後も、教えてもいなければ教えてもらってもいない。そもそも今日は店は休みだし、久我とは会っていないのだ。


　どういうことだろうと混乱していると、久我は電波の向こうで、『急にごめん』と口にした。


『びっくりさせたよね、いきなり俺から電話なんて』


「……なんで、俺の番号」


『ああ、うん。そのことで電話したんだけど』


「？　どういう……」


　遥の携帯番号の件でその携帯電話に電話をしてくるとは、意味がわからない。遥が困こん惑わくした声を出すと、久我は、実は、と続ける。


『……伊勢谷に教えてもらった』


「紺？」


　驚おどろいて遥が声を上げると、久我は、そう、と頷うなずいて、遥を呼んだ。


『あのさ、遥さん。怒おこってもいいけど、まず俺の説明、聞いてくれる？』


「……説明、って」


『ん、経けい緯い、っていうか……言い訳ってわけじゃないけど、一応、事情説明させてくれないかと思って』


　遥さんにしてみれば、教えてもいない人間から電話かかってきて気持ち悪いだろうし、と言う久我に、それは確かに、と思い頷いた。どんな流れでそうなったのかは、知りたい。


　すると久我は、さっきさ、と話し始めた。


『偶ぐう然ぜん、仕事帰りに寄った居酒屋で伊勢谷に会って』


「居酒屋？」


『うん。なんか、ともだちと呑んでたみたいで、俺が行った店にちょうどいたんだよ。それで、ちょっと話してたんだけど、伊勢谷結構酔よっぱらっててさ、なんか、ナナちゃんにちゃんとマメにメールしたり電話したりしてんのーって絡からまれて。で、特には、って言ったら、なんでって訊きかれて』


　なんでもなにも、連れん絡らくする手段がないのだから仕方がない。店の固定電話はあるが、さすがの久我にしてもそちらにかけるまではいかないだろう。


　それに、これは紺にも言いたいことだが、どうして久我が、遥に電話やメールをしないことに対して、なんで、なんて疑ぎ問もん符ふが出てくるのだ。自分と久我は、別に連絡がないからといって困るような関係ではないというのに。


　そんなことを思っている間にも、久我は話を続ける。


『俺、遥さんのケータイの番号とアドレス教えてもらってないから、って言ったら、……ケータイ奪うばわれて』


「……は？」


『じゃあ俺が教えてあげるよー、って登録された。止めようとしたんだけど、……ごめん』


　小さくそう謝る久我に、なんと返していいのかわからず言葉に詰つまる。


（……紺ー……）


　恨うらめしげに、今この場にはいない紺の名前を心の中で呟つぶやいた。


　そういえば、紺は酔うといつもよりさらにテンションが上がって、勢いでなんでもかんでも突とつ破ぱしようとする癖くせがあった。明るい酒なのはいいが、ある意味はた迷めい惑わくな酔い方をする。


　そんな紺が、明らかになにも考えずにやったことだろう。久我が悪いわけではないことは明白だった。


『それで、でも、遥さんに了りよう承しようも取らずに、俺のケータイに登録したままでいるのはまずいなって、わかってるんだけど、なんか……消せなくて』


　申し訳なさを滲にじませながらも、ふっとそんなふうに切ないような声で呟いた久我に、とくん、と胸の奥が音を立てた。


『しばらく、馬ば鹿かみたいに遥さんの番号とアドレス眺ながめてて、やっぱり消去は無理だった。でも、その代わりちゃんと、遥さんにこのことは話そうと思って、電話させてもらったんだ』


「……」


『けど、遥さんが嫌いやだっていうなら、ちゃんと消すから』


　なにも答えない遥に、久我は静かにそんなことを言う。それは、遥の返答次し第だいでは、本当にそうするのだろうとわかるような声だった。


（……ほんと、強ごう引いんなんだかそうじゃないんだか、わかんない……）


　そう思うけれど、今遥は、この偶然の成り行きを、嫌だとは思えなかった。


　そんな自分に、どうしてしまったのだろうと思うけれど、こういう困惑はいつだって、考えてもすぐにはわからないのだ。


　なら、今思うままにした方がきっといいのだろうと、返事を待つ久我に口を開いた。


「……壮介くんの好きにしたら」


『……遥さん』


「紺の馬鹿が酔っぱらってやったんでしょ。あの子は明日会ったら怒っとくけどね」


　言い訳のように聞こえるだろうかと思いながらも、そう言う遥に、久我は『……ありがとう、遥さん』と呟いた。


『メールもしていい？』


「……送りたかったら勝手に送っていいけど、俺、返信とか遅い人間だからね」


『ってことは返事もくれるの？　やった、すごい嬉うれしい』


　手放しで喜ぶ久我に、あ、と返事の仕方を間違ったことを悟さとる。だが言ってしまったものはしょうがない。


「……変なこと送ってきたら、アドレス変えるから」


『変なことって……ああ、好きだよとか、愛してるとか、遥さんかわいいとか、遥さん綺き麗れいだよとか』


「……今すぐ変える。電話も着ちやつ拒きよにする」


　電話口でつらつらと恥はずかしいことを羅ら列れつする久我に、冷たい声でそう返してやると、『あ、待って待って』と引き留める声がする。けれどその声こわ音ねはどこか愉たのしそうで、反省していないことはわかったから、そのままぷつっと通話を切った。


「……ほんと、馬鹿じゃないの……」


　そう呟いて、ベッドにぼすん、と背中から倒たおれる。


　だがふと起き上がった遥は、少し考えて、「……しょうがない、か」と独り言を言いながら、着信履り歴れきに残った番号を、新しく登録した。











　翌日は、三回目のケータリング日だった。


　この日を楽しみにしてくれている社員も多いらしく、みんな気さくに話しかけたり感想を言ってくれたりする。


　賑にぎわう食事風景を眺めながら、初めての試みだったけれど、やってよかったな、と思えた。残りがあと一回だということで、惜おしんでくれる声を聞くと、余計にそう感じる。


　けれど、会社の昼休みの時間に合わせて準備している料理がほとんどなくなって、もうすぐ終しゆう了りようという頃ころになると、遥は落ち着かない気分を味わっていた。


　久我の姿がまだない。初回がそうだったように、久我は二回目も他ほかの社員より遅おくれてやってきていたのだが、今日はなんだか、余計に気になってしまう自分がいる。


「ごちそうさまでしたー。今週も美味しかったです」


　考え込んでいたら、食べ終えた社員がそう述べていき、遥は思わず、あの、と声を掛かけ引き留める。はい？　と立ち止まってくれる二十代前半くらいの青年に、一いつ瞬しゆん迷ってから口を開いた。


「あの……ここの、社長さん、ってどんな人ですか？」


「社長……久我さん？」


「はい」


　きょとん、と訊き返した青年は、遥がそんなことを訊たずねた理由をつっこむでもなく、そうっすねえ、と思考しだした。


「一言で言うと、フラットな人、かなあ」


「フラット……？」


「なんていうかな、あ、でも平へい坦たん、ていうよりは、壁かべがないっていうか……それは対人に関してもなんですけど、物事に対してもそうですねえ」


　どういうことだろうか、と困惑していると、青年は、えーと、と続ける。


「うまく言えないっすけど、これは無理だっていう線を引かないっていうか、チャレンジすることに対する躊躇ためらいを、思いもしない方向から越こえてくんですよね。だけどそういう精神って、こういうウチみたいな小企き業ぎようには必要なことだなって俺は思うし、久我さんのそういう、穏おだやかに見えて熱い所が好きなんで、これからもついてこうと思ってます」


　そう言ってにこ、と笑った青年は、「まあ変に偉えらぶったりしない所も、上司として付き合いやすいですけど」と付け加える。


「てゆーか、お兄さん、久我さんと知り合いなんじゃなかったでした？」


　先週話してましたよね？　と首を傾かしげる青年に、知られてたのか、と苦く笑しようした。


「ええ、まあ……でも、仕事場でどんなふうなのかは、見たことがないので」


「そうなんすか。久我さん、すげえ人っすよ。代表としての腕うでってことだけじゃなく、社員からも信しん頼らいされて、慕したわれてるし」


「そうなんですか」


　そう言う青年の言はきっと噓うそではないのだろう。これだけきっぱり、まっすぐな言葉で評価してくれる部下がいるのなら、疑うべくもない。


　遥からは見えない久我の姿を、ふと知りたくなって訊いてみたのだけれど、違い和わ感かんはなかった。そう思う自分に、少しだけ久我に対する気持ちが見える気がしたが、まだはっきりとはわからない。


　ただ、ふと思いついたことは、少なくともこれまでの遥の姿勢とは違ちがうものだった。それでもそれをそのまま無視せずに拾い上げることにしたのは、なにかの変化かもしれない。そう思いながら、遥は青年に訊ねた。


「久我さん、まだここに来ないってことは、仕事中なんですよね？」


「あー、そうですね、たぶん」


「じゃあ、二階のフロアにいらっしゃるんですか？」


「ん、いや、あそこじゃないかな。一階の個室」


　個室？　と首を傾げる遥に、青年は「正式名めい称しようはないんですけど、みんなそう呼んでるんですよ」と笑った。説明によると、一階には休きゆう憩けい室と会議室、応接室の他に、個室、と呼ばれる小部屋があるらしい。


　二階のフロアは基本的に壁のないワンフロアになっていて、もちろん社長室などというものもなかった。その代わりに、たまにその個室に久我はひとりでこもって仕事をしている時があるのだという。


　丁てい寧ねいに場所を説明してくれた青年に礼を言うと、遥はケータリングの材料の余りから、エビパンに使ったサンドウィッチ用パンの残りと、ハム、スライスチーズを取り出した。マーガリンを塗ぬったパン二枚の間にそのハムとチーズを挟はさんで、フライパンにバターを引き、押さえ付けるようにして両面をこんがり焼く。これで簡単なホットサンドができた。半分にカットしたそれをクッキングペーパーとラップで包み、ついでに、残っていた白菜と鶏とり肉にくのホワイトシチューを、深めの琺ほう瑯ろうの密みつ封ぷう容器に注ぐ。


　それらとスプーン、簡易おしぼりを紙かみ袋ぶくろに入れ、遥は社員と話していた紺の所へ寄った。


「紺、ちょっと離はなれるから、よろしくね」


「うん？　いってらっしゃーい」


　どこになにをしに行くという説明すらしていないというのに、きょとんとしながらもすぐに笑えみを浮うかべて手を振ふる紺に、こちらも笑みを返した。


　もう人も料理も余り残っていないし、食べ終わりそうな人たちばかりだから、すぐに戻もどってくれば大だい丈じよう夫ぶだろう。


　いつもの三階のフロアを後にして、遥は一階に下りた。先ほどの青年が教えてくれた場所を思い起こしながら、辿たどり着いた先で、一いつ旦たん足を止める。


　艶つやのある濃こい色の木を使ったドアを前に、少しだけ息を吐はいて、腕を上げた。コンコン、と軽く握にぎった拳こぶしでなめらかな板をノックすると、中から少しくぐもった声で「どうぞ」と返事がある。……久我の声だ。


　誰すい何かしないということは、普ふ段だんからよく人が訪ねてくるのだろう。ドアノブを捻ひねって、扉とびらを開けると、部屋の中は淡あわい光が満ちていた。正面にひとつ窓があり、そこから穏やかな陽光が差し込んでいる。


　パソコンを使うのに邪じや魔まにならないくらいの強さなのは、その大きさのせいなのか場所のせいなのかはわからなかったが、窓は少し高い位置にあった。澄すんだ初冬の空が見える。


　その下方にあるデスクで、ノートパソコンと向かい合っていた背中が振り向いた。


「……遥さん」


　驚おどろいたように椅い子すを立つ久我に、遥は一歩部屋の中に入る。


「不思議な部屋があるんだね」


「え、ああ、なんか集中しやすくて」


　ふうん、と相づちを打った遥が、ふと室内に漂ただよう煙草たばこの匂においに、くん、と鼻を鳴らすと、久我はそれに気付いたのか、壁の紐ひもを引っ張った。


「ごめん、空気入れ替かえるよ。ちょっと寒いかもしんないけど、少しの間我が慢まんして？」


「ん、別にいいよ。これ、持ってきただけだから」


　はい、と紙袋を差し出す遥に、久我は首を傾げそれを受け取り、中を見る。


「？　これ……」


「どっかの社長さんは、ランチも忘れて仕事に没ぼつ頭とうしてるみたいだから、デリバリーサービス」


「……わざわざそれで持ってきてくれたんだ？」


「しょうがないでしょ。壮介くんの分まで含ふくめてのケータリングなんだから。それに、煙草とコーヒーばっかじゃ、頭も働かないよ」


　じわ、とうれしそうな笑みを浮かべる久我に、そんな言い訳のような返事しか返せない自分が嫌いやだなと思う。けれど久我は気にした様子もなく、むしろ更さらに笑みを深めた。


「ありがとう、遥さん。俺、すげえうれしい」


「……早く食べないと、冷めるよ」


「ん。お、ホットサンド、とシチュー」


「飲み物は持って来れなかったんだけど、コーヒー、ついでこようか？」


　デスクの上にマグカップがあるのを見て訊きくと、自分で行くというので、いいから食べててと言い置いて、一旦部屋を出た。すぐそこの休憩室にコーヒーサーバがあるらしく、教えてもらった場所に向かい、マグにそれを注ぐ。


　部屋に戻ると、空気を入れ替え終えたのか、再度紐を引っ張り窓を閉めていた久我が振り返って、ありがと、と礼を言ってマグを受け取った。


「ほんとは、この煮に詰つまったコーヒーじゃなく、遥さんが淹いれてくれたやつが飲みたいんだけど」


「なら店に飲みに来てください。そしたらいくらでも淹れてあげるよ」


　そう返した遥に、久我は一瞬目を瞠みはってから笑みを浮かべると、近くにあった椅子を引いてきた。


「遥さん、座んない？」


「え？」


「やっぱり、ごはんは誰だれかと一いつ緒しよに食べる方がうまいし。それが遥さんだと効果倍増だから」


「……またそういうこと言う」


「だってほんとのことだから。……五分でいいからさ、いてよ」


　さっさと食べるし、と言う久我を見返して、遥は、小さく息を吐いた。


「そんな急いで食べたら、身体からだによくないよ。……いてあげるから、ゆっくり食べたら」


　すとん、と椅子に腰こし掛かける遥に、久我は瞬まばたきをしてから、ありがと、と微笑ほほえんだ。


「遥さんのそういうとこ、俺、ほんとに好きだよ」


「……っ、だから、そういうのはいいから、早く食べろって言ってんの！　第一、さっさと食べるなんて、せっかく俺が作った料理に、失礼でしょっていう話で……」


「ありがたく、ゆっくり味わって食べさせて頂きます」


　声を上げる遥に、おかしそうに笑った久我は、ぱちん、と手を合わせて食べ始める。


　結局はなんだかやっぱり、久我の方が余よ裕ゆうを持っているように思えて、少し悔くやしい。けれど、シチューを口に運んで、「すげえうまい」と笑う久我の表情は、相変わらず噓のないもので、反論する勢いも削そがれた。


　なんだかんだ言って、誰かが自分の作った料理を食べて笑ってくれることが嬉うれしいのだから仕方ない。そう思いながら、部屋を見回した遥は、つと疑問を口にした。


「そういえば、前から思ってたんだけど、ここって、ちょっと変わってるね」


「ん？」


「この部屋とかもそうだけど、いつもケータリングさせてもらってる三階とか、普ふ通つうワンフロアまるまる使わないでしょ」


　遥のその言葉に、久我は、ああ、と頷うなずいて視線を返す。


「ここ、元々はデザイン事務所だったとこでさ」


「え、そうなの？」


「うん、一階と二階はね。で、三階はカフェバーが入ってるっていう、まあそれも珍めずらしい物件だったんだけど、そこがすこーんってテナント募ぼ集しゆうになってるの見つけて」


　速そつ攻こう借りた、と言う久我に驚く。


「速攻って、そんなすぐ決めたの？」


「そう。俺、こう見えて基本的に、直感を大事にしてるから」


「直感？」


　訝いぶかしげな遥に気が付いたのか、久我は小さく笑みを浮かべて頷く。


「もちろんそれだけじゃないよ。例えば、三階のことでいうと、……俺、家出るまで、ずっと母親とふたり暮らしだったんだけど」


「……そうなの？」


「いわゆるシングルマザーってやつ。で、まあ別に暮らしに不自由してたわけでも困こん窮きゆうしてたわけでもないけど、やっぱ大勢での食事への憧あこがれってあったんだろうね。ここ見た時、三階はそのままちょっとリフォームしてキッチンは残せば、社員が自由に使ってごはん作るっていうのもいいんじゃないかなと思って」


　どうせ建物まるまる借りるつもりだったからと言って笑う久我に、遥は返事に迷う。ちょっと変わっている男だとは思っていたが、その発想と、それを実現してしまう行動力に改めて驚いてしまった。あの青年が、久我を、フラットだけれど熱いと言っていた意味が少しわかった気がする。その上それがちゃんと功を奏しているのか、社員との間に壁かべを感じさせないのだから更にすごい。


「けど仕事に関しても、直感て大事だと俺は思ってる。先を読むことも大切だけど、ファーストインプレッションて、まっさらな状態で感じるものだから、自分のその勘かんを信じてやりたいし。面接する時もそうかな」


　社員選びは確かに、履り歴れき書や試験などの書面からではわからないものを、実際に対面して的確に読みとることが大切だろう。しかしそれで久我が選んだ社員たちと共にやってきた会社が、現実こうして成長著いちじるしいというのだから、遥のような平へい凡ぼんな人間からすれば、すごいとしか言いようがない。彼が、一会社の代表としての役割を、想像以上に果たしているのだと実感した。


　久我壮介という人間は、遥が思っているよりも他ほかに、いろんな面があるのかもしれなかった。


（……ああ、けど）


　だとすると、余計に、久我が遥なんかにちょっかいを掛かけてくる理由がわからない。これだけの手しゆ腕わんがあって、部下の信しん頼らいも篤あつい男なら、どれだけでも相手は存在するだろうに。


　そんなことをぼんやり思っていると、久我がひょい、と遥の顔を覗のぞき込んでくる。


「だから、遥さんに運命感じた俺の勘も、間ま違ちがいないよ。一ひと目め惚ぼれって、そういうことだと俺は思ってるから」


　そんなことを言われて、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。どきん、どきん、と心臓がうるさく騒さわぐのを感じて、けれど、それを悟さとられないように、久我の手元に視線を落とした。


「……手、止まってるよ。もう食べないなら、持って帰るけど」


　何度目かわからない告白をスルーする遥に、わずかに眉まゆを上げた久我は、すぐに小さく笑って「今すぐ食べます」と食事を再開した。


「……ねえ、遥さん」


　けれどふと、口の中のパンを飲み下してから呼びかける久我に視線をやると、笑えみが返ってくる。今度はなんだ、と思いながら続きを促うながすように「なに」と答える遥に、久我はあのさ、とこちらの方に向き直った。


「遥さん、今度の水曜、デートしない？」


　そして向けられた、そんな唐とう突とつな誘さそいに、え？　と遥はただ訝しげに久我を見返した。
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　───遥さん、前にイタリアンのシェフで、食べてみたいって言ってた人、いたろ？　その人の料理が出るパーティーが今度あるんだけど、よかったら一緒にどう？


　そんな久我の言葉を思い出しながら、やっぱり断ればよかったかな……と遥は内心でため息をついた。そのシェフの店は、予約数ヶ月待ちという人気ぶりで、なかなか都合が合わないまま行けずにいたこともあり、思わず頷いてしまった。それにしても、ぽろっとなにかの話の途と中ちゆうで漏もらしただけのことをよく覚えていたなとも思う。


　パーティーって、と尻しり込ごみする遥に、そんな規模が大きなものでもないから、と笑った久我との会話が甦よみがえった。


『ほんとはさ、ちょっと顔出して、すぐ帰ろうと思ってたんだけど。そういえば、ケータリング、遥さんが食べたいって言ってたシェフだなって思い出して。こんな機会ないだろうから、もったいないし』


『すぐ帰ろうと思ってたって、……あんまり行きたくないとこなの？』


『ん？　まあ、進んで行きたいってわけじゃないけど……あ、別に特別なドレスコードがあるわけじゃないし、気楽な気持ちでいいからさ』


　そんなふうに言葉を濁にごす久我というのも珍しく、なにかあるのだろうかと思う。よくわからないけれど、ここで遥が断れば、久我はひとりでそのパーティーとやらに行くのだろう。それがなんだか気になったというのも、正直、頷いた理由のひとつではあった。


　それで少し迷った末に、ちょうど店休日だったのもあり、行く、と了りよう承しようしたのだ。


　そして週が明けた水曜日、待ち合わせ場所の目的地最も寄より駅に降り立った遥は、改札を抜ぬけ駅構内を見回した。


　久我はドレスコードがないとは言っていたが、一応、タートルネックのシャツにジャケットを羽織ってきた。防寒具もラフすぎないピーコートを選んできたから、かっちりしてはいないが、それなりの格好になっているだろう。


　待ち合わせの時間は二十時だった。十一月も終わりにさしかかると、陽ひが暮れた途と端たんに寒さが更さらに増す。ひんやりと染しみ込んでくる夜気にわずかに身を竦すくませながら、駅のコンコースの出入り口へと足を向けた。


「遥さん」


　するとふいに背後から名前を呼ばれる。久我の声だとすぐにわかって振ふり返った遥は、軽く目を瞠みはった。


「よかった、気付いて。遥さん俺のこと素す通どおりするから」


「え、あ、ごめん……」


　片手を上げて笑っている久我の姿を、思わずじっと見つめてしまう。


　久我は、これまで見たことのないスーツ姿だった。水色のドレスシャツにグレイのタイ、濃こい紺こん色いろのデザインスーツを身につけている。羽織っているコートはボア付きの少しラフなものだったが、それが逆にセンスのよさを引き立てている気がした。


　元々久我が持ち合わせているノーブルな雰ふん囲い気きが、よりよく出ているというかいつも以上に人目を惹ひく。普ふ段だん着ぎのセンスもいいが、このスーツの似合い様から見ても、久我は服に着られるということがないようだ。


　見慣れない姿に、心臓が奇き妙みような高鳴りを見せるのがわかる。一見して遥が気付かなかったのも当然というものだ。すると、久我は、あれ、と遥を見返す瞳ひとみに笑みを浮うかべた。


「俺、そんなに見み惚とれるほどカッコイイ？」


「……っ、……ドレスコードはないとか言ってなかった？」


　顔を覗き込まれて息を呑のんだ遥は、すぐに小さくそう反論して矛ほこ先さきを変えた。それに久我は、遥がはぐらかしたのを見み透すかしたように小さく笑ってから、ああ、と相づちを打つ。


「そうなんだけど、ちょっと俺の場合、それなりの格好していかないとチェック入るから」


　冗じよう談だんっぽく久我はそう言う。取引先かなにかなのだろうか。そんなことを思っていると、久我は遥に視線を返して目を細めた。


「遥さんも、かわいいね。いつもカフェ仕様の格好しか見てないから、なんか新しん鮮せんだけど、すごく似合ってる」


「……も、ってなに」


　まるで自分が久我に見惚れていたと認めたみたいじゃないかと思いながら、賛辞はスルーして胡う乱ろんな視線を返す。それに久我はおかしそうに笑ってから、とりあえず行こうか、と遥を促した。


　確かにこんな所でいつまでも話し込んでいる場合でもないと、それには素直に従って久我の後をついて行く。


　五分ほど歩くと、有名な高層ホテルに近付いてきて、まさかと思っていると久我はそのままそのホテル内へと足を踏ふみ入れた。


（……規模が大きくないとか、気楽にとか、どこが……）


　さすがにホテルに入るくらいで気き後おくれするほどではないが、久我の言い方から、どこかのダイニングバーでも貸し切っての催もよおしなのかと思っていたのだ。言ってくれていたら心構えが違ちがったのにと、多少恨うらめしい気持ちにもなる。


　どうやらそのパーティーとやらは、ホテルから繫つながった隣りん接せつする別べつ棟むねであるらしく、一いつ旦たんエレベーターで二階に上がってから、通路を渡わたった。その先にある扉とびらを見て、どうやら予想ほど広い部屋ではなさそうだと少しだけ安心した。まあ、あまり小規模でも、元々部外者の自分が浮いてしまう可能性があるから、ちょうどいいかもしれない。


　受付らしきスペースで一言、二言ホテルスタッフと会話を交かわしていた久我が、遥を振り向く。


「遥さん、コート預けるから」


　言われて、ああ、とまだ着たままだったコートを脱ぬぐと、スタッフが番号札と引き替かえに受け取ってくれる。それから久我に手招きされて近付くと、どうぞ、と先にドアに通された。手慣れたエスコートに妙みような気分になりながらも、素直に先に会場内へ入る。


　室内は落ち着いたトーンの照明に包まれ、すでに結構な人で賑にぎわっていた。とは言っても騒がしいという印象はなく、しっとりとした雰囲気が漂ただよっている。どうやら立食形式のようだ。


　招待客は若くても久我や遥と同じくらいで、どちらかというと、ひどく落ち着いた年ねん齢れい層が多い。別にタキシードやドレスを着ている人間はいないが、やはりそれなりに質がよく洗練された出いで立ちと、穏おだやかな振る舞まいの人が多かった。


　そのノーブルな空気感に、やはりジャケットを羽織ってきてよかった、とひっそり息をつく。


　そう言えば入り口でも結局なんの宴うたげなのか確かく認にんを忘れていたと、視線を上げた遥は、右手の壇だん上じように掲かかげてある看板に目を留めた。


　達筆な文字で『本もと広ひろ義よし典のり　会長就任八周年祝賀会』と書かれている。


（……誰だれ？　会長……？）


　まったく聞いたことのない名前に、内心で首を傾かしげた。しかも五周年でも十周年でもなく八周年とは少し中ちゆう途と半はん端ぱな気がするが、もしかして毎年やっているのだろうかと疑問に思っていると、遥さん、と久我が呼びかける。


「ほら、あっち、ケータリングあるよ、遥さん。あれじゃないかな？」


　行ってみようか、と笑いかけられて久我が示した方を見ると、端はしのスペースにケータリングがあった。


　遥が久我の会社でやっているものとはまったく規模が違ちがうが、どれも興味をそそるに充じゆう分ぶんな料理ばかりだ。


「すごいね、たくさんある。どれも美味しそうだね、遥さん」


「うん、でも、思ったよりも種類多い……どれにしよう」


「あ、じゃあ、俺の皿に、遥さんが選んだのとは別の載のせようか？　シェアすればいろんなの食べられるよ」


　ずらっと壁かべ一面に並ぶ料理の数々に迷っていると、久我がそんなふうに言って、ね？　と笑う。少し考えて、じゃあ、とお願いすることにした。するとまた笑えみを深める久我に、なに、と怪訝けげんな視線を返す。


「ん、いや、こんな風に、どれ食べようって、なんかちょっとわくわくしてる遥さんて、初めて見たなって思ってさ」


「……悪かったね、欲張りで」


「悪くないよ。すごいかわいい」


　にっこり愉たのしそうに笑う久我に、だからそういうことを言うなと睨ねめ付ける。だが久我は気にした様子もなく、「やっぱり遥さん誘さそってよかった」と言った。


　そんな久我の笑顔に、胸の奥が妙な疼うずきを訴うつたえた気がしたけれど、誤ご魔ま化かすように遥は料理を皿に取り始めた。目移りするほどの料理の中から、ひとまず食べられるだけの量をよそい、テーブルのある場所に移動する。


　口にした本格イタリアンの味に、遥は、思わず「美味おいしい……」と呟つぶやいた。


「遥さん、こっちのもうまいよ」


　ほら、と皿を差し出す久我に、礼を言って今食べていたのとは違うパスタをもらう。月並みな表現しかできないが、それもやはり、美味しかった。


「……やっぱり今度、一回ランチ予約してみようかな」


　思わずそう呟いてしまうほどだ。


　参考にできる部分があればというだけでなく、純じゆん粋すいに料理の美味しさに感動してしまう。さすが予約の取れない店の名シェフの料理、といった感じだった。


「……ていうか、なんか、俺関係ないのにこんなに食べちゃって大だい丈じよう夫ぶかな」


「なに言ってんの。遥さんは、俺と関係あるだろ」


「ちょっと、誤解招くような言い方やめてくれる」


　傍はたから聞いたらどんな関係だと思われそうな言葉に小さく睨にらむと、久我は笑ってシャンパングラスを傾かたむけ口に含ふくんだ。


「けどそれは抜ぬきにしたって、ここにいる人間の中で、一番料理を味わって食べてるのは、遥さんだと思うよ」


　そんなことを言われて、遥は、そう？　と周りを見回した。なるべく目立たないようにと端の方に陣じん取どっていたのだが、そこから会場内を見れば、確かにほとんどの人間は会話に夢中で、食事は二の次、といった感じだった。


「まあ、このパーティーの形式から言えば、食事はおまけだから、仕方ないと言えばそうなんだけど。でも、料理の作り手の側から言ったら、それが一番だろ？　だからそれだけで、少なくともシェフにとっては、遥さんは充分立派なゲストだよ」


　その言葉が、いつも遥が抱いだいている想おもいと似ている気がして少し驚おどろく。自分が作ったごはんを食べた人が、美味しいと言って笑ってくれることが嬉うれしい。遥の中の軸じくになっているその気持ちを、わかってもらえたような気がした。


　厳密に言えば、久我が言ったように、このパーティーは、別に料理たちがメインなわけではないから、少し軸のずれた話なのだろう。けれど、久我のその言葉は、遥にとってはひどく嬉しいものだった。


　久我が普ふ段だん、遥の作る料理を本当に楽しみながら食べてくれていると感じるのは、やはり間ま違ちがいではなかったのだと思うことができる。


　それを喜んでいる自分は、たぶん、どこか少し久我に対する気持ちが変化しつつあるのだろう。


　初対面の唐とう突とつすぎる印象のせいでまるで理解できないと思っていたのに、会うたびに、会話を交わすたびに知る、久我の意外な面に心を動かされ続けている。いつの間にか、その距きよ離りが近くなっている。……そしてそれを縮めたのは、久我からだけでなく、自分からもだということを、ようやく遥は認めた。


　変わらず、素す直なおな態度を返せることは少ないけれど、それで背を向けられたら、という不安が隅すみの方でさわさわと騒さわぐようになってしまった。……それに、今日ここへやってきたのも、料理につられただけじゃなく、久我の様子に気にかかる所があったからだと思い出す。


　今の所、久我が渋しぶっていた理由はわからないけれど、楽しそうにしているし、気のせいだったのだろうか。そんなことを考えていると、ふと久我が「あ、そうだ」と呟いた。


「こんなとこでなんだけど、仕事の依い頼らい、してもいい？」


「仕事って、ケータリング？」


　まさか、あと一回、明日で終しゆう了りようするそれを、延長してくれという話だろうかと思いながら訊きき返すと、久我は、いや、と首を振ふる。


「今度、来月初めか中ちゆう旬じゆん辺りにでも、懇こん意いにしてる取引先との打ち上げ兼けん忘ぼう年ねん会かいをやろうと思ってるんだけど、その料理を遥さんに頼たのみたいと思ってて。ってこれもケータリングか」


「ああ、じゃあ、あのいつものフロアでやるの？」


「そうしようかと思って。向こうもウチと同じくらいの人数だけど、どこか店を貸し切るよりはいいし、それに料理はどうしても遥さんがよかったから」


　どう？　と笑みを浮うかべて訊たずねられ、相変わらず恥はずかしいことばかり一言多いと思いながらも、少し考えてみる。多少の変化はあっても、十二月だからと言って急に忙いそがしくなるような商売ではないし、なにより少し興味を惹ひかれた。


　あまり頻ひん繁ぱんだと無理かもしれないが、ケータリングはこれからもやっていきたいと思っている。そのバリエーションの幅はばを広げるためにも、受けてみようかという気になった。


「わかった。引き受けさせてもらいます」


「ほんと？　よかった。じゃあ今度、メールで詳しよう細さい送るから」


　よろしくお願いします、と笑みを浮かべる久我に、うん、と頷うなずいた。そういえば店のサイトの件もあるし、なんだかんだ言って久我と打ち合わせなければいけないことが増えている。


　それはこの微び妙みような関係になにか変化をもたらすのだろうか。


　そんなことをぼんやり考えていたら、久我の後ろを通りかかった五十代くらいの女性が、こちらに視線を向けて、ぱっと笑みを浮かべた。


「壮介？」


　名前を呼ばれて振り向いた久我の、「母さん」という呟きに、遥はひとり目を瞠みはる。仕立てのよさそうな着物を着こなしている上品なその女性は、久我に「来てくれたのね」と笑顔を向けた。


（……壮介くんの、お母さん）


　が、なぜこの場にいるのか。親子で縁えんのある人物が主しゆ催さいなのだろうか。


「来てくれたのね。忙しいって言ってたから、無理かしらって、ちょっとあきらめてたのよ」


「ああ、うん……でも、最近ちゃんと会えなかったから、顔くらいは出そうと思ってさ」


「そう、ありがとう。壮介、なんだか少し、顔色もいいみたいだわ。忙しいって言っても、充じゆう実じつしてるのね」


　そのおっとりとした雰ふん囲い気きと、いつか聞いたシングルマザーという言葉の組み合わせに、しっくりこないような気がしていると、ふと彼女の傍そばにいた人物と目が合った。


　六十代だと思われるロマンスグレイの男性は、その距離と立ち位置からして、久我の母親の連れだろう。背が高く、歳としの割にがっしりとした体型のせいだけでなく、どこか威い厳げんのようなものが漂ただよっている気がする。ぺこ、と会え釈しやくをすると、向こうからも軽いそれが返ってきた。


　というか、この人も誰だれだろう。シングルマザーだというくらいなのだから、久我は片親なのだろうし……。


（……でも、なんか）


　ちか、と頭の隅の方でなにかが閃ひらめきかけた時、それまで久我に話しかけていた女性が、ふとこちらに目を向けた。


「壮介のお友達？」


　やわらかい笑みを向けられ、慌あわてて彼女へと視線を合わせた。果たして自分と久我を「お友達」と称しようしていいものなのか、それは疑問だったが、はい、と頷く。


「初めまして。七生遥です」


「初めまして、壮介の母の、紗さ江え子こと申します。壮介にこんな素敵なお友達がいるなんて、知らなかったわ。紹しよう介かいしてくれたらよかったのに」


　ねえ壮介、と紗江子が笑いかけると、久我は、「ああ、ごめん」と小さく笑えみを浮かべた。その表情にどこか違い和わ感かんを覚える。いつもの久我なら、こういう時には、遥が自分で名乗る前に紹介してくれそうだし、なにより、笑った横顔が、今まで見てきたものとは違ちがう気がした。


「おまえが招待した友人じゃないのか。きちんと紹介くらいしなさい」


　怪訝けげんに思っていると、低い声が割って入った。紗江子の傍にいた男性が発した言葉は、久我に向けられたものだとすぐにわかる。けれどそこから、久我との関係性をすぐには見つけられず混乱が増した。


　久我は、その言葉を受けて、男性に視線を返すと、笑みを消して口を開いた。


「母さんにはともかく、あなたに紹介する必要はないかと思いますが」


「壮介！」


　久我の普段にない冷たい物言いに驚いていると、紗江子が叱しつ責せきするように小さく声を上げる。まるでいつもの、ついさっきまでの久我とは違った。あの穏おだやかで甘い声こわ音ねはまったく感じられず、ただ低く抑よく揚ようのない声だ。


　だがそれはどこか、なにか激しい感情を抑おさえたが故ゆえの、ぎりぎりの冷静さのように思えて、遥は久我を見つめた。


　紗江子は、戸と惑まどったような、少し悲しそうな顔をして久我に話しかける。


「壮介、そんな口のきき方……」


「あいにく、俺にはこの人に対する礼れい儀ぎは備わってないから。母さんには悪いけど」


「随ずい分ぶんと嫌きらわれたものだな。私はそんなにおまえに酷ひどいことをしたか」


「自覚すらないんですか。ますます俺は、あなたのその図ずう々ずうしさが知れません」


　久我は、紗江子の方は見み遣やることもなく、男性に向かってそう淡たん々たんと言う。


「おかげで俺は、あなたみたいに、大切な人を悲しませるような人間にだけはなりたくないと、そう思うことができましたから、むしろ感謝すべきかもしれませんが」


　わずかに嫌けん悪おのようなものが滲にじむ皮肉を口にする久我も、初めて見た。その冷えた温度にこちらまでひやりとしていると、久我は、一いつ拍ぱく間を置いて続けた。


「───この度たびは、会長就任八周年、おめでとうございます」


　そう言って久我は、小さく頭を下げる。同時に遥は目を瞠った。


（……会長就任、て）


　ではこの人物が、今日の主役その人だということか。頭の中は、ちょっと待って、と益ます々ます混乱でいっぱいになった。つまり、どういう関係性がここにあることになるのだろうか。


「ああ、本広会長！　この度は、おめでとうございます」


　するとそこへ、中年の男性が本広の姿を目に留めて声を掛かけてきた。彼は本広に挨あい拶さつをすると、紗江子にも顔を向け笑みを浮かべる。


「紗江子さんも、ご入にゆう籍せき、おめでとうございます」


　その言葉に、遥は、更さらに驚おどろいて思わず久我を見た。だが久我は、遥の視線には気付かず紗江子と本広を見たままで、つと眉まゆ根ねを寄せている。


「これでお二人も、晴れて正式なご夫ふう婦ふですね。本当に、おめでとうございます」


　ありがとうございます、と頭を下げている紗江子の横で、本広も同じように「ありがとう」と返しているということは、やはり。


（……壮介くんのお母さんと、この人が結けつ婚こんしたってこと？）


　けれど、久我が今し方本広に対して取った態度は、どう見ても好意的なものではなかった。……久我は、母親の結けつ婚こんに反対しているのだろうか。


「誰かと思ったら、壮介くんじゃないか」


　男性の視線がふと久我に向く。どうやら久我のことも彼は知っているらしい。


「お久しぶりです」


　軽く会釈する久我に、男性は「いやあ、聞いてるよ」と笑みを浮かべた。


「なかなかの経営手しゆ腕わんぶりを見せてるんだって？　ということは、紗江子さんもようやく籍に入られたことだし、ゆくゆくは壮介くんも会長の跡あとを……」


「いえ」


　久我の声は、男性の言葉を遮さえぎるように落とされた。


「それはありません。母が入籍しようとどうしようと、俺自身はなにも変わりませんし、それは俺の立場についてもです。俺は今の仕事を辞やめるつもりはないので、これからも関かかわることはないと思います」


　きっぱりと澱よどみなくそう述べた久我に、男性は一いつ瞬しゆんぽかんとしたが、「あ、ああ、そうなのか」と相づちを打った。


「……壮介」


　本広の低い声が久我を呼ぶ。久我はそれにつっと視線を返した。


「俺の気持ちは、これまでもこれからも変わらないし、あなたの跡を継つぐことも、決してありえません。だからと言って、母とのことを邪じや魔まするつもりも、今いま更さら反対するつもりもありません。ただ、俺にはもう一いつ切さい、構わないでください」


　そう告げた久我は、静かに頭を下げた。


「八周年祝いのご挨拶のみ述べに参りましたので、そろそろ失礼します。───行こう、遥さん」


「え？　ちょ……っ」


　だが、こちらの混乱などには構わず、久我はそう言って遥の腕うでを摑つかむと、そのまま会場の出入り口へと向かう。


「壮介くん……っ」


　会場を出ても止まらない久我の歩みに、遥は声を上げた。


「ちょっと待ってってば、壮介くん！」


　ぐい、と摑まれている腕を自分の方へ引くようにして呼びかけると、ようやく久我の足が止まった。手を離はなした久我は、ジャケットの袖そでから見える遥の手首が少し赤くなっているのを見て、はっとしたように眉まゆを下げる。


「……ごめん遥さん、腕、痛かった？」


「腕は別にたいしたことないから、どうでもいいよ。そうじゃなくて、コート、預けたままでしょ」


　腕が痛くて強ごう引いんに足を止めさせたわけじゃないと首を振ふって、遥は久我に視線を返した。


「壮介くんの分も一いつ緒しよに取ってくるから、そこで座って待ってて」


　エレベーターホールのソファを指して遥が言うと、久我は苦く笑しようのようなものを浮うかべる。


「ありがとう、遥さん。でも大だい丈じよう夫ぶだから。一緒に取りに行くよ」


　そう言う久我の表情には、さっきまでの頑かたくなな冷たさの壁かべのようなものはもうなく、遥は安あん堵どした。ただ、まだ少し、ぎこちなさのようなものが残っているのが気になる。


　コートを預けたクロークは、会場の向かいにあった。戻もどりにくいのではと思って遥がそう言ったことがわかったのだろう。笑みを浮かべる久我に、礼を言われるようなことじゃないけどと思いながらも、本人がいいというならと、再び会場の方へと足を向ける。


「遥さん、番号札貸して？」


　クロークに着いて久我が差し出した手に番号札を渡わたすと、先に遥の分から引き替かえてくれた。更に久我はコートを広げて、どうぞ、と促うながす。その仕草に、どうやら着せてくれるつもりらしいとわかった。だが、さすがにそこまでエスコートされるのは恥はずかしすぎる。


　どんだけ手慣れてるんだと思いながら、「自分で着れるから」とコートを返してもらった。


　なんだかきちんとは理解できていないけれど、思った以上に突つっ込んだ話を聞いてしまったのではないだろうか。そんなことを今更ながらに思って、自分の分のコートを受け取っている久我を見つめていると、振り返った彼と目が合った。


　思わずどきりとしながら、それでも視線を逸そらすことは、今はしてはいけない気がして、ただ見返す。すると久我は、ふっと笑みを浮かべた。


「ごめんね、遥さん。妙みような所見せて」


「……ううん」


　そんな謝罪をされて、ゆる、と首を振る。こっちは別に謝られるようなことはなにもないのだ。


「なんの話だかわからないまま、頭の中疑問でいっぱいになってるよね。俺、なんも説明せずにここ連れてきちゃったから。正直遥さん、今までで一番、俺のこと気になってるだろ？」


　少しだけ冗じよう談だんめかしたように笑ってそう訊たずねる久我を、遥は見つめ返したまま、ゆっくりと口を開いた。


「……気になる」


　そう答えると、久我が若じやつ干かん目を瞠みはる。遥は一歩、久我の方へと近付いた。


「自分で訊きいといて、なに驚いてんの」


　なんだか自分の方から歩み寄ってしまうこの気持ちは、きっと、久我のせいだ。久我が、いつもみたいな、あの笑えみを見せてくれないことが、なぜか今、遥を動かす理由になっている。


「……けど、別に、壮介くんが話してくれても、くれなくても、ほんとはどっちでもいいよ」


「え？」


　瞬まばたきをして訊き返す久我の表情を、初めてかわいいと思いながら、遥は小さく笑った。


「料理、美味おいしかったから。念願叶かなったし。……だから、お礼に、壮介くんがやりたいことに付き合ってあげようかと思って」


　そう言って、久我を見上げていた視線を腕に嵌はめた時計に落とす。


「今十時前だよ。どうする？」


　呑のみ直すというならそれでもいいし、もちろん帰りたいというのなら、それに従う。話すか話さないかは、本当に、久我がしたい方でいいと思った。


　話してしまうことが、必ずしも久我の気持ちを晴れさせるとは限らないし、逆もまた然しかりだ。だからそれは久我に任せるとして、遥に今できるのは、少しだけ、彼を受け入れることだった。


　まだ躊躇ためらいも不安も戸と惑まどいも、遥の中に溢あふれるほど渦うず巻まいているけれど、それでも少しだけ、歩み寄ってみたい、とそう思った。


　再び久我を見上げて、選せん択たくを委ゆだねるように見つめると、その深い色の瞳ひとみがふっと和やわらぐ。


「……じゃあ、俺、行きたい所があるんだけど、いい？」


「ん、いいよ」


　どこ？　と訊ねると、久我の長い人差し指が立って、天てん井じようを指す。首を傾かしげる遥に、久我は笑みを浮かべて口を開いた。


「───ホテルの、部屋」











　35、という数字が、チン、という軽い音と共に点てん滅めつして、エレベーターがほとんど衝しよう撃げきもなく停止する。


　ゆっくり開いたドアの外へ出ると、床ゆかに敷しかれた絨じゆう毯たんが音を吸収してしまうのか、ひどく静かだった。


　廊ろう下かを奥へ少し進んだ先で足を止めた久我は、カードキーでロックを解くとドアを開き手で押さえる。


「どうぞ」


　中へ促されて、心の中で一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが、そのまま室内へ足を踏ふみ入れた。後ろから久我も入ってきて、ドアが静かに閉まる音にまた少しだけ鼓こ動どうが跳はねる。


　うっすらと灯ともる室内灯だけでも、充じゆう分ぶんに広い部屋だということはわかった。両側に扉とびらがある短い通路の先の左手はリビング、右手はベッドルームになっている。その手前で足を止めた遥を、すっと追い越こした久我は、迷いなくベッドルームの方へ進んだ。


「遥さん、こっち」


「……うん」


　だが、手招きされてベッドルームへ入った遥は、途と端たんに、わ、と小さく声を上げた。それに隣となりに立った久我が笑みを浮かべる。


「ね、綺き麗れいでしょ」


　ベッドルームの窓はとても広く、カーテンの引かれていないそこからは、眼下にきらきらと輝かがやく光が溢れていた。


　思わず数歩進んで窓に近付くと、久我もついてくる。


「昔から暗い中の光っていうのが好きでさ。学生の頃ころは夜空観みたり、仕事するようになってからは、こうやってひとりでホテルに泊とまって、ぼうっと夜景眺ながめたりしてたんだけど、最近来てなかったから、ちょっと観たくなって。……遥さん、コート脱ぬぎなよ。掛かけるから」


「あ、うん」


　自分の上着を脱ぎながらそう言う久我に倣ならって、遥もコートから腕を抜ぬく。久我は、長い脚あしで部屋の端はしにあるクロークまで数歩で辿たどり着くと、ハンガーを取ってこちらを振り返った。どうぞ、と手を差し出した久我に、コートを渡すように促され、自分でできると言おうかとも思ったがやめて、素す直なおにコートを預ける。


　二人分のコートをクロークに掛けた久我は、窓まど際ぎわに置いてある背もたれのない広いソファに、すとんと腰こしを下ろした。


「それに、この景色、遥さんにも観せたいなって思ってたんだ」


　そう言って笑う久我の、ひとりで、という言葉がなぜか頭の中に残っている。遥は再度夜景に目をやって口を開いた。


「……綺麗だね。俺、あんまり外がい泊はくとかしたことないから、高層ホテルの部屋から観る夜景って、初めてかも」


「ほんと？　それは誘さそった甲斐かいあったな」


　嬉うれしそうに言う久我に視線を移して、遥もソファにそっと座る。


　ホテルの部屋、という言葉を聞いて、固まった遥に、久我は「夜景が観たいだけだから」と笑った。わざと誤解するような言い方をしたくせに、と遥は睨にらんだが、こっちから付き合うと言ったんだしと思い直し、頷うなずいたのだ。


「じゃあ遥さん、旅行とかそんな好きじゃないの？」


「旅行は好きだよ。滅めつ多たに行かないけど。でも基本的には、家が好きなのかな」


「家？」


　不思議そうに訊き返す久我に、うん、と頷く。


「自分の家が一番好きだし、落ち着くの、俺。家って、自分が好きで選んだものに囲まれてるし、居い心地ごこちいいし」


「へえ」


「それはカフェも一いつ緒しよかな。あそこも俺の好きなもので作り上げてる場所だから。それで満足しちゃって、わざわざ二、三日休みにしてどこか行こうって、あんまり思わないっていうか」


「……ああ、でも、わかるかも」


　遥の話を聞いていた久我は、そう呟つぶやいて、小さく微笑ほほえんだ。


「遥さんのお店は、確かに、ずっとここでゆっくりしてたいって思えるよ。遥さん自身みたいに、やわらかくて優やさしい雰ふん囲い気きが、そっと漂ただよってるっていうかさ。仕事でへとへとになっても、遥さんとこに寄ると、それだけで、ほっとする」


　思わぬ賛辞に驚おどろいて、けれどそれ以上になぜかどきどきしている自分に戸惑う。すると久我は笑んだまま、組んだ脚に頰ほお杖づえをついて遥を見つめた。


「……遥さんが、カフェを開こうって思ったの、何歳くらい？」


　そんなことを訊かれ、遥は胸の鼓動を誤ご魔ま化かすように、考えるふりで視線を逸らした。


「……えーと、自分の店が持ちたいって思ったのは、高校生の時かな。料理人になりたいとは、もっと前、小学生くらいから思ってたけど」


「へえ……小さい頃から、料理好きだったってこと？」


　そう問う久我に、そういえば自分のことは、それほど話したことがなかったなと思いながら頷く。


「ん、俺ん家ちもね、壮介くんとこと一いつ緒しよで片親なんだよ」


「え？……ああ、そうなんだ」


「て言っても、ウチは父ひとり子ひとりで、母親がいないんだけどね。俺が十歳の時に乳ガンで亡なくなって」


　明るい女性だった。穏おだやかだがどこか抜けた所のある父をさり気なくフォローして、いつも笑顔だった記き憶おくばかりがある。


「父親は家事全ぜん般ぱん不器用な人だから、それから俺が家の中のことやり出したんだけど、抜きん出て料理がおもしろくって。しかも父親がうまいうまいって褒ほめてくれたの。小学生が作る料理だから、今考えればたぶん、そんなにたいしたものじゃなかっただろうと思うけど、それでもそれが俺はうれしかった。それで自分が作る料理で人に喜んでもらえるっていいなって思って……そこがたぶん、原点かな」


「そっか……いいお父さんだね」


「ん、どうかなあ、まあ優しい人ではあるかな」


　今はそれぞれ離はなれて暮らしているが、連れん絡らくはちょくちょく取っているし、たまに店の方に来てくれることもあった。遥が抱かかえる性せい癖へきのことは言えずにいるが、それでも、大切に想おもっている肉親に違ちがいない。


「壮介くんは？」


　彼は、どういうきっかけで、今の仕事を始めようと思ったのだろう。大学時代に起業するなんて、よほど強い意志でもなければ、なかなかできることではない。


　遥が訊たずねると、壮介はその視線を受けて、つとソファから立ち上がった。それから、「……俺はね」と口を開きながら、傍そばにあるキングサイズのベッドへ遥と向かい合うように腰こし掛かける。


「俺は……最初は、たぶん、意地だった」


「……意地？」


「ずっと、負けたくないって思ってきた壁かべがあって、それを超こえることが、……超えた時のことを考えることが、俺の生きる力みたいなものだったんだよ」


「……うん？」


「遥さん、本広コーポレーションって聞いたことある？」


　ふいにそう訊きかれて、遥は、それって、と久我を見返した。


「本広って、さっきの……」


　久我の母親と再さい婚こんしたという、会長就任八周年を祝われていた男性の名字と一緒だ。では、あの人が、その本広コーポレーションという会社の会長なのだろうか。


　その会社の名前を、あいにくと遥は知らなかった。にしても、それがどう繫つながるのかと久我を見ると、彼は小さく笑えみを浮うかべる。


「そう、あの人ね、……俺の実の父親」


「……え？」


「ごめんね？　混乱してるだろ」


「だって、……壮介くんの、お母さんと、再婚……」


　本広が壮介の父親なのなら、母親である紗江子と、再婚、ではおかしい。だがふと、遥は、本広に挨あい拶さつをしてきた男性が言っていたことを思い出した。


　───これでお二人も、晴れて正式なご夫ふう婦ふですね。


　そうだ。そう言っていた。ということは、つまり……。


「再婚は再婚だよ。ただしそれは、母じゃなくてあの人だけ」


「それって……」


「……母は本広の愛人だったから」


　目を瞠みはる遥を見返して、久我は淡たん々たんと続けた。


「本広コーポレーションて、主に産業用の電気製品を扱あつかってる電機メーカーなんだけど。まあ、それなりに大きな会社で、創設者は、本広義典の父親。跡あとを継ついだ本広にはもちろん、本妻がいた」


　わずかに瞼まぶたを伏ふせる久我の、綺き麗れいな形の瞳ひとみがより際きわ立だつ。


「母が本広と会ったのは、もう三十年くらい前になるのかな。すでにその時本広は結けつ婚こんしていたけど───それからずっと、本広は母を手放さなかった。ただ、俺が生まれて、認にん知ちはしても籍せきはもちろん入れられない。だけど、本広に愛人と、もうひとり息子むすこがいるっていうのは、有名な話だったんだ」


「……そう、なんだ」


「本広自身もたまにＴＶとか雑誌とか出てる人間だったから、余計ね。で、本広の本妻は、十年前……本広が会長に就任する二年前かな、事故で亡くなるんだけど、その時には二人いた子供は家を離れて、それぞれ会社とは関係のない職に就ついてしまっていた。……その頃ころかな、俺が初めてまともに本広と話したのは」


　十年前というと、久我は十七歳くらいだ。ということは、それまではほとんど、接せつ触しよくもなかったと、そういうことだろうか。


「自分が愛人の子供だってことは知ってたけど、それから何度も呼び出されて、勝手に関係者に紹しよう介かいされて、いきなり後こう継けい者しや扱あつかいされた時には、さすがにふざけるなって反はん抗こうした。それまで、金銭的な援えん助じよは有り余るほどしてもらってても、本広を父親だなんて感じるような思い出もなにもないのに、頷けるわけがなかった。もちろん、母との仲だって、本当は反対だった。……それで俺は、将来を決めた。自分の道は自分で拓ひらく、本広とは関係のない所で生きていく、って」


　ふっと息を吐はいた久我は、ベッドに腰掛けたまま後ろ手をつく。


「……まあ、そうすることで、たぶん、俺は本広に対するわだかまりとか、コンプレックスとか、そんなものを乗り越こえたかったんだろうね。本広は、母や俺のことみたいなスキャンダルすらものともせず、更さらに会社を大きくした人だから。本広はそういう意味で高い壁だったけど、だからって、別に競争じゃないんだし、俺は俺の信じる道を歩いていければ、それでいいんだって、そのうち思えるようになった」


　久我は小さく苦く笑しようして、ようやくまた遥に視線を戻もどした。


「だけど、実際会うと、やっぱり素す直なおに接することって難しいね。いい加減冷静に対応したいと思うけど、俺もまだ修しゆ行ぎようが足りないみたいでさ。……ほんとに、遥さんにはだから、格好悪い所見られちゃったな、俺」


「……そんなこと」


「ないことはないだろ？」


　小さく首を振ふってみせた遥に、久我はそう笑ってみせた。


「まあ、その子供みたいに反発する気持ちが、そもそもの俺を動かす糧かてになってることも本当なんだけどね」


　久我の中に、そんな複雑なものが潜ひそんでいるなんて、知らなかった。母子家庭だという割に育ちのよさそうな雰ふん囲い気きと、立ち居振ふる舞まいから、勝手に、それなりに恵めぐまれた人生を送ってきたのだろうと思っていた。


　またひとつ、久我に対する気持ちが揺ゆらぐのを感じる。


　そうしてふと、この部屋に入ってすぐ、久我が言った言葉を思い出した。


　彼が、ひとりで夜空や夜景を観みたのは、どんな時だったのだろう。果てしなく広がるような闇やみの中に浮かぶ光を見て、なにを思ったのだろう。


　そんなことが気になって、なぜか胸の奥の方が、じくん、と痛んだ。


「……それに今日は、どっちかっていうと、八周年祝いにかこつけた、本広と母の入にゆう籍せき祝いがメインだってことは知ってたから、二人が堂々と並んでるのを目にするのはわかってたはずなんだけど」


　きゅ、と久我の眉み間けんにわずかな皺しわが寄る。


「ずっと長い間日ひ陰かげの身で、つらいことだってたぶん多かったはずなのに、母さん、やっぱりしあわせそうなんだよな。三十年も待たせた本広を、それでも好きなんだなって思うと、祝ってやりたい気持ちと、なにを今いま更さらって思う気持ちがごちゃごちゃになって、……ほんと、情けないよな、俺」


「……壮介くん」


　歪ゆがんでしまったその表情に、思わず名前を呼ぶ。けれどそれだけで、そこからどうしていいのか迷ってしまった遥に、久我はじっと視線を返してくる。それからゆっくりとベッドから腰こしを上げると、遥の方へ近づいた。


「……遥さん」


　名前を呼ぶその瞳に映る色が、ひどく切なそうに見えて遥の心臓が音を立てた。


「……ねえ、遥さんに、触ふれたい」


「……っ」


　ふいに告げられた言葉に息を呑のむ。なにも答えられずに戸と惑まどっていると、久我は遥の座っているソファの座部に片かた膝ひざをついて、更に距きよ離りを縮めた。


「……触れさせて？」


　そうしてこちらをじっと見下ろし、少し掠かすれたような低い声で囁ささやきを落とした。思わず身体からだを引いたが、後ろ手をついていた肘ひじの力ががくんっと抜ぬけてしまい、そのままソファに背中から倒たおれ込んでしまう。


「わ……っ」


「遥さん」


　すると、久我は覆おおい被かぶさるように遥の顔の両りよう脇わきに腕うでをついた。ひどく近い位置にある久我の瞳が、わずかに細められる。追いつめられたような状じよう況きようだというのに、鼓こ動どうが高鳴るように騒さわいで身体が熱くなった。


「今日誘さそったのは、本当は、ああいう時に遥さんが傍そばにいてくれたら、って思ったからだった」


「……え……？」


「そうしたらやっぱり、遥さんは、俺の中にあった、醜みにくい炎ほのおみたいなものを、すっと鎮しずめてくれた。冷静なつもりで頭に血が上ってた俺を、あそこで遥さんが止めてくれなかったら、俺、もっと自己嫌けん悪おに陥おちいってた。……遥さんが、俺を俺に戻してくれたんだ」


　そう言って久我は、遥の頰ほおにその大きなてのひらを添そえる。そのそっと触れた低めの体温に、遥はぴくんっと肩かたを揺らした。


「……本当に、俺、遥さんが好きだよ」


「……っ、壮介、くん」


「会うたびに、その気持ちは強くなってる。ほんとはずっと、いつでも、触れたくて仕方ないんだ」


　てのひらが少しずれて、親指の腹が遥の口唇くちびるを撫なぜると、背中にふるりと震ふるえが疾はしった。


「遥さんが信じてくれるまで、こういうことしないって言ったけど、……まだ、俺のこと信じられない？　少しでも、受け入れられない？」


　そう低い声で問いかけられ、遥は、胸の奥が絞しぼられるような痛みを感じて、きゅ、と眉まゆ根ねを寄せた。


「……そんなの、わかんない……」


「遥さん……」


「わからないけど、でも、俺……」


　受け入れられないかと言われたら、たぶんもう、ノーじゃない。けれど、まだ、自分の中の久我に対する想おもいを、ちゃんとまっすぐ口にできるほどに、しっかりと捉とらえられているわけじゃなかった。


　その戸惑いと、胸を襲おそう切なさが遥を襲って、どうしていいのかわからない。触れたいと乞こわれて、今実際ほんのわずかに触れられて、揺らぐものがある。気持ちが、傾かたむく。


　そんな困こん惑わくをうまく言い表せないもどかしさに、遥が言葉に詰つまると、久我は、そっとまた少し距離を縮めた。鼻の先が触れそうな位置で、吐と息いきを感じる。


「……ねえ、じゃあ遥さん、目、閉じて」


　囁く久我の声に、遥はその意図がわからず、ゆる、と瞬まばたきをして視線を返した。


「頷うなずかなくてもいいから、目を閉じて。そうしたら、そのあとのことは全部、俺のせいにしていいから」


　遥さんはただ、目を閉じて？


　再度そう乞われて、遥は、は、と微かすかに息を吐いた。胸が苦しい。


（……目を、閉じたら）


　きっと、確実にこれまでとは違ちがう変化が、ふたりに訪おとずれるだろう。それがどういうことなのかわかったけれど、甘やかすような久我の声に促うながされるように、遥はそっと、目を閉じた。











　厚い口唇が遥のそれを覆って、繰くり返しやわらかく食はむ。上うわ唇くちびるも下唇も、満まん遍べんなく舐なめられ吸われて、腫はれぼったくなってきた頃ころに、久我の舌が遥の口内を犯おかした。


　その濡ぬれた熱いものを感じるのは、ひどく久しぶりで、自分の舌を思わず引っ込めそうになった所を、搦からめ捕とられる。溢あふれそうな唾だ液えきを思わず呑み込んだら、小さな喉のど声ごえが上がった。


「……っぅん、ん……っ」


　じん、と舌の付け根から小さな痺しびれが滲にじんで、頭の中がぼうっとしてくる。なにかを考える力を、少しずつ奪うばわれてしまうような感覚に、ずるずると沈しずんでいくようだった。


　濡れた音を立てて遥の口唇を軽く啄ついばんだ久我が、口くち接づけを解く。そこでようやく、遥は、それまで閉じていた目を開いた。


　一いつ旦たん遥の両脇に腕をついてわずかに身体を起こした久我に、上から見下ろされて、ぼんやりと視線を返す。


　眦まなじりが熱い。あまり感覚のない口唇から、細い息が漏もれた。


「……遥さん、目、潤うるんでる」


　そう小さく笑えみを浮うかべる久我は、格好だけならひどく紳しん士しに見える。けれど仕立てのいいスーツにかっちり身を包んだまま、王子然とした容姿で微笑ほほえんでいるというのに、瞳ひとみを見ると、その潜む熱とのギャップに戦おののきすら感じた。


　その色に、頭の芯しんが痺れてしまったみたいに、ただ見つめ返すことしかできない。すると久我は、遥の腕を摑つかんで引っ張ると身体を起こさせた。


「なに……」


　向かい合うように座らされ、口を開きかけた遥は、再び口唇を塞ふさがれて思わず目を瞑つぶった。


「っ、ん、ふぁ」


　にゅる、と侵しん入にゆうしてきた舌先が遥のそれをくすぐり、吸い付く。深い口接けに、また意識を持っていかれて、まるで感覚のすべてが口唇に集中してしまったようだ。


　するとふと、わずかに肌はだ寒ざむさを感じた遥が目を開けると、久我の口唇が離はなれる。瞬きをする間に、腕を取られジャケットを脱ぬがされてしまった。


（……っ手慣れすぎ……）


「壮介く、んっ……ん……っ」


　ちゅ、と口唇に吸い付かれ声を呑み込まれる。次いでするっとタートルネックのシャツの裾すそから入りこんできた、久我の大きなてのひらが、遥の薄うすい腹を撫ぜ、鳥とり肌はだが立った。そのままその少しひんやりとした手は、肋あばら骨ぼねを辿たどるように触れていく。


「っぁ、……っ」


　胸の飾かざりを指先で転がされ、小さく声を上げてしまう。誰だれかにそんなところを触れられたのは、もう随ずい分ぶん前のことだった。こんな感覚だっただろうかと、まるで初めてのような気持ちに陥りながら首を竦すくめる。するとシャツの裾をたくし上げた久我と目が合って、頰に熱が集まった。


「……かわいい、遥さん。胸、感じる……？」


「っん、あ……っ」


　ちゅ、と口に含ふくまれ吸われると、びくんっと背中が跳はねた。舌先で転がされて、弾だん力りよくを増した胸のしるしが、つん、と尖とがる。そこは久我の唾液に濡れて、ひどくいやらしく見えた。


「遥さん、すごい敏びん感かんだね……」


「んっ、……ん……っ」


　突とつ起きだけでなく、その周りや脇わきの方まで時折口接けを移動させながら、久我は遥の胸を攻せめる。ちゅ、ちゅ、と小さく響ひびく音も羞しゆう恥ちを煽あおった。


「……っあ、ぁ……っ、ん、ぅ」


　胸から脇わき腹ばらに降りた手は、背中にも移動して撫ぜていく。ぞくんぞくんと、触れられたそこから震えが疾って、上うわ擦ずった声が出た。恥はずかしくて、堪こらえるように俯うつむいたら、思った以上に力の入らなくなっている上体が、久我の方へ傾いてしまった。


「……っ、ごめ、……っん」


　だが謝ろうとした言葉はキスで遮さえぎられ、やわらかく吸って離れた口唇が、平気だよというように小さく笑みを象かたどる。久我は一度遥を抱だきしめ、そのまま両手で腰こし脇わきを抱かかえた。


「っ、わ……っ」


「遥さん、こっち。……ね？」


「っ壮介くん……っ」


　ソファに座る久我の腰を跨またがされ、向かい合うように膝ひざに乗せられてしまう。ひどく恥ずかしい体勢に耳が熱くなって、思わず退どこうとしたが、腰に回された腕うでに阻はばまれた。


「それと、声……我が慢まんしないで？」


「っん、……っ」


　耳じ殻かくに直接囁ささやくように声を落とされて、久我の肩に添えていた手に思わず力が入る。そんなことを言われても、こういう行こう為い自体にブランクがありすぎて、自分がどんなふうに人に身を任せていたのかも、忘れてしまった。


　ひとりで処理するのとは違ちがう、吐息や温ぬくもりや声を感じるこの状じよう況きようは、確かに経験しているはずだ。なのに、久我に触ふれられると、どこか遥の記き憶おくを超こえてしまうような感覚ばかりが襲ってきて、どうしていいのかわからなくなる。


「っ、ぁ……っ」


　その戸と惑まどいを持て余していると、きゅ、と胸を彷徨さまよっていた手が尖ったしるしを刺し激げきして、頤おとがいが反った。


「っん……っ」


　その逸そらした頤にちゅ、と口接けた口唇くちびるは、顎あごの線を通って項うなじへと移動していく。捲まくり上げられたまま脱がされずにいる、タートルネックの首の部分に熱が集まってしまって、むずむずした。


「ふ、ぁ……っ、や……っ」


　ふいに、背中を辿っていた手が、するりと降りて、臀でん部ぶを撫なぜた。ズボンの上から、尻しりの形に沿うように這はうてのひらの感かん触しよくに、肩かたが揺ゆれる。


「んっ、あ、やだ……っ」


　胸を弄いじっていた方の手も加わって、ふたつのてのひらがそれぞれ腰から脚あしの付け根までを緩ゆるく愛あい撫ぶするのに、遥は声を上げた。


「ん……？　嫌いや……？　けど遥さん、……ここ、熱くなってる」


「あっ、んん……っ」


　ぐいっと腰を引き寄せられ、遥は己おのれの中心が既すでに形を変え始めていることに気付かされた。けれどその羞恥だけでなく、久我自身も硬かたく変化しているのを同時に教えられて、頭の奥が痺れる。


「……触さわっていい？」


「んっ、あ、待って……っ、あ……っ」


　その膨ふくらみに緩く触れられ、制止をかけたが間に合わず、ファスナーが緩められた隙すき間まから、久我の手が入りこんできた。下着の中に直接触れられて、思わず腰を引く。すると、背中がソファの端はしの肘ひじ置きに当たって、ぐらりと身体からだが傾かしいだ。


「っと、危ないよ、遥さん」


「……っ、ん、んん……っ」


　勢いでソファと隙間なくある背後の壁かべに頭をぶつけそうになったが、伸のびてきた久我のてのひらが、遥の後頭部を支えてくれた。そのままキスされながら、抱え込むようにして少し身体をずらされる。


　さっき背中が当たった肘置きとクッションに後頭部を凭もたれるような体勢になって、口唇を離した久我を見上げた。まっすぐに見つめ返してくる瞳に、引き込まれてしまいそうで少し怖こわい。


　けれど再度中心に触れられて、遥は咄とつ嗟さに声を抑おさえられなかった。


「っあ、や、ン……っ」


「……もう、少し濡ぬれてるよ」


「や、そんなの、あ……っ、んっ」


　恥ずかしいことを指し摘てきしてくる声は、ひどく甘くて、中心が更さらに熱くなる。擦こすられて、先せん端たんを弄られると、びくびくと腰が跳ねて仕方なかった。


「ん、ん……っ、ぁ、あ……っ」


「かわいい、遥さん……そのまま、気持ちいい顔、見せて……？」


「や、あっ、あ、ん……っ」


　ふる、と遥は首を振ふった。自分はこんなに敏感だっただろうかと思うほど、久我の指がもたらすものに過か剰じような反応を見せてしまう。ここまで急激に上り詰つめそうなほど、自分を抑えられないなんてこと、今までなかった。


　自分は、こういうことに対してもう少し淡たん泊ぱくで、いつもどこか冷静な部分が残ったままでいることが多かった。


　誰としても、いつも変わらず同じような、薄い感覚しか感じられずに、淡々と、行為が終わるのを待っていたばかりだった。……なのに。


（……俺、どうしよう、おかしい……）


　顔を見せてなどと恥ずかしいことを言う久我の視線は、遥に注がれたままだ。それも、遥の中の、羞しゆう恥ち心しんとその裏にあるなにかを刺激してやまない。その何かが、この今までにない、わけのわからない衝しよう動どうのような熱を煽る原因なのは間ま違ちがいなかった。


　だけど、その何かがなんなのかは、熱に浮うかされたこの思考では、見つけられるはずもない。


「っん、や、も……っ」


「ん……、いく？」


「あ、んん、い……っ、……ン……っ」


　躊躇ためらいも見せずに遥を追いつめる久我の手に翻ほん弄ろうされるがまま、熱を放ってしまった。胸が苦しくて、荒あらい息が漏もれる。


「……っは、ぁ……っん……」


　口の中に溜たまっていた唾だ液えきを、こくん、と呑のみ込んで、緩く瞬まばたきを繰くり返していると、顔の上に影かげが差す。近付いた口唇が降りてきて、口くち接づけを落とした。


「……すぐいっちゃったね、遥さん」


「……っん、ふ……」


「めちゃくちゃ、かわいかった」


「っ、……ん……っ」


　甘ったるい顔でそんなことを囁かれるが、まだ酸素の足りない頭はぼうっとしている。ちゅ、ちゅ、と眦まなじりや髪かみの生え際ぎわを辿っていた口唇が、つと胸に降りた。


　同時に、するっと腰に回された手がまた妖あやしく動き出すのに気が付いて、遥はようやく我に返った。


「……そ、壮介くん……っ」


　久我がこのまま、先に進むつもりなのだろうことは明白だ。彼はまだ熱を保ったままなのだし、普ふ通つうはこれで終わりでないことくらい、わかっている。けれど。


（……壮介くんは、知らないんだ……）


　自分がそもそも、ゲイであること。過去にちゃんと付き合った人物がいて、もちろんプラトニックなんかじゃなかったこと。そのどれも、遥は久我に話していないのだ。


　久我が遥の恋れん愛あい経験をどう想像しているのかはわからないけれど、散々彼の想おもいをはぐらかしてきたからには、同性愛者だと気付いている可能性は低い。それに、臆おく面めんもない久我の言動に振り回されていた自分の対応は、少なくとも慣れた様子には映らなかっただろう。


　事実慣れているとは言い難がたいような反応を、たった今晒さらしてしまったのだけれど……。


（だけどきっと、そんなの……）


　すぐにわかってしまう。この先に進んでしまえば、遥が、同性とのセックスが初めてじゃないことは、きっとばれる。


　こうして遥を抱こうとしているということは、久我は男同士のやり方を知ってはいるのだろう。彼が男を抱くことが初めてなのかそうじゃないのかは、やはりわからない。そんなことを考えてちくんと胸が痛む理由は、今は見ないふりをした。


　だがどちらにしろ、繫つながるための箇か所しよに触ふれられてしまえば、ブランクがあるとしても、消えてはくれない遥の過去を示してしまうに違ちがいなかった。


　───もしも、遥が初めてじゃないと、知られたら。


（……っ）


　その時の久我の反応を、幾いく通とおり予想しても、どれも胸が冷えるようなものしか思い浮かばなかった。


　呆あきれられるか、怒いかりを買うか、興味をなくすか、……軽けい蔑べつ、されるか。


　汚きたないと、思われてしまったら。既に汚けがされているなんてと、蔑さげすまれてしまったら。


　久我のことを、簡単に人を貶けなすような人間だと思っているわけではない。人の性せい癖へきを嗤わらうような人間だとも、思わない。けれど、それとこの恐きよう怖ふはまったく別のものだった。


　知られたくない、と思った。


「……っ、壮介くん……！」


　臍へその周りに口接けながら、ずれたズボンの隙間から臀部に手を差し込む久我に、遥は上半身を起き上がらせて名前を呼んだ。


「っ待って、ねえ、やだ……っ」


「……？　遥さん……？」


　上うわ擦ずったような声に、泣き出しそうな色が滲にじんだのがわかったのか、久我はふと愛あい撫ぶを止めると顔を上げた。その深い瞳ひとみと目が合った瞬しゆん間かん、ぽろ、と涙なみだが零こぼれる。遥自身も驚おどろいたが、久我はもっとびっくりしたように目を瞠みはって、身体を起こした。


「遥さん……？　どうしたの？」


「っごめ、俺、できない……っ」


　ふる、と首を振ってそう言ったら、また眦から雫しずくが溢あふれた。理由も言わずいきなり拒きよ否ひするなんて、一度受け入れようとしたのに、最低の行こう為いだ。


「壮介くん、俺……」


　これで久我が怒ったとしても、それは仕方がない。自分の身体なんかに、そんなに価値があるとも思わないけれど、真実を知られることの方が怖かった。


　だから、ただ謝ることしかできないと、再び謝罪を口にしようとした遥は、ふいに感じた温ぬくもりに目を瞠った。


「……ごめん」


　そう囁ささやいた久我に、抱だきしめられている。なぜ久我が謝るのかと混乱していると、ぎゅう、と遥を腕うでの中に抱いた力が強くなった。


「っ、壮介くん……？」


「ごめん、遥さん。俺、怖い想いさせたよね」


「え……？」


「いきなりそこまで受け入れられるはずないのに、ちょっとでも遥さんが応こたえてくれたことがうれしくて、舞まい上がってた」


　わずかに身体からだを離はなした久我は、そう言って遥の乱れた服を直す。だが遥は、久我のその言葉に苦しくなる胸をどうしようもないまま、頷うなずくことも首を振ることもできずにいた。


　やはり誤解されている。それは遥が予想したように、久我の怒りを買ったわけではなかったけれど、それでも、真実にはほど遠い。


　自分のせい以外なにものでもない理由で拒こばんでおいて、少しでも傷付いたような久我の表情に、こっちまで傷付いたような気持ちになるなんて、どれだけ身勝手なのか。


　これ以上久我の傍そばにいる資格すら、今の自分にはない気がして、遥は力の入らない脚あしをソファから床ゆかに降ろした。


「……俺、帰る、ね……」


　そう呟つぶやいて、立ち上がろうとした遥は、けれどぐいっと腕を引かれ腰こしを上げられなかった。驚いて振り返ると、久我が代わりに立ち上がる。


「俺が帰るよ」


「……え？」


「遥さんはこのまま、ここに泊とまりなよ。俺は、家でやらなきゃいけない仕事も持って帰って来てるし、帰るけど……遥さんをひとりで帰すの、心配だから」


　自宅まで送ることを遥が望んでいないとわかっているのだろう。そんなことを言う久我に、どこまでもデキた男だと、心の中でぼんやりともうひとりの自分が感心している。遥は、緩ゆるく首を振ふった。


「……大だい丈じよう夫ぶだよ。それなら下でちゃんと、タクシー拾うから」


「駄だ目め」


「っ、え」


「……わかってよ。こんな遥さん、ここから出したくないんだ。他ほかの誰だれにも、見せたくない……」


　タクシーすら却きやつ下かされて、幾いく分ぶん驚おどろいた目を向ける遥に、久我は切なそうに眉まゆ根ねを寄せた。つと、頰ほおにてのひらが触れて、肩かたが戦おののく。


「ね、お願いだから、これだけは俺の言うこと聞いて？」


　そう乞こう久我の目に、一体自分がどんなふうに映っているのかと思う。きっとまだ情欲の抜ぬけきらない、浅ましい色を拭ぬぐえずにいるのだろう。けれどそんなもの、久我が心配するようなことはないのに。


　そう自じ嘲ちよう気味に思っていると、久我はなにも応えない遥の反応を了りよう承しようと取ったのか、小さく笑えみを浮かべた。


　それはやはり少し切なさが混じったようなものだったが、久我は、遥の頰に添そえた手はそのまま、顔を傾かたむける。そしてそっと、驚く遥に触れるだけの口くち接づけを落とした。


「……また、改めてちゃんと、遥さんに触れさせて」


「……っ」


　そう囁いて離れた久我に、口を開こうとして、結局遥はなにも言えなかった。


　久我は遥から離れると、クロークから自分のコートを取り出して羽織り、ベッドルームのドアの所で振り返る。


「じゃあね、遥さん。……また」


　小さく手を上げて笑みを浮うかべた久我は、今度こそ背を向けて、部屋の出口へ続く短い廊ろう下かに姿を消した。


　すぐにがちゃん、と静かにドアが閉まる音がするのを聞いた遥は、ふっと身体から力を抜いた。ゆるゆると緩かん慢まんな動作で、再びソファに脚を上げ、窓の外を見る。


（……また、か……）


　あれだけの仕打ちを受けて尚なお、まだ遥を望む久我の瞳を思い出すと、胸の奥が絞しぼられるように狭せまくなった。切なさが溢れそうになって、またじわりと、眦まなじりが熱くなる。


「……ごめんね、壮介くん……」


　膝ひざを曲げて抱かかえ込み、遥は小さく蹲うずくまった。


　こんなことになってようやく、気が付いた。いや、こんなことにならなければ、気付けなかったのかもしれない。どちらにしても、愚おろかなのは自分だ。


（……俺、好きに、なってたんだ）


　それはやっぱり、一ひと目め惚ぼれなんかではなかったけれど、───いつの間にか、恋こいに、落ちていた。


　けれど、なおさら余計に、怖こわくて仕方なかった。拒むことしかできなかった。自分の気持ちを自覚してしまったからこそ、不安も恐怖も大きくなってしまう。


　それを抱えたまま、久我にぶつかる勇気は、今の遥にはなかった。


（……どうしたら、いいんだろう）


　ぎゅっと瞑つぶった瞼まぶたの裏には、幾いく度ども見た笑顔ではなく、去っていく久我の背中しか浮かんでこなかった。
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「ナナちゃ～ん、俺、ちょっと出てくるから」


　日用品のストック棚だなを探さぐっていた遥は、紺に声を掛かけられそちらを振り向いた。


「本屋行ってくんね」


「わかった。あ、待って紺、ついでにお使い頼たのんでいい？」


「ん？　いいよーなに？」


「トイレットペーパーとラップ。領収書もらってね」


　オーケーイ、と頷いた紺が出て行くのを見送って、ストック棚の戸を閉める。それから、無意識のうちに小さくため息をついた。


　昨日は、結局そのまま遥だけホテルに泊まったが、あまり眠ねむれなかった。折せつ角かくのラグジュアリーな空間を楽しむことができなかったのは、もったいないことなのかもしれない。広いバスルームを使い、キングサイズのベッドに潜もぐり込んでみても、どこか胸の奥が切なく疼うずき続けて、苦しくなる一方だった。


　寝ね不ぶ足そくのまま朝が来て、帰りにフロントへ寄ると、案の定料金は支し払はらわれていて、遥はカードキーを返すだけでよかった。


　そして今日は、最後のケータリングの日だった。昨日の今日で久我に会うのは、正直まだ困こん惑わくの残るままでは不安だった。とはいえ、仕事は仕事だ。楽しみにしてますと言ってくれた人たちの顔を思い浮かべて、準備を進めた。


　それでも紺と二人久我の会社に向かい、ランチの時間になると、やはり少し、内心落ち着かなくなった。久我が、いつものように少し遅おくれてやってくるのか、どんな顔を見せるのか、気になって仕方なくなる。


　すると、もうランチの時間も終わろうかという頃ころに顔を出した久我に、やっぱり心臓が跳はねてしまって仕方なかった。だが久我は、遥に目を留めると、申し訳なさそうに眉根を寄せた。その反応にどきりとすると、久我は「今日はランチを摂とる時間がなさそう」だと言う。


　どういうことかと思っていると、どうやらすぐに会社を出なければいけない、急ぎの件があるらしい。今日が最後なのにごめん、と謝る久我を、もちろん引き留めることなどできずに、謝ることじゃないよ、と首を振った。別に久我が悪いわけではない。


　久我の最初の顔が笑顔じゃなかった理由が、ランチのことだとわかったら、安あん堵どする自分がいて、遥はひとり苦く笑しようした。久我に対してどう接するべきか迷っているというのに、いざとなると彼の反応を窺うかがってしまうなんて、自分勝手すぎる。


　それでぐるぐるとまた思考に迷い込みながらも、無事最後のケータリングを終しゆう了りようして、店に戻もどってきた。


（……ほんとに、俺は、どうしたいの）


　今まで何度か、恋をしてきたつもりでいた。恋れん愛あいにもセックスにも、慣れたつもりでいた。なのに、こんなふうに切なく苦しい想おもいは味わったことがない。いつも、自分に愛を囁ささやく相手を、恋愛ってこんなものなのかな、とどこか冷静に見る余よ裕ゆうすらあったように思うのに……。それはもしかしたら、相手を本当に好きなわけではなかったのだろうか。


　だからいざ、こんな想いを抱いだいてしまうと、初めてのことばかりでどうしていいのかわからないのかもしれない。初めて自分から好きになったあの高校生の頃は、叶かなわず終じまいだったから、戸と惑まどいを覚えるほどの感情が自分の中で溢あふれそうになることに、実は慣れていなかったのだ。


「……やめよ」


　昨日からずっと、同じようなことを考えては、結局もやもやと胸を覆おおう気持ち悪さに耐たえきれなくなって、を繰くり返している。ひとまず今はそれよりも、夕方からの営業に向けての準備だと、思考を振り切るように首を振った。


　スイーツ用のシフォンケーキを作ろうと、調理器具と材料を取り出す。日ひ替がわりでフレーバーを変えているので、今日は紅茶のシフォンにしようと茶葉を手に取った。


　あと「本日のデザート」はフォンダンショコラとガトーショコラのどちらにしようかと、シフォンケーキの準備を進ませながら迷っていると、店のドアが開く音がした。怪訝けげんに思いながら顔を上げると、男がひとり立っている。まだ営業中ではないと気付かずに入ってきた客だろうかと思いながら、声を掛けた。


「あ、すみません、お店夕方からで……」


　言いながら、目が合った男の顔を見て、遥は内心で首を傾かしげた。どこか覚えのある顔のような気がして、けれどすぐには思い出せない。誰だれだっけと記き憶おくを探っていると、男は小さく口の端はしを上げるようにして笑みを浮かべた。


「……よお、久しぶり、七生」


　そう挨あい拶さつされて、遥は、つと目を瞠みはった。


「……池いけ島じま……」


　確かそんな名前だったと、遠い記憶から拾い出す。あいにく下の名前までは咄とつ嗟さに思い出せなかった。なにせそこに立っていたのは、高校時代の同級生だった。


　クラスが一いつ緒しよになったことは、たぶん一度だけ。仲がいいわけでもなく、話したことは数回しかなかったが、その数回は、実の所あまり思い出したくないものだった。


「覚えてくれてるなんて、嬉うれしいじゃん」


　その、あまりいい印象だとは言い難がたい笑みの浮かべ方と、軽けい薄はくな感じのするしゃべり方は、十年経たった今も変わっていない。あの頃、同性を好きだという噂うわさが一いつ瞬しゆん流れた遥に、どこか下げ卑びたような笑みで近付いてきた池島を思い出した。


　───七生ってオトコが好きなんだろ？　なら俺とヤんない？


　そんなことを愉たのしそうに言われて、肩かたを抱かれた感かん触しよくまで甦よみがえってしまった。もちろんその時、池島に嫌けん悪おしか感じられなかった遥は、速そつ攻こうで離はなれ、なんの話だと否定した。内心では冗じよう談だんじゃないと思いながらも、顔には出さずしらばっくれることが一番だとすぐにわかった。


　だがその後も何度か誘さそいをかけられ、その度たびに否定と拒きよ否ひを繰り返したのだ。卒業してからはまったく会うこともなかったから、すっかり忘れていた存在だった。


　それが一体なぜ、いきなり自分の店に彼が訪ねてくるなんてことになっているのだろう。


「……ふーん、こんな店やってんだ」


「……ていうか、なんでここに……」


　まさかたまたま通りかかったから、なんて理由じゃないだろうなと思いながら問いを向けると、池島は遥を見返して、口の端をつり上げた。


「ああ、いやさあ、ちょっと訊ききたいことがあって」


「……訊きたいこと？」


「七生ってさ、久我壮介と知り合いなの？」


「……え？」


　ふいに予想もしなかった名前が、池島の口から出て驚おどろく。


「昨日、本広義典の会長就任記念パーティーに、七生、いただろ？」


「……いた、けど」


　なんでそんなことを知ってるんだと怪訝に思いながら、返事を返した。


「偶ぐう然ぜん七生見つけてびっくりしてさ、連れの顔見て、もっと驚いて声掛けそびれたんだよなあ。……一緒にいたの、久我壮介だろ？」


　池島も同じ会場にいたのだろうか。ならば噓うそをついても意味がないと、素す直なおに頷うなずく。


「そうだけど……それが、池島とどう関係があるの」


　フルネームで久我のことを呼ぶ池島が、直接の知り合いだとは思えなかったが、あまりいい予感がせず、そう問い返した。すると池島は、眉まゆを上げて「俺？　大した関係じゃないよ」と笑う。


「それより、七生の方こそ、久我壮介と、どんな関係？」


　その池島の声のトーンが、少しだけ低くなるのを聞いて、遥はざわざわと胸の奥が騒さわぐのを感じた。だがその小さな動どう揺ようを、今決して外に出してはいけないという勘かんのようなものが、遥の表情をポーカーフェイスで覆わせる。


「……どんなって、仕事の関係だよ」


「仕事？」


「そう。久我さんの会社にケータリングを頼まれた。それも今日で終わったけど。あとは、こっちからウチのホームページ作成を依い頼らいしたり、それくらい」


　遥の返答に、池島は、へえ、と相づちを打った。それが信じたものなのか疑ったものなのかは、よくわからない。


「じゃあ、プライベートでの親交はないってこと？　けど昨日は、結構親しそうに見えたけど」


「……歳としも近いし、久我さんが社交的な人だから、会えばそれなりに話すよ。普ふ通つうじゃない？」


「ってことは、昨日は七生も久我壮介と偶然会ったわけ？」


　まるで尋じん問もんでも受けているようだと思いながら、さっと思考を巡めぐらせる。どの場面を見られたのかがはっきりしないのが気持ちが悪い。だがこういう時は、噓をつかずに、けれど知られたくない真実も口にしない、に限ると首を振ふってみせた。


「昨日は、久我さんに誘われたんだよ。ケータリングを受けてくれたお礼に、俺が好きなシェフの料理が出る催もよおしがあるからどうですかって」


　そう遥が答えると、池島は再度、ふーん、と真意のわからない相づちを打ってから、ジャケットの内側を探さぐる。そして差し出された名めい刺しに、遥は怪訝な視線を返した。


「……なに？」


「俺ね、今フリーのライターやってんの。つってもまあ、ネット用の記事がほとんどなんだけどさ」


　拒否するのも大人気ない気がして受け取った名刺には、池島の名前と携けい帯たい番号、メールアドレスが載のせられているのみだった。肩かた書がきもないし、連れん絡らく先の少なさにおいても、あまり真っ当な印象は持てない。自分がもし池島と初対面だったとしたら、絶対に信用などしないだろう。


「……じゃあ七生、久我壮介の父親のことも、知ってんだ？」


　初対面じゃなくても信用できないけどと思っているとそんなことを訊かれ、遥は池島を見返した。


「……知ってるよ。昨日のパーティーの主役なんだし。それがどうかしたの」


　そう答えながら、遥は、池島の目的がなんとなく摑つかめてきた。わざわざ回りくどい言い方で久我と本広のことを確かく認にんしてきたということは、池島の専門はそういった類たぐいのゴシップなのだろう。単なる予想だったが、当たっている気がした。


「あの会長さんってさ、昔っからもう、ネタに事欠かない人物だったんだけど、ここ最近、あんまり大きなものがなくてさあ、困ってんの」


　案の定池島はそんなことを堂々と愚ぐ痴ちる。紗江子との再さい婚こんはネタにはならないのかと思ったが、きっと池島が求めているのは、もっと、程度の低いごたごたしたゴシップなのだろう。


「知ってるか？　あの会長、すげえ傲ごう慢まんでさ、俺らみたいな庶しよ民みんを人間とも思ってないんだぜ。ひでえ扱あつかいなわけ。そんなに会長様が偉えらいのかって話だよ。ほんと、一発どかんと大きなネタでも仕入れて、一回痛い目見せてやりたいんだよなあ」


　憎にく々にくしげに本広を悪あし様に言う池島は、個人的な恨うらみでもあるようだった。だがおそらく、彼のこの態度からして、本広が好意的に受け入れられるわけがないことはあきらかだ。


　久我も本広に対するわだかまりを消せずにいたから、その印象が強いけれど、遥があの日会った限りでは、池島が言うほどひどい人物には思えなかった。大方、池島の逆さか恨うらみのようなものなのだろう。


「……だから、さ」


　ちら、と遥を見た池島は、小さく笑えみを浮うかべる。それはひどく嫌いやな感じしか受けないもので、遥は眉をひそめそうになるのをぐっと堪こらえた。


「まあ、息子むすこの久我壮介に関するネタでも、なんかないかと思ってさ。そもそも愛人の子供なんておいしい存在だけど、いまいちパンチに欠けるから、他ほかにないか訊きに来てみたわけ」


　くだらない、と思ったが、反応することが池島の調子をよくすることは明白で、遥はただ淡たん々たんとした視線を返した。


「ないよ、そんなもの。俺、昔から学校内で流れてる噂すら知らなかったくらいなのに」


「ああ、そういやそうだったっけ。……ま、そのうちなんかあったら？　ネタによっては高く買うから、俺に一番に連絡してよ」


　なにかあったらってなんだ、と気分が悪くなりながら、用が済んだなら早く帰ってくれないだろうかと思っていると、池島の背後のドアが開いた。


「ただいま～。ってアレ、お客さん？」


　本屋から帰ってきた紺が、遥に頼たのまれたトイレットペーパーとビニル袋ぶくろを持って、きょとん、と首を傾かしげている。


「じゃあ、七生。よろしく」


　すると、池島はそそくさと踵きびすを返して紺の横をすり抜ぬけ、店を出て行った。


「ナナちゃん？」


　不思議そうに遥を呼ぶ紺の、くりくりとした瞳ひとみになんとなくほっとする。小さく笑みを返して、遥は紺に歩み寄った。


「なんでもないよ。ちょっと昔の知り合い。それより、お使いごくろうさま」


　そうなの？　と相づちを打つ紺も、高校は同じだが、さすがに池島のことは知らないのだろう。逆にそれでよかったと思いながら、荷物を受け取ろうと手を差し出すと、紺はぱっと笑顔になった。


「あっそうだ、ナナちゃん、今日ね、薬局セールだったんだよ。しかもトイレットペーパーとラップが特売品！　午後なのにまだ残ってて超ちようラッキー」


「へえ、すごいね。紺の日ひ頃ごろの行いがいいのかもよ」


「やっぱそう思う？　俺の恩おん恵けいに与あずかっちゃったねえ、ナナちゃん」


「ありがたい話です」


　わざと居い丈たけ高だかに冗じよう談だんめかす紺に、あはは、と笑って礼を言う。弟のような紺の存在に一気に気持ちが和なごんだ。


　けれどそれでも、どこか胸の隅すみの方に、ざわめくような波が押し寄せるのを感じる。その嫌な感覚を、遥はどうしても拭ぬぐい去ることができなかった。











　夜、店を閉め紺も帰った後、ノートパソコンを開くと、いくつかのメールを受信していた。


　メルマガや業者からのものに混じって見つけた、久我からのメールに、少しどきりとしたが、件名の『忘ぼう年ねん会かいのケータリングについて』という文字を見れば、内容はすぐにわかった。


　久我らしい丁てい寧ねいだが固くはない短い挨あい拶さつの後に、ケータリングの要望の詳しよう細さいが記してある。少し急だが、九日後の、十二月の第一週目の週末に行いたいらしい。無理そうなら他の日を検討するからともあり、遥は予定を手た繰ぐった。今の所特に不都合はない。あまり時間はないが、できないことはないだろう。


　それにこの日が駄だ目めとなれば、また久我はそこを調整するのに、奔ほん走そうしなければならないに違ちがいなかった。


　希望通りの日程で了りよう承しようすることにして、返事を書いていると、傍そばに置いていた携けい帯たい電でん話わが震ふるえる。見るとこちらもメールを受信していて、しかも久我からだった。


　またいちいち跳はねる鼓こ動どうに自分でも呆あきれながら、受信画面を開く。そこには、今日は最後だったのにランチを食べられなくてごめん、という言葉と、さっきパソコンに忘年会のケータリングについての詳細を送ったから、という連絡があった。


　遥がパソコンのメールに気付かない場合を考えてなのだろう。今見たよと思いながら、文面をスクロールしていくと、最後に、来週末のケータリングまで、仕事が立て込んでいて会いにいけないかもしれない、とあった。


（……忙いそがしいんだ）


　あともう二、三日で師走しわすに入るのだし、忙しいのはいいことだろう。今まで二日と空けずに店に顔を見せていた方が、どちらかというとおかしいのだ。


（……でも）


　もしかしたら、その方がいいのかもしれない。


　昼間の、池島の厭いやらしい目を思い出した。───池島は、久我のことを狙ねらっている。それだけじゃなく、彼は、遥の高校時代の噂うわさも、知っているのだ。


　池島が当時、遥の否定を信じたかどうかは、正直怪あやしい。事実あの噂は本当のことなのだから、それを見み抜ぬかれていた可能性は高かった。池島の危険な所は、あの小こ賢ざかしいような狡こう猾かつさだ。


　久我と自分は、付き合っているわけではない。だが、ただの知り合いだと言ってしまうには、ひとつ線を越こえてしまった。最後まではできなかったけれど、それでも……少なくとも、単なる「おともだち」ではない。そしてそれはたった昨日のことで、だからこそ、余計に遥は、自分の中に滲にじんでくる後こう悔かいを大きく感じてしまう。


　あの時、受け入れてみようなんて思わなかったら。ちゃんと、首を振ふれていれば。……目を、閉じなかったら。


　たられば、がなんの意味もないことなんかわかっていても、そう思わずにいられなかった。


　この曖あい昧まいでもどかしい関係を嗅かぎ付けたら、池島はきっと、読むに堪たえないくらい誇こ大だい表現されたスキャンダルにしてしまうだろう。……それだけは、避さけなければいけなかった。


　久我が、どれだけの想おもいを抱かかえて、葛かつ藤とうを超こえて、今の場所に立っているのか、それを自分は知っている。消えないわだかまりに苦しんで、それでも自分なりの道を行くのだと言った彼の、大切にしなければならないものがなんなのか、考えるまでもなかった。


　それは自分とのこんなおかしな関係ではない。


　久我が今まで作り上げてきた、まっすぐに未来へ向かうための足場こそ、守らなければならないものだ。


　───また、改めてちゃんと、遥さんに触ふれさせて。


　そう囁ささやいた久我の声を思い出す。あの、まっすぐで綺き麗れいな、深い瞳を、無む性しように見たいと思った。けれど。


（……また、はもうないよ、壮介くん）


　どのみち、成じよう就じゆさせるために踏ふみ出す勇気もなく、戸と惑まどいばかりを持て余していた自分だ。素す直なおな自分を見せることもできず、まっさらじゃない自分の身体からだも過去もさらけ出せない。


　遥といても、久我にとってプラスになることなど、ない。


　そう思うと、きりりと胸が痛くなって、息が苦しくなった。……恋こいに落ちるということは、そしてそれをあきらめるということは、こんなにも、つらいものだっただろうか。


　ずっと、本当に真しん剣けんには誰だれとも向き合わずに過ごしてきた、自分の狡ずるさと弱さに、罰ばちが当たったのかもしれなかった。











　九日間のうちに、久我から何度かメールは来たが、携帯電話へのそれには返事をしなかった。


　ケータリングの件はパソコンから、予定している料理などを返信はしたが、それは至って事務的なものだ。


　久我の腕うでを受け入れることはできない。彼の想いが本物だろうとそうでなかろうと、頷うなずくことはしないと決めた。


　なのにふっと気を抜いた瞬しゆん間かんに、あの笑みや、声や、温ぬくもりを思い出しては、胸を塞ふさぐ切なさにひとりで泣きそうになっている。そんな未練に溢あふれる自分が浅ましくて、嫌だった。


　きっと今日、二人きりになる機会があったら、久我は遥の様子を窺うかがってくるだろう。そうしたら、きちんと、付き合うことはできないと、告げなければいけないのに。揺ゆらいでいる心があったら、聡そう明めいなあの瞳に見み透すかされてしまいそうで怖こわかった。


「……ナナちゃん？　だいじょぶ？」


　心配そうな紺の瞳に覗のぞき込まれて、遥ははっと我に返った。またぼうっとしてしまっていたらしい自分に気が付いて、慌あわてて笑えみを浮うかべる。


「ごめん、大だい丈じよう夫ぶだよ」


「ほんと……？」


「ほんとだって。ちょっと夢見が悪くて寝ね不ぶ足そくなだけだから」


　十八時から始まるケータリングに合わせて、十五時過ぎには例のフロアに準備にやってきていた。どこか疑わしそうな紺の視線を受けて、そそくさと煮に込こんでいる途と中ちゆうのタンシチューの鍋なべの様子を見る。


　これでいて紺は時々驚おどろくほど聡さとい所があるから、遥の気持ちが落ちていく一方なことには、おそらく気付いているのだろう。理由もわからないに違ちがいないのに、そうして時折声を掛かけてくれることが多かった。


「……あのさあ、ナナちゃん。俺、思い出したんだけど」


「ん？　なにを」


　やわらかい部分だけをシチューに使うために切り落とした、舌先の固い箇か所しよを、サンドウィッチの具に使うために解ほぐしながら紺が再度口を開く。遥は、パスタ用のトマトを手に取って、紺に目を向けた。するとこちらを見る紺と目が合う。


「この前の、池島だよね？」


「……っ」


　窺うでもなくするっとそう言った紺に、あからさまに動どう揺ようしてしまう。


「……なん、で、知って」


「やっぱり。なんかさ、見たことある顔だなあって思ってたんだよね。したら思い出した。高校ん時、ナナちゃんに迫せまったことのある奴やつじゃんか」


　知らないだろうと思っていたが、そんな所を見られていたことがあったのか。それにしたってよく思い出したなとその意外な記き憶おく力に驚いていると、紺はつと眉み間けんの皺しわを深くした。


「なんか、あんま評判よくなかったし、実際印象よかった記憶ないから、逆に思い出せたけど……なんであいつが、今いま頃ごろになってナナちゃんと話してたの？」


「……大したことじゃないよ。紺が心配するようなことないから」


「じゃあなんで、ここん所ナナちゃんそんな元気ないんだよ。なんかあったんじゃないの？」


　手を止めて身体ごと遥の方を向き、まっすぐにそう訊きいてくる紺に、息を呑のむ。久我といい紺といい、どうしてこうも、最後の最後では逃にげを許さないような目をするのだろう。


　こんなことで、久我と相対したときに、本当に自分は彼を拒こばむことができるのか。そう思って、遥は、ということはつまり、久我に対するその応対が、逃げなのだと自覚した。


（……でも、だって他ほかに、どうしようもない）


　それが正しいのか間ま違ちがいなのかなんてわからない。だけど、そうすることしかできないのだ。


「ナナちゃん」


　再度名前を呼ばれて、遥は小さく息を吐はいた。紺を池島の話題から離はなすためには、久我のことくらいでなければ駄だ目めだろう。それもまた、遥の結論を聞けば、紺はきっと納なつ得とくしきれずにどうしてと問うてくるに違いない。けれど、それならまだ、遥自身が決めたことだからと、話を終わりにできるような気がした。


「確かに、ちょっとぼうっとしてた。でもそれに池島は、ほんとに関係ない。ただ……壮介くんのことで」


「壮ちゃん？」


「ん。……今まで、俺、中ちゆう途と半はん端ぱにしてきたこと、はっきりさせようと思って」


　遥のその言葉に、紺は、え、と目を瞠みはる。


「はっきりって、ナナちゃん、壮ちゃんのこと」


「……やっぱり、受け入れられないって、言うって決めた」


「なんで!?　だって」


「怖いから」


　やはり予想通りの声を上げる紺に、遥は静かにそう返した。


「恋れん愛あいなんてもう面めん倒どうくさかったし、する気なんか全然なかったから、誰かを受け入れることがどういうことなのか、俺はちゃんとわかってなかったの。壮介くんの気持ちを向けられれば向けられるほど、どれだけ覚かく悟ごしなきゃいけないことがあるのか、段々わかってきて、……俺にはそんな強さはないなって、そう思ったから」


　直接の理由は他にあったにしろ、紺に話した言葉も、遥の中で久我に別れを告げることを決めた気持ちのひとつだった。


　結局、その強さがあれば池島になにを言われようと、久我にまだ打ち明けていないことがあろうと、彼を受け入れようと思えたのかもしれない。だからこの結論にしたのは、やっぱり自分の弱さだ。


　……覚悟がなかったのは、壮介じゃなく、自分の方だ。


　それをこんなふうに堂々と誰かに話すのは、ひどく恥はずかしいことだとわかっていたけれど、紺に言うことで、もう決めたのだと改めて自分に言い聞かせたかったのかもしれない。


「……ねえナナちゃん」


「……ん？」


「それって、壮ちゃんのこと好きだって言ってるの、わかってる？」


「え？」


　紺の言葉に目を瞠る。それから自分でも気が付いて、あ、と口元を押さえた。


「好きなのにあきらめるんだって、そう聞こえるよ」


「……それ、は」


「ナナちゃん、前にさ、俺にヤキモチ焼いたでしょ」


　いつかの思い出したくない出来事を持ち出されて、遥はまた自己嫌けん悪おに陥おちいりながら少し俯うつむいた。ごめん、と小さく謝ると、「なんでナナちゃんが謝んの」と紺の顔が遥を覗き込む。


「俺ね、ただびっくりしたの。あん時のナナちゃん、いつもの静かで穏おだやかでやさしいナナちゃんじゃなかった。あんなふうにちょっと怒おこってみせたり、感情を表に出すなんてこと、今までなかったから。俺が今までずっと見てきたナナちゃんの恋愛の中でも、初めてだった」


「……紺」


「だから、ああ今度こそは、ナナちゃんの中で、なんか変わってんのかなって、そう思って、俺は嬉うれしかった。……壮ちゃんと話しながら、いつもと違う表情してるナナちゃん、すごいかわいかったんだよ」


　ずっと、遥に、恋愛をしろと奨すすめてきた紺は、そう言って笑みを浮かべる。それから、きゅっとわずかに眉間に皺を刻んだ。


「そんなに好きなのに、あきらめんの？」


「……だって」


　まっすぐに問う紺に、言い訳のように呟つぶやいたら、堪こらえきれずくしゃと表情が歪ゆがむのが自分でもわかった。


「俺は、……俺は、そうかもしれないけど。壮介くんのこと、……好きに、なって、今まで知らなかったこと、気付いたりしたけど。……傍そばにいたいって、思うけど」


「……ナナちゃん」


「でも、壮介くんは、俺と一いつ緒しよにいても、いいことなんか、ないんだよ、紺」


　池島のことは紺にも言えない。けれど、それだけが理由じゃなく、もしその件がなかったとしても、そんなことは考えればすぐにわかることだった。誰だれがどうシミュレーションしたって、自分と久我が一緒にいることに光が見えるとは思えなかった。


「ナナちゃん……」


　思わず吐と露ろしてしまった本音に、紺の目が気き遣づかうような色を浮かべる。それに遥は、少し落ち着こうと自分に言い聞かせて、小さく笑ってみせた。


「……大丈夫だよ。きっと壮介くんも、すぐに俺のことなんか忘れてくれるから」


　そう言うと、もうこの話は終わりだと示すように、準備の続きに取りかかった。


　ただ報告のように言うつもりだったのに、思った以上に感情のコントロールができなかった。自分の想おもいを偽いつわって振ふる舞まうことは、本当に難しい。


（……壮介くんと話す時は、ちゃんとしなきゃ）


　そう改めて思い、作業を進める遥に、紺はそれ以上久我の件に関してはなにも言ってはこなかった。


　それにほっとするのもつかの間、いつもの倍の量を用意しなければならない準備に追われているうちに、打ち上げ兼けん忘ぼう年ねん会かいの開始時間になる。


　ぞろぞろとフロアに入ってくるひとたちの顔を確かく認にんする暇ひまもなく、忙せわしなく動き続けた。料理が切れそうになる前に追加を作ったり、時折話しかけてくる、顔見知りになった社員と会話を交かわしたりだったが、予想以上に忙いそがしい。


　だから、最初代表として挨あい拶さつをしていた姿を見た後は、久我がどこにいるのかはなかなか確認できなかった。だがたぶん、フロアを隈くま無なく回って代表としての役目を務めているだろう。


　それから、ビンゴなどの小さな余興もありつつ、三時間ほどで宴うたげは終しゆう了りようした。明日は日曜だし、この後二次会に繰くり出す一派や、そのまま帰るのか「おつかれさまでした」と挨拶して回るひとたちを眺ながめながら、終わった、と遥はひっそり息をついた。


　片付けも、いつもの倍の人数だっただけにやることが多かったが、料理は粗あら方かたなくなっていたのもあり、処理に困ることがなかったのが嬉しい。


　材料がなくなった分、帰りは荷物が減った。だが、いつもここにある食器だけでは賄まかないきれなかったために持ってきたものもあり、一度では車まで運べない。二回に分けることにして、紺とふたり再度フロアに戻もどってきた遥は、ドアを開けて思わずびくっと肩かたを揺ゆらした。


「遥さん」


　見送りや挨拶をするためにか、一いつ旦たんフロアを出て行っていた久我が中にいた。


「遥さん、伊勢谷も、今日はありがとう。料理、すごく美味おいしいって、評判だったよ」


「……そう。ならよかった」


　笑え顔がおを浮うかべた久我が近寄ってきて、礼を述べるのに、なんとか小さく笑みを返した。すると、遥の後ろで「いいえー」と返事をしていた紺が、ぽん、と肩に手を触ふれる。


「ナナちゃん、俺、荷物持って先下行ってるね」


　そう笑いかける紺を見返して、遥は、ん、と頷うなずいた。紺が納得したのかどうかはわからなかったが、少なくとも、遥の行動を見守ることにしてくれたらしい。


　どうやら残りの荷物は紺ひとりで持つことができたようで、じゃね、と出て行く背中を見送る。ばたん、とドアが閉まると、一いつ瞬しゆん、しん、とした空間になって、遥は鼓こ動どうが高鳴るのを感じた。


「……遥さん」


「……なに」


　名前を呼ばれて、遥は声が震ふるえないようにと返事を返す。あれだけちゃんとしなければと思っていたのに、やはりひどく緊きん張ちようしてしまっていた。


　自分は久我と会った当初、恋こいになんて落ちるわけがないと思っていた時、どんなふうに接していたんだっけと考えるけれど、思い出せない。


「遥さん、怒ってる？」


　そんなことを訊きかれて、遥は、逸そらしてしまっていた視線を久我に戻した。怒ってる？　と久我の言葉を心の中で繰り返して、思い当たる。


　何通もくれたメールに返事をしていなかったし、最後に会った時の別れがあんな形だったからだろう。


「……怒ってないよ、別に」


　そう返した遥は、ただ、と続けた。


「ちょっと、……考えてた」


「なにを？」


　そう問う久我は、遥の雰ふん囲い気きからなにかを感じているのかもしれない。さっき紺がいた時にはまだあった笑みが、消えていた。


　だが、ならその久我の感じているだろう予感に便乗してしまおう。そう思って、遥は心の中でひとつ深呼吸をすると、そっと口を開いた。


　心臓が、ぎりぎりと、今までにないほどの痛みを訴うつたえていたけれど、必死で無視をする。


「───俺、やっぱり壮介くんとは、付き合えない」


　そう遥が告げる間にも、まっすぐにこちらを見返してくる久我の瞳ひとみに、ふいに負けそうになるのを堪えた。噓うそを見み透すかすような色を強く感じる気がしてしまうのは、こちらに少なからずやましい気持ちがあるからだろう。


　ただ久我は、あまり表情を変えることなく、遥を見つめたまま口を開いた。


「遥さんが、そう思った理由は、なに？」


「……この前、壮介くんに触れられて、俺、やっぱり駄だ目めだってわかった。壮介くんを、そういう意味で好きには、なれそうにない、って」


「それは俺が、遥さんの恋れん愛あい対象にはならないってこと？」


「……そう。それに俺、そろそろちゃんと結けつ婚こん相手探して、父親安心させてあげたいなって、思ってたから」


「……ほんとに？」


　用意していた言い訳を述べると、そんな問いを返されて、「ほんとだよ」と間を置かず反射的に返した。だがすぐに、むきになるなんて疑ってくださいと言っているようなものじゃないかと、トーンを抑おさえる。


「壮介くんにも、話したでしょ。ウチ、二人だけの家族なんだよ。男手ひとつで俺のこと育ててくれた父親に、ひとり息子むすことして孝行できることなんて、それが一番だって」


「そうじゃないよ、遥さん」


　遥の言葉を遮さえぎるように、静かにそう言った久我に、え、と目を向ける。久我は、一歩、遥の方に近付いた。


「……本当に、俺のことを、好きじゃない？」


「……っ」


　思わず息を呑のんで、遥は近付かれた分、一歩下がった。端はなから遥の言い訳が噓でしかないと見み抜ぬいているような久我に、ふる、と首を振った。


　───壮ちゃんと話しながら、いつもと違ちがう表情してるナナちゃん、すごいかわいかったんだよ。


　紺の言葉が、ふいに耳に返る。そんなこと、言われても、知らない。


　───そんなに好きなのに、あきらめんの？


　叶かなえる気なんか、なかったのだから、これでいい。


「……好きじゃ、ない」


「遥さん」


「好きじゃないってば！　っだから、……っ」


　離はなれるだけ近付いてくる久我に、思わず声を上げた。


　来ないで、と言おうとした遥は、ぐいっと腕うでを摑つかまれ引き寄せられた。わずかに浮いたのではないかと思うくらい強ごう引いんに腰こしを抱だかれ、驚おどろいた声を上げる間もなく、目を瞠みはる。


「ん！……っんん、ン……っ」


　腰と肩を抱き込まれ、深く、口唇くちびるを塞ふさがれていた。久我の腕の中に簡単に収まってしまった身体からだを、捻ひねろうと思っても、まったく動けない。


　息ごと奪うばわれるようなこんな激しい口くち接づけを、久我から受けるのは初めてだった。動どう揺ようと困こん惑わくが遥を襲おそい、腕を折りたたむように久我の胸についた手に、ぎゅ、と力が入る。


「……っんふ、ん……っ、ん」


　だが、繰り返される口唇と口内への愛あい撫ぶに、その力も段々と抜ぬけてしまう。痛いほどに抱きしめる腕や、間近に感じる久我の匂においにも、抵てい抗こうしようとする意識を奪われそうだった。


　腰に回された手が、ふいに背中を撫なぜ、ぞくんっとそこから震えが疾はしる。肩を戦おののかせた遥は、微かすかに喉のどの奥で声を上げた。すると、つっと糸を引くようにして、久我の口唇がわずかに離れた。


「……俺に触さわられて、遥さん、あんなに感じてたのに？」


「……っ！」


　濡ぬれた口唇で囁ささやかれた言葉に、我に返ると同時に、かああ、と首もとから熱が上がってくるのがわかった。いつもの優しさがない、久我の瞳が、遥を捉とらえて責める。


　羞しゆう恥ちと戸と惑まどいと後こう悔かいのようなものと、よくわからない感情が襲ってきて、遥は、どん、と腕を突つっ張ぱった。


「……壮介くんのことなんか、好きじゃ、ない」


　じわ、と眦まなじりが熱くなるのも自覚しながら、それでも遥は同じ言葉を繰くり返す。そうして久我から離れると、そのまま遥は逃にげるように背を向け、フロアを出た。


　浅ましい想おもいを見透かされたことが、ひどく恥はずかしい。そして悲しかった。


　久我の想いにちゃんと向き合えない自分を、これできっと彼は呆あきれただろう。あんなふうに歪ゆがんだ久我の目を、初めて見た。


（……壮介くんのこと、傷付けた）


　わかっていたことなのに、そう思うと、まるで自分がそうされたみたいに、じくんと胸が痛む。そんな資格なんかないのに、泣きたくて仕方がなかった。
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　ありがとうございました、と店を出る最後の客を見送った後、遥は息を吐はいた。今日はなんだか疲つかれた。日曜だから、少しは客足も増えるが、そういつもと変わらない日だったはずなのに。最近ずっと、あまり眠ねむれなかったからだろうか。……案の定、昨日の夜も、心地ここちのいい睡すい眠みんは訪おとずれてくれなかったのだけれど。


「ナナちゃん、今日は俺が賄まかない作ったげるよ」


　食器を下げてきてシンクで洗い出した紺が、そう声を掛かけてくる。それに視線を返して、遥は思わず苦く笑しようを浮うかべてしまった。昨夜、紺の待つ車に戻もどった顔は、相当ひどかったのだろう。けれど、遥の名前を呼んでやわらかくハグをくれた紺の前でも、泣くことはできなかった。


　それもあり、あきらかに気を遣つかってくれている紺に、ありがたい気持ちも大きくて、頷うなずく。


「ありがと。でもなんか、軽いものでいいよ」


　正直、あまり食欲もない。せっかく作ってくれるというのに、残してしまったら申し訳ないしと、そうリクエストした。


　すると紺は「じゃあ、洋風トマト雑ぞう炊すいは？」と自分のレパートリーの中から提案してくれる。コンソメ味のあっさりした雑炊は、前にも紺が作ってくれたことがあり、その味を思い出して遥は「じゃあ、それで」と笑えみを返した。


　当然のことだが今日、会社が休みのはずの久我は、店には訪れなかった。自分から拒こばんだくせに、そんな事実に打ちのめされそうになっているなんて、どちらにしろ覚かく悟ごは足りないままだったのかもしれない。


　それでも自分で決めたことなのだから、心の奥の方に溜たまったまま、身体を重くしている澱よどみを消化する方法を見つけたかった。


　するとふいに、店の電話が鳴り響ひびき、遥は思考をやめるとカウンターに戻って受話器を取った。


「はい、カフェランプです」


『……遥さん？　久我です』


「っ、そ、すけくん……？」


　思いもよらなかった声に名前を呼ばれて、遥は、うまく喋しやべることができなかった。口の中に溜まった唾だ液えきを呑み込む。どきどきと高鳴る鼓こ動どうが耳の裏でうるさいくらいに騒さわいだ。


『遅おそくにごめんね。……実は、昨日のケータリングのことなんだけど』


「昨日の……？」


　事務的な内容だとわかり、落らく胆たんなのか安あん堵どなのかわからない想いが胸に落ちてくる。そんな自分に、また自分で呆れながら、なんだろうかと訊きき返した。


『まだはっきりとはわからないんだけど、……もしかしたら、食中毒が出たかもしれない』


「え……？」


『昨日の忘ぼう年ねん会かいに参加した人間が、体調不良を訴うつたえてるらしいんだ。ウチじゃなく、向こうの会社の人間なんだけど』


　久我が口にした、食中毒、という単語が頭の中をぐるぐると回って、混乱が渦うず巻まく。どういうことだろう。なぜそんなことに。


『遥さん？』


「っあ、え、なに？」


『まだ本当に食中毒かどうかはわからないんだ。体調不良なのは、今の所ひとりだけらしいし、他ほかに原因がある可能性も高い』


「でも、あ、俺、今からすぐそっちに」


『その必要はないから』


「っえ」


　とん、と崖がけで肩かたを押されたような気分になった。静かな久我の声が、これほどに冷たく聞こえたのは初めてで、狼ろう狽ばいが頭を支配する。


『今遥さんがこっちに来ても、意味がない。それより遥さんは、昨日の材料、調理法になにか問題がなかったかを、まず調べてほしいんだ』


「……う、ん」


『検査結果は、明日の午前中には出るらしいから、それまでに、なるだけ詳くわしく。いい？』


「……ん、わかった。今からすぐ、調べる」


『うん。よろしく。また連れん絡らくするから』


　そう言って、久我は通話を切った。私語など一いつ切さいない会話に、それでもう当然のはずなのに、どうしてこんなに胸が苦しいのだろう。


「……ナナちゃん？　どうかした？　今の、壮ちゃんだったの……？」


　すると、食器を洗い終わった紺が怪訝けげんそうに遥の顔を覗のぞき込んでくる。それに、あ、と視線を返した。……自分はどれだけ身勝手なのだ。今は久我の態度に傷付いている場合なんかではないのに。それよりも先に、やらなければいけないこと、心配すべきことがあった。


「紺、ごめん。もしかしたら俺の不注意で、大変なことになるかもしれない……」


「え？」


「……昨日のケータリング、食べた人が、体調不良なんだって」


「え、ちょ、待って。それって食中毒かもってこと？」


「や、まだわからないんだって。でも、検査結果が明日出るらしいから……」


　確か、検査の結果で、食中毒だと診しん断だんされた場合、医師から保健所への通知が行くことになっている。そうすれば、保健所からの検査が店に入るのは間ま違ちがいないだろう。


　その場合には、おそらく、店はしばらくの間休むしかなくなる。そうしたら、働いてくれている紺にまで影えい響きようしてしまう。


（……それに、壮介くんの会社も）


　ケータリングをやった、あのフロアも検査の対象になるだろう。それだけでなく、そのせいで、久我の取引先にも迷めい惑わくをかけることになれば、彼の会社が被かぶるものはきっと大きい。


「けど、そうじゃない可能性もあるってことだよね？」


「そうだけど……とにかく、今は、なにかこっちに原因がなかったか、調べなきゃ」


「じゃあ、それで問題がなきゃ、とりあえずは安心材料になるじゃん。よし、調べよ！」


　前向きな姿勢を見せる紺に、そうだねと頷いた。動どう揺ようしている場合ではない。頭をしっかりと働かせて、何時間かけてでもはっきりとさせなければいけないのだ。


　だが、賄いも摂とらずに、紺と二人調べてみても、原因はわからなかった。


　料理に使った材料はすべて、いつもと同じ業者や、契けい約やく農家から仕入れたものだし、消費期限も充じゆう分ぶんに余よ裕ゆうのあるものばかりだった。衛生面でもいつものようにきちんとしていたはずだし、調理の手順にしても、間違いはなかった。中あたるようなものも使っていない。


「多少人数は多かったけど、いつもと変わったことなんてやってないし……やっぱその人が単に調子悪かっただけなんじゃないの？」


「……うん、だといい、けど……」


　徹てつ夜や状態で調べまくり、外はまだ真っ暗だが、時計を見れば明け方近かった。つかれたー、とテーブルに突っ伏ぷした紺は、遥の曖あい昧まいな返事に顔を上げる。


「どしたの？　なんか気にかかることあった？」


　ふいに心配そうな声になって遥を窺うかがう紺に、迷いながら視線を返した。少しだけ躊躇ためらって、口を開く。


「……俺、ほんとに大だい丈じよう夫ぶだった？」


「え？」


「昨日、俺、ちゃんとやれてた？　いつも通り、できてた？」


「ナナちゃん？」


「俺……昨日、時々自分でも知らないうちにぼうっとしてたかもしれない。……どこかで、俺がなにか、間違えたの、かも、しれない……」


「ちょっ、なに言ってんだよ！」


　紺が慌あわてたように立ち上がって遥の肩に手を置く。


　口にしたら、ますます怖こわくなった。昨日の自分は、どこか上の空な部分が、間違いなくあった。久我のことを考えて、集中しきれずに作業をしていたかもしれないのだ。


　更さらにひどいのは、それをはっきりと思い出せないことだ。自分を信じられないなんて、こんなに最低なことはない。


　けれどもしも、検査結果が食中毒を認めるものだったら、それは。


（……俺のせい、だ……）


　せっかく、遥の腕うでを信しん頼らいして依い頼らいしてくれたのに、久我を失望させてしまった。だから昨夜の声も、あんなに色のないものだったのだろう。


「ナナちゃん、いつも通りにやってたよ。それは俺が保証する。大丈夫だって」


「……うん、ごめん、紺」


　ね、と元気づけるように首を傾かしげる紺に、小さく笑えみを返す。もし店を休まなければいけなくなったら、どこか他にいい所を紹しよう介かいしてあげなければ。紺はたぶん、どこででもちゃんとやっていけるだろうし、その心配をしなくてもいいからよかった。


「ね、ナナちゃん。壮ちゃん、また連絡するって言ってたんでしょ？　それまで休んだら？」


　ふっと笑みを浮うかべて、顔を覗き込んできた紺が、肩を抱だいてそう提案する。だが遥は、小さく首を振ふった。


「……眠ねむれそうな気、しないから」


「でも、ちょっとでも寝ねた方がいいよ。ただでさえ寝不足なのに」


「けど、いつ壮介くんから連絡あるか、わかんないし」


　遥がそう言うと、紺は「ナナちゃん」とまっすぐ視線を合わせた。


「お願いだから、せめて布ふ団とんに横になろうよ。ナナちゃんは自分で見えてないけどさ、すごい顔色悪い。俺、正直ナナちゃんが倒たおれるんじゃないかって、そっちの方が心配でたまんないんだよ？」


「紺……」


「俺、まだ帰んないでいるし、壮ちゃんから電話があったらすぐに知らせるから」


　ね、と懇こん願がんするように紺が言う。


　どうあっても遥を休ませるまでは引かないと、その黒目がちな瞳ひとみが言っているようだ。その瞳を見つめ返して、遥は、少し考えてから、小さく頷うなずいた。











　三階の居住スペースに上がると、紺がブランデー入りのホットミルクを作ってきてくれた。ありがとうとそれを受け取り、ゆっくり飲み干すと、身体からだの中が温まって、少しだけ力が抜ぬける。


　普ふ段だんほとんどアルコール類を摂せつ取しゆしないこともあって、眠ねむ気けを誘ゆう引いんしてくれたのか、ベッドに横になると、しばらくして瞼まぶたが重くなってきた。


　床ゆかに置いた間接照明だけがぼんやりと部屋を薄うす暗ぐらく照らし、暖だん房ぼうが効いてくると、更に身体がベッドに沈しずんでいくような感覚に逆らえない。


　紺に言われて従ったはいいが、彼は寝なくてもいいのだろうか。再び店に降りた紺のことを思い出す頃ころには、指先を動かすのも億おつ劫くうになっていた遥は、そのまますうっと、意識を手放した。


「───……」


　だが、やはり眠りは浅く、ふと意識が浮ふ上じようした。いろんな夢を見た気がするが、思い出せない上に少し疲つかれた。だが身体的にはやはり少し楽になったようにも思える。


　ゆっくりと身体を起こして、時計を見ると、どうやらそれでも三時間弱くらいは寝ていたらしかった。


　もうそろそろ病院も開く頃だし、久我からの連れん絡らくがあるかもしれない。洗面所で顔を洗って、そのまま眠ってしまったせいで皺しわが寄った服を着替えた。


　それから、階下の店に降りると、紺が客席の二人掛がけソファに身を沈めて眠っていた。眠る前に渡わたしていた大きなブランケットに埋うもれている姿に、一いつ緒しよに三階で寝かせてあげればよかったと、今いま更さら後こう悔かいする。


　あの時はやはり、どこか正常に意識が働いていなかったのだろう。それを言い訳にしても、迷惑を掛けっ放しの紺に、申し訳ない気持ちと、ありがたい気持ちの両方が湧わいてくる。


　とりあえず、起こさずにおこうとそっと足音を忍しのばせて、店内を横切り、遥は、朝の陽ひが差し込んでくる窓まど際ぎわへと歩み寄った。


　店内は暖房が効いたままだが、うっすら白く曇くもっている窓を見る限り、今日も寒そうだ。だが天気はよさそうだと、きゅきゅ、と窓を袖そでで拭ふく。


　少しクリアになった窓から、空を見上げて、視線を通りに落とした遥は、ぎくんっと身を竦すくめて息を呑のんだ。


　過か剰じように反応した腕が窓まど枠わくに当たって音を立て、慌てて遥は紺を振り返ったが、起きる気配がないことにほっとする。それから、起こさないようにとさっきと同じように静かに足を運んで、遥はそっと店のドアを開け、外に出た。


　冬の朝独特の、きん、と澄すんだ空気が身体を覆おおって、ふる、と震ふるえが疾はしる。カットソーとカーディガンだけではさすがに、十二月の早朝には厳しかった。だが、構わずに遥が階段を下りていくと、路上に立っていた男が振り返る。


「……お、七生。もうそろそろ起きる頃かと思って、上に行こうかと思ってたとこだったから、ちょうどよかった」


「……池島」


　朝のさわやかな空気にはまったく似つかわしくない笑みを浮かべて、こちらを見る池島に、遥は強い視線を返した。


「なんの用？　俺はなにも知らないって、この前も言ったはずだけど」


「んー、それは聞いたけど。そうじゃなくてさ、今日は七生自身に訊ききたいことがあって」


　遥自身に訊きたいこととはなんなのか。思わず眉まゆをひそめて「なに？」と訊き返すと、池島は、口の端はしを上げた。


「───七生がやったケータリングで、食中毒出たって本当？」


「……っ」


「あ、その反応、本当なんだ。なるほど」


　思わず息を呑んで動揺した遥に、池島はしたり顔で頷く。


「そんでそれ、久我壮介の会社で起きたって聞いたんだけどさ、七生の反応からして、これも本当なわけだ」


　そう笑う池島に、目を瞠みはる。どこから仕入れた情報かは知らないが、遥の店が食中毒を出したかもしれないという件はともかく、それが久我に関係しているということまでわかっているのにわざわざ確かく認にんに来たということは、彼はそれを記事にするつもりだろうか。


「……久我さんの会社に、落ち度はないよ。あるとしたら、ウチのミスだから。それにまだ検査中で、食中毒だって確定したわけじゃない」


　どれだけ池島が聞き入れるかはわからなかったが、遥はそう言って、まっすぐに視線を返した。自分の店のことはともかく、久我にまで迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。


「池島が、どんなことを望んでるのか、俺は知らないけど、でも、……久我さんの会社を貶おとしめるようなことをしようとしてるのなら、見過ごすわけにはいかない」


　池島のことを阻そ止しする手段がどれだけあるのか、今の遥にはわからなかったけれど、ただその意志だけは強いのだということを示す。すると池島は、目を細めて、へえ、と笑った。


「ずいぶん庇かばうじゃん。……七生、久我壮介に惚ほれてんの？」


「っ」


　やはり池島は遥の性せい癖へきのことを黒だと思っているらしい。言葉に詰つまった遥に、池島はつっと近寄ってきた。


「久我壮介、色男だもんなあ。モテそうだし、手も早そうだよな。……なあ、じゃあもうヤった？」


「……なんのことかわからないし、理解できないんだけど。それより、近付かないでくれる」


「まーたとぼけちゃってさあ。デキてんならデキてるって言えばいいじゃん。教えてよ。ねえ」


「っいい加減にしないと、警察呼ぶよ」


　近付かれた分後ろへ下がっても、しつこく距きよ離りを縮めてくる池島から、ただ視線を逸そらすことはしない。だが特に怯ひるみもせずに、池島はまた小さく嗤わらった。


「業界でも注目の若手社長、久我壮介に関する記事が、愛人の子供として生まれ、その上本人は男とデキてました、って、すごいネタだと思わねえ？」


「……っ、そんなこと」


「───書きたければ勝手に書けばいい」


　書いたら許さない、と返そうとした遥は、背後から聞こえた声と、とん、と背中に当たった温ぬくもりに、目を瞠った。


「……っ、壮介、くん」


　背後から遥を支えるように立っていたのは、間ま違ちがいなく久我だった。なんでここに、と驚おどろいて名前を呼ぶと、一いつ瞬しゆんだけ目が合って、きゅ、と肩かたに置かれた手に力が込められるのがわかった。


　久我は、すぐに池島の方を見み据すえて、口を開く。


「ただ、俺が愛人の子供だってことは本当のことだけど、それは既すでに周知の事実だから、今いま更さら大した話題にもならないだろ。本妻が亡なくなって十年、もう母は本広の籍せきにも入ったし」


「は、そんなことくらい俺だって知ってるっての。問題は、おまえと七生の仲だよ。未来ある会社の代表が、男とデキてるなんてことになったら、好こう奇きの目に晒さらされるだけじゃ済まないぜ。おまえと七生がデキてて、その関係から仕事に便べん宜ぎを図はかった上、公私混同の末に食中毒の疑いが出たなんてことが世間に知れたら、おまえの信用はガタ落ちだな」


　池島の言葉に、久我は、つっと目を眇すがめてみせた。


「でっち上げた本人がよく言う」


　え？　と遥は久我を見上げる。久我の目は、冷たい色を灯ともしていて、それを受けた池島は、わずかに動どう揺ようしたように見えた。


「検査の結果は陰いん性せいで、食中毒じゃなかった。だけど他ほかに体調不良の原因らしきものもなかった。これがどういうことか、考えればすぐにわかる。つまり虚きよ言げんだ。……おまえが雇やとった彼は、問いつめたらすぐに認めたよ。所しよ詮せん金で買った契けい約やくはもろいな、池島」


　久我から次々と出てくる話に、遥は更さらに混乱する。


「まあ検査結果がどっちだろうと、大方、そんな疑いが出たってだけでもよかったんだろう。そこから俺と遥さんの関係にこじつけて、スキャンダル性を高めようとしたってところか。まあ、そんな記事、需じゆ要ようがあるとも思えないけどな」


　そう言って、久我はつと遥に視線を移す。どきりとして見返した遥だったが、池島を見ていた冷たい色がないことに、ひどく安心した。


「ごめん、遥さん、遅おそくなって」


「……ううん」


　表情にこそ表れていなかったが、小さく瞳ひとみが笑えんだ気がして、遥は謝る久我に首を振ふる。


　まだ混乱が渦うず巻まいていてきちんと理解していないが、つまり食中毒の件は、最初から池島がなんらかの形で関かかわっていた、虚言に過ぎなかったということか。


　とりあえず食中毒ではなかったという事実にほっとしていると、久我は再び池島に視線を戻もどした。


「それに、遥さんの名めい誉よのために言っておくけど、俺と遥さんの関係は、おまえが想像するような下品なものじゃない」


　久我がそう言ったのは、遥が拒きよ否ひしたまま受け入れなかった結果からだろう。なにもなかったわけではないけれど、事実、自分たちは恋こい人びとでもなんでもないのだ。


　だが池島は久我の言葉を聞いて、まだなにかあるのか、うすら笑いを浮うかべた。


「……なあ久我、おまえ、知らないのか？」


　その意味深な問いかけに、久我よりも早く遥の方が反応した。嫌いやな予感が胸を突ついて、池島がなにを言おうとしているのかがわかってしまう。


「っ池島！　やめ……っ」


「七生、オトコが好きなんだぜ？」


「……っ」


　ひゅ、と遥は息を呑のんだ。久我を振り返ることができない。池島は、にやにやと笑いながら続けた。


「しかもバイじゃなくてゲイ。この綺き麗れいな顔、オトコを誘ゆう惑わくするにはもってこいだもんなあ」


　よりによって、池島の口からばれるとは思わなかった。最低のカミングアウトだ。否定しない遥に、久我はこれが真実だということに気付いているだろう。


（……も、駄だ目めだ……）


　せっかく、遥のためにと関係の否定までしてくれたのに、これでは、久我がなにも知らなかったことに対する最低の揶や揄ゆだ。わざわざここまでやってきてくれた、彼の立場がない。……きっとこれで、久我はようやく、遥に見切りをつけただろう。


　自分から受け入れられないと拒否したくせに、嫌きらわれたかもしれないと思うと、まだこんなに胸が痛い。あきらめが悪すぎる自分が、恥はずかしくて仕方がなかった。


「それが？」


　だが、ふっと頭上から降ってきた久我の言葉は、遥の予想のどれとも違ちがっていた。思わず顔を上げて久我を見る。


　久我の視線は池島を向いたままだったが、ただ肩に置かれていた手が、抱だきしめるように遥を引き寄せて、更に距離が近くなった。どくんっ、と心臓が音を立てて騒さわぎ出す。


「遥さんの嗜し好こうと、俺が遥さんを好きなこととは、直接関係はないことだろ。たとえ遥さんが男を好きだろうと、女を好きだろうと、俺じゃない人間を好きだろうと、俺の気持ちは変えられない。大切なのはそこだ」


「……そ、すけ、くん……」


「いちいちおまえに干かん渉しようされるようなことじゃない。ただ、そうやってくだらない方法でこの人を傷付けようとするなら、俺は容よう赦しやしないから。その覚かく悟ごがあるなら、どうぞ自由に、なんでも書けばいい」


　なんの躊躇ためらいも感じさせない、強い声で、けれど静かにそう言った久我に、池島はぐっと詰まったようだった。


「食中毒虚きよ偽ぎの件に関しては、既に弁護士に動いてもらってるから、これ以上ここでおまえと話すことは、なにもないと思うけど」


　そう言う久我に、忌いま々いましげな視線を返していた池島だったが、ふいっと踵きびすを返すと、そのまま無言で去っていった。


　すぐそこの角の向こうに池島の姿が見えなくなると、知らず息を吐はいた遥だったが、今の状じよう況きようを思い出してわずかに身を硬かたくする。


「遥さん」


　半ば抱きしめられたような状態のまま、名前を呼ばれ、遥はぴくんっと微かすかに肩を揺ゆらした。どうしよう、と思っていると、肩を抱いている手にぐいっと力が入る。俯うつむけていた顔を思わず上げたら、久我は小さく笑みを浮かべた。


「とりあえず、店の中入ろう？　いつまでもこんな薄うす着ぎで外にいたら、遥さん風邪かぜ引くよ」


「あ、うん……」


　そう促うながされて、肩を抱かれたまま階段を上る。店のドアを開けて中に入ると、紺がばっと勢いよく近付いてきた。


「ナナちゃん、壮ちゃん！」


「紺。起きたの」


「ちょっともー、びっくりすんじゃんか！　目え覚めて外見たらナナちゃん池島とふたりだし。俺いるんだから、ああいう時はひとりで出てかないで、ちゃんと起こしてってよ！」


「え、あ、ごめん……」


　叱しかるように言われて、思わず謝る。紺は、はー、とわざとらしく息を吐くと、遥から背後にいた久我へと視線を移した。


「まあ、慌あわてて降りようとしたら、壮ちゃんが来たから、俺が出てってもと思って、話終わるの待ってたけど」


　そう言って、紺はまた遥に視線を戻す。


「つうかナナちゃん、やっぱ池島となんかあったんじゃん。なんでそういうこと隠かくすんだよ」


「……それは、……ごめん……」


「ちょっと待って、伊勢谷」


「壮ちゃんは甘い！　ここはびしっと言っとかないと、危ないのはナナちゃん自身なんだから」


「いや、そうじゃなくて」


　落ち着けって、と宥なだめられて、紺は、「なんだよ！」と勢いのまま久我に返した。


「伊勢谷も遥さんも、池島のこと今回の件より前から知ってるように聞こえるんだけど、知り合い？」


　久我の問いに、紺は、ん？　と怪訝けげんそうな顔をする。


「ていうか、壮ちゃんはなんで池島知ってんの？」


　きょとん、と紺に訊きき返されて、久我は一いつ瞬しゆんの間の後、「順番に話そうか」と笑みを浮かべた。確かに、ここにいる三人が、それぞれ知っていること、知らないことにばらつきがあるままでは、話が進まない。


　久我は、遥を見て、店内を指さした。


「とりあえず、俺から改めて事情説明するから、席借りてもいい？　遥さん」


「あ、うん。じゃあ俺、ちょっとコーヒーでも淹いれる」


「手伝おっか？」


　申し出る紺に、大だい丈じよう夫ぶと首を振って、コーヒーの用意をする。三人分のコーヒーをトレイに載のせ運ぶと、さっき紺が眠ねむっていた四人用のソファ席に、ふたりは向かい合って座っていた。


　テーブルにコーヒーを置いて、遥は紺の隣となりに腰こし掛かける。さすがに久我の横には行けなかった。


「まずは、謝らせて。───ごめん」


　すると、ふいにそう言って頭を下げた久我に、紺と二人驚おどろく。


「壮介くん？」


「さっき、遥さんは聞いてたと思うけど、今回の食中毒の件、あれは虚きよ言げんだった。池島が、弱みを握にぎってた人間が、この前の取引先の会社の社員にいたらしいんだ。そこにつけ込んだ上、金まで渡わたして、体調不良を訴うつたえさせた」


「え、池島が裏でその社員を使ってやらせたってこと？」


　紺の驚いた声に、久我は、そう、と頷うなずく。


「それで、検査結果は問題なかったのはよかったけど、ちょっと引っかかることがあって」


「……引っかかる、こと？」


「うん。ほら、遥さんを誘さそった、本広のパーティーがあっただろ。あの時、池島を会場で見かけたって情報があったんだ。まあ池島って男は、前から本広の周りをこそこそ嗅かぎ回って、くだらないネタを拾おうとしててさ、俺にとっても要注意人物だったわけだけど」


　ああ、そういえば、と遥は池島が最初店に来たときに言っていたことを思い出した。そうだ、だからこそ、自分のことなんかをきっかけに、久我に迷めい惑わくがかかってはいけないと、離はなれることを決めたのだ。


「だから、その社員の様子がちょっとおかしかったのもあって、まさかと思って問いつめたら、案の定池島の差し金だった。そこでやっと、もしかして池島は遥さんにも接せつ触しよくしてるんじゃないかって可能性に気付いて、慌ててこっちに来たんだ。……ほんと、我ながら、気付くのが遅おそすぎて情けないけど」


　久我はそう言って、つと眉まゆ根ねを寄せる。だが、ということは久我は、この件を解決するために動き回っていたのだろうか。


「けど、壮ちゃんが奔ほん走そうしてくれたから、食中毒の件、疑いが晴れたわけでしょ？　よかったね、ナナちゃん。これでカフェ続けられるよ～」


「ん、そうだね」


　うれしそうに同意を求めてくる紺に、笑えみを返す。店を続けられることもうれしいが、これで久我の会社に迷惑をかけることもないと思うと、そちらに今いま頃ごろようやく大きな安あん堵どを覚えた。


「それにしても池島のやつ、昔っからなんかやな感じだったけど、ほんっと変わってないわけだ。つうか俺も、前池島見たとき、ナナちゃんにちゃんと問いつめとけばよかったよ。ごめんね、壮ちゃん」


「いや、伊勢谷は俺の手が届かない時にも、遥さんの傍そばにいてくれただけで充じゆう分ぶん。けど、てことは、池島は前にも遥さんに会いに来てたってことか」


「そう。もー、ナナちゃんて高校ん時から、妙みようなやつにもモテてたからさ、池島も、またナナちゃんにちょっかい出してんのかって思ったんだけど」


「それって、高校が一いつ緒しよってこと？　池島と」


　紺の言葉に、久我は遥の方を向いて訊いてくる。いきなり矛ほこ先さきを向けられて、内心で狼狽うろたえながらも、口を開いた。


「あ、うん。元、同級生」


「池島じゃなくても、ナナちゃんに変な虫がくっつかないように、しっかりしてね、壮ちゃん」


「ちょっと紺、なに言って」


「忠告とアドバイスありがとう、伊勢谷。がんばるよ」


「っ、壮介くんも、なに……っ」


　ふたりしてなんの会話だと焦あせっていると、紺はいきなりすっくとソファから立ち上がった。びっくりして見上げる遥に笑みを向けた紺は、「俺、そろそろ帰るね」と言う。


「え？　なんで？」


「なんでって、だって今日はどうせ臨時休業でしょ？　お店。食中毒の件もすっきり解決したことだし、安心したところで、さっさと帰って今から寝ねようと思って」


　確かに、今日の営業の分の仕込みもなにもしていないし、ほとんど徹てつ夜やの紺をこれ以上働かせるのはかわいそうだ。今日は休みにするしかないかと、遥は紺に笑みを返した。


「そうだね、ゆっくり休んで。昨日から、ほんとにありがと、紺」


　遥が考えている間にも、さっさと自分の荷物を手に取った紺は、にこっと笑う。


「どういたしまして。俺はナナちゃんが元気になってくれれば、それがうれしいよ」


　そんなことを言う紺に、心の奥が温かくなる。


　ん、と相づちを打った遥が、立ち上がって「気をつけて帰るんだよ」と手を振ふると、はーい、と返事をして紺は帰っていった。











「遥さん」


　呼ばれて振り返ると、ソファに座ったままの久我の真しん剣けんな瞳ひとみがこちらを見上げていた。


「……なに？」


　どきりと高鳴る心臓に、二人きりになってしまったことを認にん識しきする。


「さっきさ、伊勢谷が言ってたよね。池島が今日だけじゃなくて、前にも遥さんの所に来てたって。それ、なに言われた？」


　その問いに、もうはぐらかすことはできないのだ、と気付く。小さく息を吐はいた遥は、なにって、と呟つぶやいた。


「……俺が、壮介くんと知り合いだって、本広会長のパーティーで一緒にいるとこ見て思ったらしくて……なんかネタになるようなことがあったら、買うから連れん絡らくくれって、言われたの。……それになんか、やっぱり、俺と壮介くんの仲、疑ってたみたい」


「それだけ？」


「それだけって……」


「遥さん、高校の時、池島に迫せまられたんでしょ？」


　それか、と遥は口を開く。


「だから、それは高校の時の話だし、池島が俺にちょっかい出してきたのは、俺の噂うわさをおもしろがってのことだと思うし……」


　そこまで言って、遥ははっと口を噤つぐんだ。余計なことまで口にしてしまったと後こう悔かいしていると、久我は「噂？」と怪訝けげんそうに呟く。


「遥さん？」


　黙だまってしまった遥に、久我も立ち上がる。それに遥はびくん、と肩かたを揺ゆらしたが、久我の見つめてくるまっすぐな目と視線が合ってしまうと、逃にげることはできなかった。


　───遥さんの嗜し好こうと、俺が遥さんを好きなこととは、直接関係はないことだろ。


　さっき、路上で久我が池島に向かって言った言葉が耳に返る。


（……本気で、言ったのかな）


　遥が誰だれを好きだろうと、自分の気持ちは変わらないと、そう聞こえたけれど。


（……まだ、俺のこと）


　きゅ、と遥はてのひらを握りしめた。口の中に溜たまった唾つばを呑のみ込む。


　どのみち、さっき池島にばらされてはいるけれど、自分でちゃんと言うことは、こんなにも怖こわいものかと思った。


「……俺が、ゲイだ、って、噂」


　少し小さくなってしまった自分の声の弱々しさに、情けなくなる。目を合わせていられなくて、久我から視線を逸そらしてしまった。


「もちろん、さっき池島も言ってたけど、それ、噂じゃなくて、……ほんと、なんだけどね」


「どうしてそんな噂が？」


　一度聞いたことだからなのか、そう訊きいてくる久我の声に変化はなかった。顔を見る勇気がないから、表情はわからない。


「……同級生を、好きになって、ばれた」


「ばれたって、本人に知られただけじゃなかったってこと？」


　そう、と頷うなずく。脳の裏側に、十年前のことが甦よみがえった。


　偶ぐう然ぜん放課後の教室で、二人になったことがあった。普ふ通つうに会話を交かわしていたつもりだったのだけれど、ふいに、友人が訊いてきたのだ。


「もしかして、おまえ俺のこと好きなの、って訊かれたから、うん、って言った。そしたら、言われたの。気持ちわりいって」


　なんでもないことのように訊かれて、ああ知られていたんだと思うと、隠かくすこともできずに頷いた。そうしたら、あいつらの言う通りじゃん、と友人は苦い顔で呟いたのだ。


　それで、彼にだけではなく、他ほかの人間にも気付かれていたのかと愕がく然ぜんとした。そしてすぐに、遥が同性愛者だという噂が流れた。


「……俺、バレバレだったみたい。だから、なるべくポーカーフェイスでいようって決めて、がんばってきたんだけど、ほんとは、すぐ動どう揺ようするし、慌あわてるし、全然落ち着かない性格なの、俺」


「……俺は、遥さんのそういうところ、好きだよ」


　小さく自じ嘲ちようを含ふくめて笑った遥に、久我が静かにそう言った。


　今まで、何度も聞いたセリフに、思わず顔を上げる。久我は、ひどく優しい笑みを浮うかべていた。


「褒ほめられたりすると、すごく照れるところとか、無む茶ちやなことお願いされて困りながらも、放ほうっておけないところとか、遥さんが優しいってことがわかる。それに、俺に迫られて、真っ赤になっちゃうところとかも、かわいくて、好き」


「……っ」


「ほら、そうやって、反応してくれるでしょ。そうするとさ、俺は、遥さんの気持ちがこっちに傾かたむいてきてるような気がして、嬉しくて仕方がなくなるんだよ」


　つ、と久我は一歩遥に近付く。


「だから、遥さんが言うなって言っても、すぐいろんなこと、言いたくなる。遥さんの反応が好きで、もっともっと見たい、もっと知りたいって思ってた」


　そっと伸のびてきた手が遥のそれを摑つかんで、きゅ、と繫つないだ。ぴくんっと肩を揺らしても、振りほどくことはできずに、久我を見つめ返す。


「遥さん、気持ち隠すの下手へただって自覚して努力してても、やっぱり隠せてないんだよね。すぐわかる。……だから、遥さんが、俺のこと、どう思ってるのか、……好きになってくれてるのか、本当は知ってた」


「……知っ、てた……？」


「うん。だから、どうして遥さんが、俺のこと受け入れられないって首を振ったのか、それだけがわからなかった」


　ああ、と遥は思う。それであの時、久我はあんなに怒おこったのだろうか。


「でももう今はわかった。池島に俺との関係がばれたら、迷めい惑わくかけるって思った？」


　静かに訊かれて、遥は久我にゆら、と揺れる瞳を向けた。


「……っ、池島、は、俺の噂、ほんとだって知ってたから……だから、そしたら、壮介くん、ひどいこと書かれるんじゃないかって思ったら、……怖くて」


「そっか。……池島が狙ねらってるのが俺や本広じゃなかったら、遥さんにそんな思いさせることもなかったのに、本当に、ごめん」


「っ待って、壮介くんが謝ることじゃ」


「謝らせて。それで、許すって言って？」


「え……？」


　久我のもうひとつの手も、遥の指とぎゅっと絡からまる。どういう意味なのかわからず戸と惑まどった視線を返すと、久我は、ふっと苦笑いのようなものを浮かべた。


「俺が、本広の息子むすこである限り、また池島みたいなやつが現れるかもしれない。その度たびに、遥さんに、つらい想おもいをさせるかもしれない。だけど……俺は、それでも、遥さんを手放せないから、だから」


　両手を握にぎる久我の手に、微かすかに力がこもる。


「……だから、赦ゆるすって、言ってほしい。そうしたら、なにがあっても、俺が絶対に、遥さんを守るから。───俺が、傍そばにいることを、赦してほしい」


　切なそうに眉まゆ根ねを寄せる久我の表情に、胸の奥が締しめ付けられるような気がした。まっすぐに向けられる懇こん願がんに、そんなの、と遥は呟く。


「そんなの、壮介くんのこと、好きになった時点で、赦してるに、決まってるでしょ……」


　声が震ふるえそうになりながら、そう言うと、久我は小さく目を瞠みはった。眦まなじりが熱くなって、泣きそうだと思ったけれど、ぐっと堪こらえて、遥は久我を見返す。


「……でも、ほんとにいいの？」


「うん……？」


　なにが、と目で問う久我に、躊躇ためらうようにひとつ瞬まばたきをして、遥は答える。


「俺……、ゲイなんだよ。男しか好きになれない、そういう嗜好なんだよ。本当は、全然純じゆん粋すいでも、まっさらでもない。壮介くんが思ってるような、綺き麗れいな俺なんか、いない。……初めてじゃ、ないんだよ。それでも」


　いいの、と泣き出してしまいそうな胸の裡うちを抑おさえて、訊たずねようとした遥は、目を瞠った。


「んっ」


「……、俺が遥さんを好きだって言って、それで遥さんも俺のことが好きだって応こたえてくれるんなら、それは嗜好の話じゃなくて、心の話だ」


　一いつ瞬しゆん触ふれるだけのキスを施ほどこした久我は、口唇くちびるを離はなしてひどく近い位置のまま、そう言った。


「遥さんの心を、俺だけにくれるなら、それは今から俺だけのものってことだろ？　俺を好きだっていう、遥さんの心はまっさらで、綺麗なままだよ。俺が、それを今から俺の色に染めてくんだから」


「……っ」


　相変わらず気障きざったらしい甘い言葉を、躊躇いもなく口にする久我に、けれどじわじわと心を震わせる感情に勝てず、ぼわん、と眦から雫しずくが零こぼれた。


　泣かないで、と眦にキスを落とす久我に、そんなことをされるとますます止まらないと、頰ほおは濡ぬれるばかりだ。


「遥さんの初めてをもらえないのは悔くやしいけど、大だい丈じよう夫ぶ。……こんなの初めてだって思うくらい、俺でいっぱいに満たすから」


　悪戯いたずらっぽく笑う顔と揶や揄ゆの混じった言葉に、濡れた睫毛まつげを瞬またたいて視線を返す。


「……馬ば鹿かじゃないの。スケベ」


　小さくそう言う遥に、久我は満足そうに笑った。冗じよう談だんのように見せかけて、それがどれだけ遥の心を軽くしてくれたのか、久我にもわかったのだろうと思った。


「そりゃスケベだよ。男だもん、俺」


　それがどうしたというように口の端はしを上げて笑う久我の顔は、セリフとは正反対でひどく格好よくて、思わず見み惚とれてしまう。


　そのまま緩ゆるく溶とけたような思考に任せて、遥は、つと顔を傾けた。目を閉じて、目の前の厚い口唇にそっと口くち接づける。


　触ふれて離れると、久我の目が少し驚おどろいたように瞠られている。それがなんだかかわいくて、小さく笑えみを刻むと、遥は、もう一度自分からキスを仕し掛かけた。


「ん……」


　ちゅ、とやわく吸って、軽く食はむ。すると、繫がれていた手が解ほどけて、腰こしと後頭部に回ってきた。


「……っん、ぁ、ふ……っ」


　深く角度をつけた久我の口唇が、主導権を取り戻もどしたように遥のそれを貪むさぼる。甘あま嚙がみされて、口唇がじん、と痺しびれた。その感覚に更さらに思考を溶かされて、口内に入りこんでくる舌を、うっとりと受け入れてしまう。


　抱だきしめられて、微かに香かおる香こう水すいと久我自身の匂においにくらくらした。


「ん……、ん、ん……」


　もっと、と頭の奥で声がして、する、と遥は久我の首に両りよう腕うでを回した。より近くなって隙すき間まがなくなり、触れる身体からだが熱い。


「……っはぁ、ん、んぅ……」


　口内をかき回されて、息が苦しくなり口を開けると、舌を引っ張り出されて絡められた。


　鼓こ膜まくの裏側を伝って届くような濡れた音に、首の後ろが痺れる。


（……力、入んない……）


　腰の辺りから、じん、と疼うずくような震えが疾はしって、脚あしの力が抜ぬけそうだった。


「……遥さん……」


「……っん、はぁ……」


　長いキスが解かれ、潤うるんでしまっているだろう目を開けると、同時に視界がくるんっと半回転した。わ、と小さく声を上げ、咄とつ嗟さに久我の首に回している腕うでに縋すがる。すると、とさ、と背中に柔やわらかい衝しよう撃げきが疾った。


　久我は、腰と背中を大きな手で支えながら、遥をソファに沈しずめると、首筋に顔を埋うずめる。


「ん……っ」


　ちゅ、と頤おとがいを吸われ、首のラインに沿って口唇が辿たどる感かん触しよくに、睫毛が震えた。比ひ較かく的胸むな元もとのラインが広く開いたカットソーの隙間から鎖さ骨こつを甘嚙みされる。


　同時に、するっと裾すそから入りこんできたてのひらに、腹を撫なぜられ、ぞくんっと痺れが疾った。腰のラインを辿るように滑すべり、てのひらはそのまま背中へ回る。


　思わず背中を浮うかせると、カットソーの内側を潜もぐった手が、背骨に沿って上がっていくにつれ、カーディガンもろとも捲まくれ上がってしまう。


「ん、……っん、ぁ……っ」


　くすぐるように背筋を指先が辿ると、ぞくぞくっと鳥とり肌はだが立った。


　まだたいしたことはされていないのに、もう腰の中心が重く、熱くなっている。


「……っあ……っ」


　遥の脚の間にあった壮介の膝ひざが、中心に触れて、びくんっと過か剰じように反応してしまった。首や鎖骨の辺りにキスを繰くり返していた久我の顔が上がって、目が合う。


「……、遥さん……？」


「っ、ごめ……っ」


　キスと少しの愛あい撫ぶだけで昂たかぶっている自身を知られた羞しゆう恥ちに、顔を染めて眉根を寄せた。思わず腕で顔を隠かくそうとすると、その腕を取られ、止められてしまう。


　代わりに、すっと近付いた口唇が遥のそれを覆おおった。


「……っん、ん……っ」


「……謝んないで。俺、すごい嬉うれしい」


「っ、ん……」


「遥さん……」


　再び口唇が合わさる。やわらかいクッションに後頭部が沈むのが少し怖こわくて、久我の背中に腕を回した。抱きしめられるようにして、深くなっていくキスに溺おぼれそうになる。


「ん、ん……、……っン！」


　するとふいに、腰の辺りに振しん動どうを感じて、遥は背中を跳はねさせた。


「んあっ、やっ」


「え？　あ」


　急に声を上げた遥に、驚いたようだった久我は、すぐに慌あわてたように上半身を起こした。


「……っ、ふ……」


「……ごめん、遥さん……」


　肩かたを落としてそう呟つぶやいた久我が、手に持って見せたのは、携けい帯たい電でん話わだった。


「パンツのポケットに突つっ込んでたの忘れてた。……会社からメール。時間切れみたい」


　苦い顔でそう言う久我に、遥はまだぼやんと痺れたような思考のまま視線を返した。前まえ髪がみをかき上げられて、ん、と声を上げる。


「……こんなかわいい遥さん置いて離れるの、すごい嫌いやなんだけど、戻らないと……」


　ちゅ、ちゅ、と眦や髪の生え際ぎわにキスされ、くすぐったくて睫毛が震えた。


（……そっか、今日、平日だった……）


　週が始まったばかりの、月曜日だ。久我は普ふ通つうに仕事のはずだが、食中毒の件で、報告にと抜けてきてくれていたのだろう。


「……壮介、くん」


「ん……？」


　そっと名前を呼ぶと、甘い声と瞳ひとみが返ってくる。その色に、まだ燻くすぶったままの熱が、お互たがいにあることはわかったけれど、見ないふりをした。


「……待ってる、から」


「え……？」


　小さく呟いた遥に、久我が目を瞠みはる。そっと手を伸のばして、久我の頰に添そえながら、遥は微かすかに笑みを浮かべてみせた。


「仕事、終わらせて来てくれるの……待ってる」


　こんなに一気に昂った気持ちも身体も持て余して、離れがたいのは自分だって同じだ。けれど、ふっと冷静になると、勢いに任せて、今、最後までしないでよかったとも思う。


　自分から仕掛けておいて、久我には申し訳ないけれど、もう少しだけ時間が欲しい。夜までには、ちゃんと、心の準備をするから。


　久我を全部、受け入れる覚かく悟ごを、今度こそ自分にきちんと確かく認にんしたかった。


（……それに、こんなとこでしたら、俺、明日から店にいられない……）


　初めてでもないくせに、と思うけれど、まるで初はつ恋こいのような気持ちばかり感じる恋だから、許して欲しかった。


「壮介くんのこと、部屋で、待ってるから」


　ね、とキスを送れば、久我は自分からも仕掛けてきて、遥よりも深く口唇くちびるを奪うばうと、そっと離はなれた。


「……すごい誘さそい文句。俺、今日一日我が慢まんできるか、心配になってきた……」


「俺も我慢するんだから、おあいこでしょ……？」


　そう言って笑うと、はあ、と久我は苦しそうな息を吐はいた。


「遥さん、ガードがなくなった途と端たんに、めちゃくちゃ色気ダダ漏もれなんだけど……」


「……なに言ってんの」


「遥さんは自分で遥さんを見れないからわからないんだよ。とにかく、遥さん、今日は家から出ないでね？」


　真しん剣けんな表情でそんなことを言う久我に、呆あきれそうになった。そういえば、ホテルに泊とまった日も同じようなことを言われた気がするなと思い出しながら、まあいいか、と頷うなずく。食料品はあるし、特に出かけたい用事があるわけでもない。


　それに、これが独どく占せん欲よくなのだということはわかるから、おとなしく、久我の言うことを聞いてやるのも悪くないなと思った。


「ん、わかった。出ないよ」


「約束」


　そう言って、指切りの代わりのつもりなのか、顔を傾かたむけキスをしようとした久我は、ふいにぴたっと動きを止めた。手の中に握にぎったままだった携帯電話を恨うらめしそうに見る。


　どうやら今度は着信らしい。ごめん、と謝る久我に、早く出たら？　と促うながすと、ちゅっと素す早ばやくキスを落とされて目を瞠った。


「っ、壮介くん……っ」


「これで約束成立。遥さん、いい子で俺のこと、待ってて」


　そう笑って、久我は電話に出ながらドアを開けて出て行った。


　さっきまで散々いろんな口くち接づけを交かわしたのに、不意打ちでされた今のキスが、ひどく恥はずかしい。かかか、と耳から首から熱くなる自分に、浮かれてる……と、口元をてのひらで覆いながらも、ひどくしあわせな気分だった。
















　　＊　＊　＊





　ピンポン、と室内に響ひびいた音に、遥はインターホンのモニターを見ると、通話ボタンを押した。


「ちょっと待ってて。今開けるから」


　部屋のドアを開けると、そこはまだ屋内で、下へ階段が続いている。降りていくと、右手と正面にドアがあって、正面の扉とびらはカフェへの出入り口だった。そして、右手が居住スペース用の玄げん関かんになっている。その右の方のドアを、遥は押し開いた。


「……遥さん」


　玄関灯の淡あわい光の下に立っていた久我が、遥を見て、じわ、と笑えみを浮かべる。外はすっかり暗くなって、現在時刻は二十二時を過ぎたところだった。


　少し前に、『遅おそくなったけど、今から行く』というメールが、仕事が終わったらしい久我から来ていたから、もうそろそろじゃないかとは思っていた。だがいざ、こうして玄関で迎むかえ入れてみると、なんだか妙みように恥ずかしい。


「……おつかれさま。とりあえず、上がって……っわ」


　照れ隠しにねぎらいの言葉だけ掛かけて、中へ促そうとした遥は、途と中ちゆうで小さく声を上げた。ふいにぎゅうっと久我の腕うでの中に捕とらえられて慌てる。


「っちょ、壮介くん、ここ玄関……っ」


「ただいま、遥さん」


　抱だきしめられた耳元で、そう声を落とされて、遥はぴくんっと肩を揺ゆらした。ただいまって、ここは壮介くん家ちじゃないんだけど、といつもならそう返したかもしれない。けれどなんだか今は、胸の中も頭の中もふわふわしていて、抵てい抗こうする気になれなかった。


「……おかえり」


　そう小さく返すと、久我はうれしそうにぎゅっともう一度抱きしめる腕を強くしてから、身体からだを離した。


「玄関ってこうなってたんだね。ここからいつも行き来してたんだ」


　カフェ側のドアを見て、感想を漏らしながら靴くつを脱ぬぐ久我に、スリッパを差し出す。先に階段を上り、部屋のドアを開けると、後からついてきた久我が、ん？　と鼻を鳴らした。


「なんかいい匂におい」


「ああ、ごはん一いつ緒しよに食べるかなと思って。簡単な白菜鍋なべなんだけど、普ふ段だん店じゃ鍋は難しいから、たまにはいいかなって、……っ」


　また久我の腕の中に顔を埋うずめる状態になって、ちょっと、と今度は抵抗する。


「ほんとに遥さん、奥さんみたい」


「……は？」


「今日の朝は、ほんとに遥さんと離れるのしんどかったけど、がんばって一日働いて、帰ったら、夕飯のいい匂いと、遥さんの笑顔があるって、すごいご褒ほう美び。朝から十二時間、耐たえた甲斐かいがあったよ」


「……大おお袈げ裟さ」


　気持ちが通じる前だろうと、後だろうと、変わらず久我の言葉は恥ずかしい。その甘さに羞しゆう恥ちを覚えるのも同じだけれど、そこになんだか妙なくすぐったさが加わっていることが、余計に恥ずかしかった。


「やっぱり遥さん、俺と結けつ婚こんしよう？」


「……できるわけないでしょ」


　またそういうことを、と呆れた声を返すと、久我は、つっと遥の顎あごをすくって仰あお向むけさせた。


「そりゃ法的にはね。でも、俺が遥さんを愛してるのは、世間一いつ般ぱんの常識とか法律とかに左右されないことだから。それだけ、覚えてて？」


　そんな言葉と同時に、口唇を塞ふさがれて、睫毛まつげが震ふるえた。


「ん……っ」


　じわ、と胸の奥に滲にじむ震えと、口唇を覆おおう熱に思考が溶とかされそうだ。決して激しいものではなく、やわく優しく遥の口唇を愛あい撫ぶした久我は、そっと少しだけ顔を離す。


「だからこその、プロポーズ。受け入れてくれる……？」


　本当に、どこからそんな言葉が出てくるのだろうかと思うけれど、光を含ふくんだ久我の瞳が、心を疼うずかせる。これが歓かん喜きなのなら、遥にできることはひとつしかなかった。


　こくん、と小さく頷くと、久我は滲むような笑みを浮うかべて、遥さん、と甘い声で呼ぶ。


「遥さん、顔見せて」


「……っばか！　恥ずかしいんだってば……っ」


　あまりの羞恥に顔を俯うつむけたが、久我の大きな手が腰こしをぐいっと引き寄せ、驚おどろいた拍ひよう子しに頤おとがいが上がった。


「……遥さん、すごいかわいい」


　目が合った久我が、低い声で呟つぶやく。真っ赤になっているだろう頰ほおに添そえられた手が、眦まなじりに触ふれた。


「目、潤うるんでて、綺き麗れいだね……」


　囁ささやきながら、久我はその眦と、髪かみの毛にキスを落とす。それからふと、顔を離した久我は、遥さん、と覗のぞき込んできた。


「遥さん、もうお風ふ呂ろ入ったの？」


　ふいにそんなことを訊きかれて、ぴくんっと肩かたを揺らす。なんでもない普ふ通つうの質問のはずなのに、なぜかひどく恥ずかしいことを訊かれたような気がするのが、いたたまれなかった。


　久我が来るまでに時間があったし、昨日の夜は入らないままだったから、というちゃんとした理由があるのに、羞恥が拭ぬぐえない。けれど、入ったのは事実なので、小さく頷いた。


「……うん」


「……ね、このまましてもいい？」


「……っ、え、だって、ごはん……っ」


　吐と息いきが触れそうな位置で囁かれ、遥は激しく鳴り出す心臓にも狼狽うろたえながら、瞳ひとみを揺らした。


「もう俺、本当はさっきから、いつ我が慢まん切れるかわかんない状態なんだよ。なのにこんなかわいい遥さん見せられたら、まともにごはんなんか食べてられない」


「っ……」


「……遥さんが、全部欲しい」


　そんなことを言われて、視線を逸そらすことなどできなかった。ただまっすぐに乞こわれて、逃にげ道などあるはずがない。それに、と遥はその深い瞳を見つめ返しながら思う。


（……受け入れる、覚かく悟ご、したんだから）


　今まで久我の優しさに甘えるばかりで、ちゃんと受け止めることができなかった自分は、もうやめにしたのだ。


　ましてや好きな人に欲しがられて、嬉うれしくないわけがない。


「……壮介、くん」


「うん」


「俺、……俺ね、初めてじゃ、ないけど、こういうことするの、ほんとに、久しぶり、で」


「……久しぶり、なんだ？」


「ん、だから……もう、すごい緊きん張ちようしてるから、なんか変な反応とかするかも、しれないけど」


「大だい丈じよう夫ぶ。絶対かわいいから」


「っばか、そうじゃなくて、じゃなくて……それで、ね。あの、もしかしたら、壮介くんが想像してるより、慣れてないかもしれないから、愉たのしくない、かもしれない」


　だけど、と遥は、まっすぐ久我を見つめ返した。


「……だけど、それでも壮介くんと、したいって、俺も思ってる」


　これが答えだよと、喉のどが震えそうになりながらも、しっかりと伝える。すると、久我の瞳が更さらに熱を強く持って、遥を捉とらえた。


　それからそっと、言葉もなく、口くち接づけが降りてくるのを、遥は目を閉じて受け入れた。











　一いつ旦たんキスを解いて、広めのワンルームのようになっている部屋の、端はしに置いているベッドへ移動した。久我に手を引かれベッドにふたり並んで腰こし掛かけると、またキスから再開した。


「ん……、ん、ふ、ぁ……」


　密着した身体が、熱いのに震えを感じるようで、妙みような感覚が遥を支配していく。


　角度を変えながら深くなっていく口接けに、夢中で応こたえていると、する、と肩を滑すべった久我の手が、遥のカーディガンを腕うでから抜ぬいていく。それから口唇くちびるが離はなれ、「遥さん、腕、上げて」と見つめられた。


「……っ」


　その意味を汲くんで真っ赤になりながらも、言われた通り腕を上げると、小さく笑みを浮かべた久我は遥のカットソーも脱がせた。暖だん房ぼうが効いているとはいっても、わずかに感じる冷気に少し肩を竦すくめる。


　だが、恥はずかしさも相あい俟まって少し俯いた遥は、久我がまだ分厚いジャケットすら脱いでいない姿に目を留めて、思わず手を伸のばした。


「遥さん？」


「壮介くんも、服……」


　ああ、と小さく笑った久我は、首を曲げて下から遥を覗き込んだ。


「……遥さんが、脱ぬがせてくれる？」


「……う、ん」


　そんなことを言われて、一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが素す直なおに頷うなずくと、久我はちゅ、と軽いキスをくれる。そのまま、中綿でも入っているのか厚みのある上着を脱がせ、中のシャツに手をかけた。


「……脱がせてもらうのって、いいね。なんかエロくて、やばい」


「……ばか」


　震えそうになる指先で、なんとかひとつずつボタンを外していくと、頭上から久我のそんな声がする。それに条件反射のように悪態を返しながらも、少しずつ現れてくる久我の身体からだに、心臓の音がうるさいくらい大きく鳴り続けていた。


（……綺麗な身体）


　瘦やせすぎてもいない、鍛きたえすぎてもいない、バランスのいい筋肉に包まれた身体は、力強く健康的で、どきどきしてしまう。


　シャツを肩から落とし、露あらわになった久我の身体に見み惚とれていると、ふいに伸びてきた手が、遥のスキニーパンツのボタンにかかった。


「……っ」


「こっちも、脱がせるよ？」


「ん、……っん」


　とん、と優しく肩を押されベッドに仰向けに倒たおされる。そのままキスを施ほどこされながら、微かすかに、じ、とファスナーが降ろされる音が届いた。あ、と思う間もなく、「腰、上げて」と囁かれ思わず従ってしまう。そのままスキニーパンツは久我の手で脚あしから抜かれていった。


「……遥さん」


　久我が、遥の両りよう脇わきに手をついて覆おおい被かぶさってくると、ぎし、とベッドが軋きしむ音がする。心臓が、破けそうなくらいの勢いで騒さわいでいた。


「……すごい、綺麗、遥さんの身体」


「……っ、や、だ……っ」


　じ、と熱のこもった視線で、身体を辿たどられて、遥は急激に襲おそってきた恥ずかしさに身体を捩よじろうとした。だが、肩を押さえられ、片方の手をベッドに縫ぬいつけるように指を繫つながれて、行動を遮さえぎられる。


「隠かくさないで。全部見せて？」


「そ、すけくん……っ」


　下着一枚の姿を晒さらして、羞しゆう恥ちを感じないでいられるわけがない。しかも、好きな人間に、じっと見つめられるなんて、どうしたらいいのかわからなかった。そもそも、今までこんなに見られたことなんかない。


「遥さん、身体のライン、すごい綺麗だよね……いつも思ってたんだけど、線が柔やわらかいっていうか、なめらかで」


　ちゅ、と肩かた口ぐちに口接けられて、そのまま口唇は首筋へと移動していく。


「んっ、ん……っ」


「ずっと、ちゃんと見たいって思ってた……」


　そう言われて、前のホテルでの時は、結局脱ぐまでには至らなかったことを思い出した。そんなことを思われていたなんて、うれしいのか恥ずかしいのかわからなくて、頭の中がいっぱいいっぱいになってしまう。


「んっ、ん、……あっ」


　いつの間にか、繫がれていた手も肩を押さえていた手も外されている。


　その手のひとつは、腰こしのラインを辿るようにしながら、指先を蠢うごめかせた。それはそのまま胸に滑っていき、やわく押しつぶすように指の腹が小さな突とつ起きに触ふれた。


「や、あっ、……っん、んっ」


　くりくり、と捏こねられて、ぴくんっと背中が跳はねる。


「気持ちいい……？　ここ、すぐ硬かたくなったよ……？」


「んんっ、や……っ」


　耳朶みみたぶを甘あま嚙がみされて囁ささやかれた言葉に羞恥を煽あおられて、ぎゅっと目を閉じた。


「胸、弄いじられるの、好き……？　遥さん」


「っん、ん……っ」


　ふる、と首を振ふると、久我の口唇が降りてきて、もう片方のしるしをちゅう、と吸う。口唇でやわく食はまれて、舌が何度もそこを転がした。


「んっん、あ、あ……っ」


「……こんなにかわいく感じてるのに？」


「んっ、あ、だって、こんなの、なかった……っ」


「ん……？」


　突起の周りに口接けていた久我が、目線を上げる。くんっと指先がまた小さく勃たったそれを捏ねるのに、びくんっとまた背中が跳ねた。


「っん、……壮介くんが、触さわると、なんか、違ちがう……」


　よく思い出してみても、昔は胸を触られてもそんなに感じることなんてなかった。それなりに気持ちはよかったと思うのだけれど、敏びん感かんだなんてあまり言われたことはない。


　すると、ベッドに手をついて少し身体を起こした久我は、はあ、と息を吐はいた。


「……遥さん、これ以上俺のこと煽って、どうするの」


「え……？」


「それって、俺に触られるからいつもより感じるんだって、言ってるんだよ？　そんなの、殺し文句以外のなにものでもないよ。……俺、がっついてひどくしないように、これでも我が慢まんしてるんだからさ」


「……が、まん、してるの……？」


「そりゃ……遥さんのこと、怖こわがらせたくないしね」


「……しないで」


　小さく呟つぶやくと、久我が、え？　と視線を返す。それに、両りよう腕うでを伸ばして、遥は久我の首に抱だきついた。


「……俺、がっついてる壮介くん、見たいよ。我慢なんかしないで、ちゃんと、めいっぱい、俺のこと、抱いてよ……」


「っ、遥さん」


「も、怖がったりしないし、拒こばんだりもしない。だから、壮介くんがしたいようにして、いいよ」


　怖い想おもいをさせた、と前に遥が拒んだ時、そう謝った久我を思い出す。久我だってきっと、こんなふうに、男を抱くのが初めてなら、わからないことも不安もあるに違ちがいなかった。だからきっと、精せい一いつ杯ぱいの優しさで遥に気を遣つかってくれていたのだろう。


　自分の欲望だけに突つっ走ぱしらず、ただ遥を大事にしたいのだという想いを感じて、胸が熱くなった。


　けれど、そうやって我慢してもらうよりも、ありのままの久我を見せてくれて、欲しいという気持ちをぶつけてくれた方が、きっと自分は安心する。


　年下の癖くせに余よ裕ゆうばかり見せる久我の、そういう所を知ることができたら、うれしい。


「……遥さん」


　抱きしめた久我の頭が耳の横にあって、そこで名前を呼ばれた。ん、と返事を返すと、後頭部にてのひらを差し入れられ、顔を離はなされる。と思ったら、口唇くちびるに吸い付かれて、またぼすんっとベッドに倒れてしまった。


「んっ、んっ、あふ、ぅん……っ」


「……火、点つけたの遥さんだからね」


　深いキスが解かれて、腫はれぼったい口唇から震ふるえる息を吐き出しながら、じんわりと濡ぬれてしまった視線を返す。


　覚かく悟ごして、と低く掠かすれた声で囁かれて、歓よろこびさえ感じながら、遥はまた、久我に腕を伸のばした。











「……っあ、や、あ……っ」


　くちくち、と濡れた音がいくつも重なって聞こえ、遥は枕まくらに頰ほおを埋うずめた。けれどそうすることで、四つん這ばいになっていた体勢が、より腰だけを高く掲かかげ、突き出すようになる。


「あ、んっ、んん……っ」


「すごいね、遥さん、もう、とろとろだよ……？」


「んうっ、やぁ、あ、あンっ」


　耳朶を甘嚙みされ、項うなじを吸われる。もう何度も上り詰つめさせられたのに、また勃ち上がっている前を擦こすられ、同時に、後ろの蕾つぼみを弄る指が奥をかき回した。


「ね、最初あんなにきつかったのにね？」


「んんっ、は、あ……っ」


　もう何年ぶりかでの行こう為いに、もちろんローションなどの類たぐいを遥が持っているわけもなく、久我も専用のものを用意する暇ひまはなかったようだ。


　後ろに触れられた時、その固く閉とざされたものに、久我は「舐なめていい？」と顔を近づけた。慌あわてて、嫌いやだと抵てい抗こうしたら、拒まないって言ったのに、と言われ、言葉に詰まった。


『だ、って、そんなの、されたことない……』


『……ないの？　今まで、ここ、舐められたこと……』


　ない、と首を振ると、久我は、なら、と言ってまた遥の脚あしの間に潜もぐり込んだ。脚を開かされ、腰を持ち上げられて、奥に触れたのは、嫌だと言った久我の舌で、遥は声を上げた。


　恥はずかしいと抵抗しても、しばらく舐められて、やっと離れた久我は、「遥さんのハジメテ、もらったよ」と色を載のせた笑えみを浮うかべた。羞恥と混乱で、なにも返せずにいると、久我は「でもやっぱり、唾だ液えきだけじゃ無理か」と呟いて、その辺からなにかを拾い上げた。


　どうやら途と中ちゆうのコンビニでなにやら買い物をしてきたらしい久我が、ビニル袋ぶくろから取り出し、これでも代だい替たいきくよね、とかざしたのは、よく見る軟なん膏こうだった。


　半固形の軟膏は、体温に触れるとやわらかく溶とける性質のようで、それを奥に塗ぬり込められる感かん触しよくに、ぎゅう、と遥は目を閉じて耐たえていた。


　だが、途と中ちゆう四つん這いに体勢を変えられ、前を弄られて、体中あちこちにキスされながら、久我の指は少しずつ少しずつ遥の蕾を開いていった。


「ね、遥さん……今俺の指、何本入ってると思う……？」


「っん、ん、ぁ、わかん、な……っ」


「わかんない？」


　んっ、と首を動かして頷うなずく。


「……っこん、なの、知らな……っ」


「ん……？」


「んン、あ、は……こんなに、俺、なったこと、ないから……っんん」


　奥まで入っていた指が、ずる、と抜ぬけて入り口付近に留とどまる感触に、ぎゅうっと瞼まぶたを閉じる。


「……それって、ここで、今までこんなに感じたことないってこと？」


「んっ、……そんなに、したこと、ない……」


　そういう関係があった過去の相手と、そういつもいつも、最後までしていたわけではなかった。経験がないわけではないから、初めてではないのは本当だけれど、そんなに毎回したいと思うことではなかったのだ。それに相手も、いちいち面めん倒どうくさい準備を施ほどこしてまでしようとは思わなかったのだろう。


「でも、今日は気持ちいいんだ……？」


「っあ、ン……っ、ぅん……っ」


「俺が、してるから？」


「んっ、こんな、の、壮介くんが、初めて……っ、あ、ん……っ」


「……もう、その言葉だけで、いきそう、俺」


　指が抜かれて、へたん、と横になると、そのまま仰あお向むけにされた。


「初めてじゃないからとか、綺き麗れいじゃないとか、遥さんが不安に思ってたこと、俺は本当に気にしてなかったけど、正直ちょっと悔くやしくはあった。過去に遥さんに触ったやつら、抹まつ消しようしたいって思ったのも、本当」


　でもさ、と久我はひとつキスを落として続ける。


「こうやって、俺が触ふれることで、今までと違う感覚ばっかり遥さんが感じてるんなら、それって、初めて、じゃない？　遥さん」


「……壮介、くん……」


「少なくとも、俺はそう思うよ。……俺が、遥さんの心も身体からだも、ちゃんとリセットしてあげる」


「壮介くん……」


　久我がそう言ってくれるのなら、きっとそれでいいのだろう。じわ、と眦まなじりが熱くなって名前を呼んだ遥は、つっと奥に触れたものに、小さく声を上げた。


「んっ、ぁ……っ」


「……いい？　遥さん……」


　太ふと腿ももを持ち上げられ、ひた、と当てられた熱い塊かたまりに、遥は息を呑のんで、はぁ、と吐はき出すと、こくん、と頷いた。


「……俺の初めて、また壮介くんが、作って……」


「遥さん……」


「っん、あ、……っあ、んン……っ」


　散々濡らされ弄いじられた場所は、だいぶやわらかくなっていたけれど、やはり少し、ブランクのある身体にはきつい。


　それでも、ぐ、と少しずつ入りこんでくる熱を受け入れたくて、必死で身体の力を抜いた。


「……っ、つらい……？」


「っん、ううん、……すご、うれし……っあ、ぁ……っ」


「……っ遥さん」


　途中でまた少し久我の熱が膨ふくれて、けれどそれが内部を刺し激げきしたのか蠢うごめく流れに乗ったように、更さらに深く入りこんできた。


「……っぁ、は……っん、ん……」


「……ん、入ったよ、遥さん……どう？」


「ん、え……？　あ、っあ」


「これも、……初めて？」


　つ、と繫つながった箇か所しよを触れられて、びくんっと腰こしが震える。痺しびれたように熱くて、どくどくと血の流れを感じるそこに、遥は、震える睫毛まつげで久我を見つめ返した。


「っん……、はじ、めて……っん！　あぁ……っ」


　ぐん、と奥を突つかれて、声が上がる。ずる、とゆっくり引いた熱が、少し速度を増して、また中を擦った。


「あ……っ、あ、あ……っ」


「……遥さんの、ナカ、すごい、熱い……」


「んんっ、あ、ン……っ、ふぁ、あ、あ……っ」


　段々と、引いては返すそのペースが、速くなってくる。突かれる度たびに、声が出て、頤おとがいが反った。すると、その晒さらされた首もとに口唇を寄せ吸い付いた久我は、そのまま遥の背を抱だくと、ぐいっと身体を起こした。


　急に変わった中の角度に、甲かん高だかい声が出てしまう。


「ッア、あ……っ！　や、なに……っ」


「ん、もっと遥さんの、奥、行きたい」


「っん、んあ、や、ふか、い……っ」


　あぐらをかいた久我の上に乗せられて、揺ゆさぶられると、さらに奥までみっしりと満たされたように久我の熱を感じた。


「遥さん、手、こっち」


　久我の首に腕うでを回すよう促うながされて、力が入らないまま従うと、「そのままちゃんと縋すがっててね」と囁ささやかれる。


「ん……、んっ、あ、あン、あぁ……っ」


　臀でん部ぶの丸みを、久我の両手がそれぞれ摑つかんで揉もみながら、熱を出し挿いれされる。すると、ぐずぐず溶けるように熱くて仕方がなくなった。


「や、やぁ、あ、……っん、ん……っ」


　力の入らない手が、久我から離はなれそうになると、口唇くちびるがくっついてキスを施す。舌を吸われ、口内をかき回されると、もうなにがなんだかわからなくなってきた。


「んん……っぅ、ん、は、ぁ……っ」


「気持ちいい……？　遥さん……」


「っん、や、も……っ、おかしくなる……っ」


「我が慢まんできない……？」


　ちゅ、ちゅ、と口唇を啄ついばむ合間に、囁くように訊きかれて、涙なみだ目めで頷いた。


「こっち、さっきから触さわってないのに、すごい濡ぬれてるね」


「やぁ、言わな……っ、ひぁ、ア……っ」


「いっていいよ……？」


　ね、と眦から零こぼれ落ちた雫しずくを口唇で吸い取られ、腰を更に引き寄せられた。そのまま、あまり上下せずに中でぐい、とかき回されて、ぞくぞくっと背中を痺れが疾はしる。きゅう、と久我の肩かたを摑んでいた手に力がこもった。


「……っんん、ぁ……っ」


　それでもういっぱいになった遥は、びくんっ、と身体を震ふるわせて、また達してしまった。触れられなかった中心から、とろ、とその証あかしが溢あふれる。


　久我の上に跨またがったまま、その肩に顔を埋うずめた。


「はっ……ぁ、ん……っ」


「……かわいい、遥さん。今日、いくの、何回目？」


「ん、わかんな……ぁ、そ、すけくん、は……？」


「ん……？」


　久我はまだ一度も達していないのではないか。今もまだ熱く固いものが奥をいっぱいに満たしたままで、ひくつく中がそれに反応して、びくびくと震えが止まらない。


「……っん、俺、よくない……？　気持ちよく、ない……？」


　自分は何度もわけがわからなくなっているのに、久我はそうではないのかと、急に不安になる。そう思うと、胸の奥が冷えて、指先が震えた。


「俺、……っ」


　やっぱり、男の自分では、無理だったのだろうか。声が震えて、言葉を口にできないでいると、久我は、少し慌あわてたように、違ちがうって、と頰ほおに手を添そえた。


「ごめん、遥さん。そうじゃないよ、……気持ちよくなかったら、そもそもこんなにならない」


「ん……っ、そ、だけど……」


「俺も、これでだいぶ限界だよ……？　たださ」


　とす、と繫がったまま、再度ベッドに仰向けに倒たおされて、また喉のど声ごえが上がる。


「ただ、遥さんの、初めて、いっぱい更こう新しんして、これ以上ないくらいの感覚、あげたかったんだ。……それで最後に、俺で満たしたら、遥さんは全部、俺のものだな、って」


　そう思ってたんだよ、と笑えみを浮うかべる久我に、遥は、じゃあ、と呟つぶやいた。


「俺、壮介くんのこと、気持ちよく、してる……？」


「してるよ。見てるだけで、ここに挿いれられるくらいになったんだから、わかるでしょ」


「……っ、そ、か……」


　思考がふやけたまま久我に翻ほん弄ろうされて、いっぱいいっぱいになっていたから、久我自身には遥は触っていなかった。そういえばそうだ、と自分の余よ裕ゆうのなさにも恥はずかしくなる。


　けれど、ちゃんと久我も同じだったことがわかって、じわ、と安あん堵ど感かんが胸に広がった。


「心配しなくても、ちゃんと、まだ続くよ。……覚かく悟ごしてねって、言ったろ？」


　そう言った久我は、遥の脚あしを開かせると、膝ひざの裏を持ち上げた。恥ずかしい体勢に耳が熱くなる。繫がったままの箇所がまた、じん、と熱さを増した。











　隙すき間まもないくらいに、いっぱいに満たされて、熱を送り続けられた。脚の付け根からぐいっと押し曲げられて、揺れる自分の膝が視界に入るのを、見ていられなくて、ぎゅう、と目を閉じる。


　すると、遥さん、と名前を呼ばれて、逆らえずにまた瞼まぶたを開くと、ちゃんと見てて、と眦を撫なぜられた。そのままキスをされて、密着する身体からだの間で中心を刺激される。それでまたいきそうになった所を、きゅっと久我の手がせき止めた。


「……っあ、やぁ……っん、それ……っ」


「……まだ、駄だ目め」


　そう言って今度は徹てつ底てい的に焦じらされて、そのもどかしさにおかしくなりそうだった。


　一いつ旦たん楔くさびを抜ぬかれて、くるん、と俯うつぶせにされると、腰を抱かかえ上げられて、背後からまた貫つらぬかれる。後ろから散々突かれて、腕にも脚にも力が入らなくなった頃ころに、また正面から抱きしめられた。


「……っはぁ、あ……っ、んん、ん……っ」


「……理性取っ払ぱらった俺、こんなだけど、遥さんの方こそ、いいの……？」


「んん、あ……っ、あ……っ」


「……って、もう、聞こえてないか……」


　頭の中はもうなにも考えられない。からっぽになってしまっているのか、それともいっぱいになりすぎたのか、よくわからないけれど、思考力は働いていなかった。


「ん……っ、壮介、く……っ」


「遥さん……」


　ただ、名前を呼ぶと、その度に呼び返してくれる声だけは聞こえていて、それだけでひどく満たされていく自分がいた。


　久我がくれる感覚も、初めてのものばかりだったけれど、この気持ちこそ、本当に初めて、遥が感じたものだ。


　それがどうしようもなくうれしくて、幸せで、何度も何度も、遥は久我の名前を呼んだ。
















　　＊　＊　＊





「ありがとうございましたー。また来てくださいね～」


　ぺこんっと頭を下げた後、ひらひらと手を振ふる紺に、女性客たちは同じように返してから、店を出て行った。


　ドアが閉まるまで見届けた紺は、くるんっと振り返って、遥を見ると、愉たのしそうに笑みを浮かべる。


「……ナナちゃん、焦あせりすぎ」


「……うるさいな」


　んくく、と笑う紺に、少し不ふ機き嫌げんに返した遥は、できあがったパスタを盛った皿をカウンターに置いて、「それよりこれ運んで」と話を逸そらした。はーい、と素す直なおに従った紺は、奥の席にいるカップルにパスタを運んで、少しの間なにか会話を交かわしてから戻もどってくる。


「ナナちゃん、七番さん、ドリンクオーダー追加ね。ホットワインの赤と、グレープフルーツモヒート」


「ん、わかった」


「モヒート俺が作るよ」


　そう言ってカウンターの中に入ってきて、遥の横に並んだ紺は、やっぱりさあ、と呟く。


「どうして三日間も休みだったんですかって訊かれて、そりゃ、恋こい人びとといちゃつきすぎて腰こしが立たなかったからです、なんて言えないもんねえ」


「っ、……紺……！」


　思わずワインの瓶びんを取り落としそうになって、慌てて遥は持ち直した。


「真っ赤になっちゃってさあ、すっごい不思議そうだったよ、彼女たち」


「……蒸むし返さないでよ、もう……」


　今し方帰っていった女性客のひとりに訊かれた質問に、ありえないくらいの動どう揺ようを晒さらしてしまったら、紺がおもしろがってしまって手に負えない。


「だーってさあ、さあ今日からまた働くぞーって、意い気き揚よう々ようと出勤しようとしたら、壮ちゃんから電話あって、今日も店は休みだから、明日まで連休でよろしく、なんて言われて。いきなりそんなこと言われてもびっくりすんじゃん。またなんかあったのかと思うじゃん」


「……だから、説明したでしょ」


「うん。壮ちゃんがね」


　あの日、結局、信じられないくらいの時間、久我と抱だき合っていた遥は、気を失うように眠ねむりに落ちた。最後の方は、ほとんど記き憶おくがないなんて、それも初めてのことだった。


　だが次の日、目が覚めると既すでに店の営業時間をとっくに過ぎていて、遥は慌てて飛び起きた。しかし、酷こく使しされた身体はまだ完全には体力が回復していなかったのか、力が入らなかった。腰が重く、脚はがくがくして、歩くこともままならない。


　あまりの自分の身体のままならなさに愕がく然ぜんとしていると、バスルームの扉とびらが開いて、久我が顔を出した。「遥さん、起きた？」と近付いてくる久我に、仕事は？　と驚おどろいて訊きいてから、っていうかなんで起こしてくれなかったんだと言うと、苦く笑しようが返ってきた。


『起こしても、どうせ動けなかったと思うよ？』


　そう言われ、自分の状じよう況きようを思い出した。更さらに『伊勢谷には、今日も休みだからって、連れん絡らくしといたから』と言う久我に、まさか、と視線を返すと、意味深な笑みが返ってきた。それで、自分と久我とのことは完全にばれたのだと悟さとり、羞しゆう恥ちでその場で布ふ団とんの中に戻りたくなった。


　確かに腰は立たないし、これでは店に出ることなどできないだろうけれど、その理由を紺に知られたとなると、次に会った時、恥ずかしくて仕方がない。


　久我はそんな遥を愉しそうに笑って見つめると、キスを落として、これから仕事なのだと言った。本当は今日一日くらいはずっと傍そばにいたいんだけど、と切なそうに囁ささやかれ、また耳が熱くなった。だが、仕事なら仕方ないでしょ、と返すと、寂さびしそうな顔をするので、こちらからもひとつキスを送ってやると、また少しだけ啼なかされてしまい、更に動けなくなった、というオチつきだ。


　結局、水曜定休もそのまま休んだために、月曜から三日間の連休になってしまった。それをさっきの客に訊かれ、思わず一連を思い出して、狼狽うろたえてしまったというわけだった。


「まあ、幸せそうでなにより。でも、これからは、お店に出られるくらいにしといてね」


「……それは、壮介くんに言ってよ……」


「俺がどうしたの？」


　紺の揶や揄ゆに遥が返した呟つぶやきを拾った声がして、顔を上げる。電話がかかってきて外に出ていた久我が戻ってきて、首を傾かしげていた。


「っ、なんでもないから」


「あ、あのね、ナナちゃんがね……っんむっ」


「紺！……あ、いいからこれ、運んで」


　思わず紺の口を押さえて止めた遥は、慌あわてて手を離はなした。できあがったホットワインとモヒートを指すと、紺はまだおかしそうに笑いながら、トレイを手にしてドリンクを運んでいった。


「……ほんとに、仲いいよね、遥さんと伊勢谷」


「え？　あ、そうかな……？」


「ちょっと妬やけるくらい」


　すとん、といつもの指定席であるカウンターの端はしに腰こし掛かけた久我は、そんなことを言って笑えみを浮うかべる。


「なに話してたの？」


「別に……」


「……店開けられないくらいするんじゃないって、怒おこられた？」


　その言葉に、わかってたんじゃないかと小さく睨にらんだら、久我は更に笑って頰ほお杖づえをつくと、遥を見つめた。


「電話した時、はあ？　って言われたもんな。どういうことだってすごい勢いで訊かれたから、事情説明するしかないかと思って言ったけど。伊勢谷にも色々迷めい惑わくかけたし」


「……それは、そうなんだけど」


「心配もかけたみたいだからさ、ちゃんとまとまったよ、って報告はしなきゃな、ってのもあったしね」


「……うん」


「二人で幸せになりました、ってさ」


「……馬ば鹿か」


　やっぱり久我のこういう甘ったるさには慣れず、相変わらずそんなふうに返してしまう。だが、それももう、単なる照れ隠かくしだということだってばれているのだから、あまり意味はないのだけれど。


「そんなかわいい顔されると、今すぐ上に連れて行きたくなるな」


　それどころか、久我をますます喜ばせるだけらしい。甘い色の中に、ちりっと燻くすぶる熱を見つけて、遥はどきどきと高鳴る鼓こ動どうを誤ご魔ま化かすために、久我を睨んだ。


「あ、その顔もかわいい」


「……馬鹿……」


　けれど結局、またそれしか返せなくて、思わず俯うつむいてしまう。


　結局、火曜日の昼に別れてから、久我の仕事がまた忙いそがしくなり、今日、木曜の夜になるまで会えなかった。そこにそんなふうに見つめられたら、本気で嫌いやだなんて思えるわけがない。


　もちろんこの後、店を閉めたら久我は遥の部屋へ寄っていくつもりだろう。その後のことを思って、こんなふうに甘あま酸ずっぱく気持ちを震ふるわせることがあるなんて、本当に、少し前まで考えもしなかった。


　だけどその変化を、うれしいことだと思える自分が、今は少し誇ほこりだ。それはとりもなおさず、この目の前にいる男が、強ごう引いんにでも自分の中に入ってきてくれたからだということも、ちゃんとわかっている。


　ある意味、この出会いは自分にとっても、一ひと目め惚ぼれのようなものだったのかもしれない、と思った。思い返せば、初めて久我の声を聞いたときから、どんな人だろうと想像を巡めぐらせていたのだから。


（……今日は、俺の方から、誘さそってみようかな）


　この前はされるばかりで、なにもできなかった。


　リベンジでもしてみようかなんて、そんなことを思いながら、遥は、相変わらずこちらを愛いとおしそうに見つめている久我へと、視線を返した。
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